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外国人向けに広報 「大野城」 の情報をホームページに掲載しています。
Useful information for foreign residents selected from the city magazine “ONOJO”is available on Onojo City’s web site.

未来をひらく
にぎわいとやすらぎの
コミュニティ都市

大野城市

大野城市の話題あれこれ大野城市の話題あれこれ

　５つのソーシャルメディアでも情報発信を行っています。ごみ
収集日の通知や道路・公園の不具合の通報機能などLINEには便
利な機能もあります。ぜひ、見てみてください。

市のソーシャルメディア

ライン
LINE

フェイスブック
Facebook

エックス（旧ツイッター）
X

インスタグラム
Instagram

ユーチューブ
YouTube

広報「大野城」を
多言語で読めます。

カタログ
ポケット

「dボタン広報誌」でも
大野城市の情報を発信しています

❶テレビのチャンネルを
KBC（1ch）にあわせます。

❷リモコンの「dボタン」を
押します。
❸「dボタン広報誌」を選び、
「決定ボタン」を押します。
※使っているリモコンによりボタンの
　位置は異なります。
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【表紙写真】　パワー全開！（大野中学校　第79回体育祭　５月20日㈫）

●主な内容

今年度の行政区長が決まりました ８

こども誰でも通園制度を開始します 22

集中豪雨に備えて ２・３

交流の翼事業に参加した14人の中高生が３月26
日㈬から29日㈰まで大韓民国の文化や歴史に直接
触れるため、公州大学校歴史博物館や水原工業高
等学校を訪問しました。
　報告会では、特別史跡大野城跡と同じ古代の山
城である世界遺産の公山城を見学した事や、現地
の高校生と韓国語や英語、翻訳機を駆使して交流
した様子をスライドや動画を使って発表しました。
　約４カ月間の研修で学んだ、日本との習慣や考
え方の違いを理解し、少し成長した姿を披露しま
した。

日
大韓民国での交流体験を発表
大野城市中学生・高校生交流の翼
事業報告会 福岡県、春日市、那珂川市と共催で「福岡県総

合防災訓練」を実施し、消防本部や消防団、警察、
自衛隊、地域住民など、約1200人が参加しました。
　大雨や地震を想定し、ヘリコプターによる孤立
者や土砂災害に巻き込まれた要救助者の救出・搬
送訓練など、本格的な訓練が行われました。
　災害はいつ、どこで起こるか分かりません。市
民の皆さん一人一人が日ごろから防災への意識を
高め、避難場所や備蓄品の確認など、できる準備
をしておくことが大切です。
　いざというときのために、日ごろの備えを心が
けましょう。

日
「備える人」が命をつなぐ
福岡県総合防災訓練

　戸建て注文住宅の施工販売を行う株式会社アイ工
務店から、企業版ふるさと納税により子育て・教育
事業への寄附を受け、感謝状を贈呈しました。
　同社は、乙金の大型展示場「アイパーク」など、
市内に２つの展示場を構えており、この度、本市の
子育て・教育事業へ賛同され、寄附をいただくこと
となりました。
　坂井社長は、「こどもが、安全に外で遊ぶことがで
きる環境の整備に活用して欲しい。」と話し、井本市

長は、「市を代表して感謝します。更なる子育て・教
育環境の充実のために活用させていただきます。」と
述べました。

月
企業版ふるさと納税感謝状贈呈式
株式会社アイ工務店

大
野
城城

広
報

O
n

o
jo

 C
ity

P
u

b
lic R

elatio
n

s

広
報

O
n

o
jo

 C
ity

P
u

b
lic R

elatio
n

s

大
野
城城

広
報

O
n

o
jo

 C
ity

P
u

b
lic R

elatio
n

s

No.1357No.1357No.No.13571111111333333555555777777
2025年（令和７年）2025年（令和７年）

615



　
近
年
、
気
候
変
動
な
ど
の
影
響
で
、
集

中
豪
雨
に
よ
る
洪
水
や
土
砂
災
害
が
頻
発

し
て
い
ま
す
。

　
自
然
は
、
時
に
人
間
の
力
や
想
像
を
超

え
る
災
害
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。し
か
し
、

私
た
ち
一
人
一
人
が
予
防
対
策
を
す
る
こ

と
で
、
そ
の
被
害
を
減
ら
せ
ま
す
。

　
い
ざ
と
い
う
と
き
に
落
ち
着
い
て
行
動

で
き
る
よ
う
、
日
頃
か
ら
防
災
の
正
し
い

知
識
を
身
に
付
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
早
め
の
情
報
収
集
を
！

　
集
中
豪
雨
は
天
気
予
報
な
ど
か
ら
情
報

を
収
集
す
る
こ
と
で
、
あ
ら
か
じ
め
対
策

を
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
早
め
の
避
難
を
！

　
天
気
予
報
な
ど
で
、
大
雨
が
予
報
さ
れ

て
い
る
と
き
は
、
大
雨
に
な
る
前
に
避
難

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
逃
げ
遅
れ
た
と
き
や
、
外
に
出
る
の
が

危
険
な
状
況
の
場
合
は
、
無
理
に
避
難
せ

ず
屋
内
に
と
ど
ま
り
、
上
層
階
や
、
崖
か

ら
離
れ
て
い
る
部
屋
で
身
の
安
全
を
確
保

し
ま
し
ょ
う
。

避
難
情
報
の
ポ
イ
ン
ト

●
避
難
に
時
間
の
か
か
る
人
は
警
戒
レ
ベ

ル
３
で
避
難

　
避
難
に
時
間
の
か
か
る
高
齢
者
や
障
が

い
の
あ
る
人
は
、「
警
戒
レ
ベ
ル
３
高
齢

者
等
避
難
」
で
危
険
な
場
所
か
ら
避
難
し

ま
し
ょ
う
。

　
避
難
す
る
際
に
支
援
が
必
要
な
人
の
た

め
に
、
災
害
時
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿

を
作
成
し
て
い
ま
す
。
未
登
録
の
人
は
、

危
機
管
理
課
消
防
・
防
災
担
当
☎（
５
８

０
）１
８
９
９
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
災
害
に
よ
る
危
険
が
す
で
に
差
し
迫
っ

て
い
る
場
合
は
、災
害
対
策
本
部
室
☎（
５

０
１
）２
２
１
１
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
警
戒
レ
ベ
ル
４
ま
で
に
避
難
を

　
警
戒
レ
ベ
ル
５
は
、
す
で
に
安
全
な
避

難
が
で
き
ず
命
が
危
険
な
状
況
で
す
。
警

戒
レ
ベ
ル
５
緊
急
安
全
確
保
の
発
令
を

待
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

市
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
な
ど
で
防
災
に
つ
い
て
の
情
報
を
公

表
し
て
い
ま
す
の
で
、活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
危
機
管
理
課
（
市
役
所
新
館
３
階
）・

各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
配
布

◇
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

市総合
防災マップ

市の防災・
災害関連情報

て
い

す
る

危
険

ず
屋

ら
離
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ま
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難

●い
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者
等

ま
し

出典：（一財）消防防災科学センター https://www.isad.or.jp/出典：（一財）消防防災科学センター https://www.isad.or.jp/

　
災
害
が
起
こ
っ
た
と
き
は
、
ペ
ッ
ト
も

パ
ニ
ッ
ク
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

落
ち
着
か
せ
る
と
と
も
に
、
リ
ー
ド
を
つ

け
る
、
ケ
ー
ジ
に
入
れ
る
な
ど
安
全
に
配

慮
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
避
難
所
で
は
、小
型
の
動
物（
犬
、猫
、

う
さ
ぎ
、
げ
っ
歯
類
、
鳥
類
な
ど
）
の
同

行
避
難
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
避
難
所

で
は
、
飼
い
主
と
同
じ
ス
ペ
ー
ス
で
は
な

く
、
指
定
の
ペ
ッ
ト
ス
ペ
ー
ス
で
の
管
理

と
な
り
ま
す
。

　
避
難
所
で
の
ペ
ッ
ト
用
品
は
、
飼
い
主

が
用
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ペ
ッ
ト

は
ス
ト
レ
ス
か
ら
体
調
を
崩
す
こ
と
も
あ

る
た
め
、
十
分
な
水
や
食
料
の
ほ
か
、
常

備
薬
な
ど
も
用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
先

循
環
型
社
会
推
進
課
生
活
環
境
・

最
終
処
分
場
担
当

☎（
５
８
０
）１
８
８
７

ペ
ッ
ト
の

避
難
に
つ
い
て

集
中
豪
雨
に

備
え
て

いいえ

例外

は
い

は
い

●親戚や知人宅への避難
　災害の危険がある場合には、避難するこ
とを日頃から相談しておきましょう。

ハザードマップを見て、自宅は
災害の危険があります。

ハザードマップで危険と示されていなくても、低い土地や崖のそば
などに住んでいる人は、必要に応じて避難します。

災害の危険があるため、原則と
して、自宅の外へ避難します。

安全な場所に住んでいる親戚や
知人がいます。

●垂直避難
　浸水害に対しては、家の２階など上層階へ避難する垂直避難も有
効です。
※土砂災害に対しては、垂直避難では身を守ることができない可能
性が高いため、自宅の外へ避難します。

●避難所への避難
常備薬、マスク、食料・飲料水、携帯電話と充電器など自身が最
低限必要とするものを持っていきましょう。
※非常持出品は、市総合防災マップ（２ページ）を参考に準備しましょう。

いいえ

危険度 住民がとるべき行動 避難情報など
防災気象情報（警戒レベル相当情報）
浸水の情報 土砂災害の情報

氾濫発生情報緊急安全確保命を守る最善の行動大

小

大雨特別警報

警戒
レベル

氾濫危険情報避難指示危険な場所から全員避難 土砂災害警戒情報

氾濫警戒情報
洪水警報高齢者等避難高齢者などは

危険な場所から避難

氾濫注意情報大雨注意報
洪水注意報

ハザードマップなどで
自らの避難行動を確認

大雨警報

早期注意情報最新情報に注意

警戒レベルと防災情報

警戒レベル４までに必ず避難！

　避難方法判断フローは、市民の皆さんが避難するときに、どこに避難し、何に気を付けるべきかを記載してい
ます。災害発生時に慌てることがないように、自分が取るべき行動を今のうちに再確認しておきましょう。実際
に避難すべき状況になった場合は、ためらわず早めに避難し、身を守る行動を取りましょう。

避難方法判断フロー

●問い合わせ先　危機管理課危機管理担当　☎（580)1966 市ホームページ

2025年６月15日号 22025年６月15日号3 大野城市役所  〒816-8510 大野城市曙町2-2-1  コールセンター・（代）☎（501）2211  （501）2394 ☎　   市外局番の記載のない場合は全て（092）です。
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とを日頃から相談しておきましょう。

ハザードマップを見て、自宅は
災害の危険があります。

ハザードマップで危険と示されていなくても、低い土地や崖のそば
などに住んでいる人は、必要に応じて避難します。

災害の危険があるため、原則と
して、自宅の外へ避難します。

安全な場所に住んでいる親戚や
知人がいます。

●垂直避難
　浸水害に対しては、家の２階など上層階へ避難する垂直避難も有
効です。
※土砂災害に対しては、垂直避難では身を守ることができない可能
性が高いため、自宅の外へ避難します。

●避難所への避難
常備薬、マスク、食料・飲料水、携帯電話と充電器など自身が最
低限必要とするものを持っていきましょう。
※非常持出品は、市総合防災マップ（２ページ）を参考に準備しましょう。

いいえ

危険度 住民がとるべき行動 避難情報など
防災気象情報（警戒レベル相当情報）
浸水の情報 土砂災害の情報

氾濫発生情報緊急安全確保命を守る最善の行動5大

小

大雨特別警報

警戒
レベル

氾濫危険情報避難指示危険な場所から全員避難4 土砂災害警戒情報

氾濫警戒情報
洪水警報高齢者等避難高齢者などは

危険な場所から避難3

氾濫注意情報大雨注意報
洪水注意報

ハザードマップなどで
自らの避難行動を確認2

大雨警報

早期注意情報最新情報に注意1

警戒レベルと防災情報

警戒レベル４までに必ず避難！

　避難方法判断フローは、市民の皆さんが避難するときに、どこに避難し、何に気を付けるべきかを記載してい
ます。災害発生時に慌てることがないように、自分が取るべき行動を今のうちに再確認しておきましょう。実際
に避難すべき状況になった場合は、ためらわず早めに避難し、身を守る行動を取りましょう。

避難方法判断フロー

●問い合わせ先　危機管理課危機管理担当　☎（580)1966 市ホームページ
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市内の自治組織・ＮＰＯ・ボランティアグループなど多様な団体が行う公益活動を「見える化」し、活動への参
加促進や活性化を図るため、活動を行う団体と参加者がつながる「基盤となる仕組み＝プラットホーム」のことです。
　市民公益活動促進プラットホームでは、次の３つの仕組みを連携して運用することで、「公益活動の好循環」
を生み出します。

　市内で行われている公益活動に関する情報をインターネットを通じて見える化し、
活動団体と活動したい市民をつなぎます。

ボランティアを「探す」「知らせる」
仕組み❶

仕組み❷

仕組み❸

市民公益活動促進プラットホーム総合ポータルサイト

●問い合わせ先
パートナーシップ活動支援センター（ＰＳセンター）

※各コミュニティセンター内
◇南 ☎（596)0686
◇中央 ☎（573)3127
◇東 ☎（504)1428
◇北 ☎（513)0099
※次のコミュニティセンター休館日を除く
毎月第３火曜日（祝日の場合、翌日）、12/28～1/4

団体登録
　パートナーシップ活動支援センターで随時登録を
受け付けています。申請方法など詳しくは、ポータ
ルサイトで確認するか、問い合わせてください。

活動に参加することでポイントが付き、参加のきっかけづくりとやりがいを応援します。
ポイントの活用（例）
◇特産品、ジョーくんグッズ、ごみ袋、大野城市商工会商品券などへの交換
◇活動団体への寄附金への交換　など
※ポイントには有効期限があります。

ポイントを貯めて、商品と交換

　活動団体が一堂に集まり交流を深めます。団体同士がつながることで、新たな関
係性が生まれ共に成長する機会を提供します。

団体がつながる・成長する

▲まずはサイトへアクセス！

ポイント制度「まどかぷらっと」

市民公益活動促進プラットホーム連絡会議

ボランティア団体

まどかぷらっと登録

　ポータルサイトや
専用アプリ（まどぷ
らアプリ）で登録

パートナーシップ活動支援センターで登録

ボランティアを探す
　ポータルサイトやまどぷらアプリで、「日付」
または「活動内容」から検索してください。

ネット・アプリ

直接申請

Google play App Store

ボランティアへ参加したい人

を知っていますか？
市民公益活動促進プラットホーム

ボランティア
の入口

※18歳未満の人の登録は、保護
者の同意確認が必要です。ネッ
ト・アプリで登録せず、問い
合わせてください。

　「地域のためにできることからしてみたい！」というみなさんの熱い気持ちを、地域貢献活動を通して、
カタチにしてみませんか。

学校が実施する地域貢献活動を応援します
　パートナーシップ活動支援センターでは、
若い世代が気軽にボランティアに参加する
きっかけとして、学校で、ボランティアや「ま
どかぷらっと」に関する説明会や体験活動へ
の支援を実施しています。
地域活動を体験することで、地域との関わ
りを深め、思いやりと感謝、勤労、奉仕の精
神を学ぶ良い機会となり、参加した児童・生
徒や学校の先生から共感を得ています。すで
に多くの児童・生徒が「まどかぷらっと」に
登録し、ボランティアに取り組んでいます。
※登録児童・生徒数　計1259人（令和７年
４月時点）

参加の流れ
①「まどぷらパス」を登録
②参加したい活動を調べる
③まどぷらパスを持って活動
に参加（主催者からポイン
トが付与）
④ポイントを交換

登録の条件
公益活動に参加する意思の
ある小学生以上であること
※18歳未満の人の登録には、
保護者の同意が必要です。

大野中学校では、以前は部活動単位で地域活動に参加していましたが、主体性をもち、地域とのつながり
を感じてほしいことから、生徒が居住区の活動に自主的に参加できるような体制づくりをしています。
　今年は、「自分の住む地区の行事に積極的に参加し、自分のできる範囲で地域に貢献する」ことを目標に、
地域と家庭と学校が連携して生徒たちの成長を温かく見守っています。

　「地域を愛し、愛される大野中になろう！」地域貢献活動の時に限らず、日頃
から生徒たちに伝えている言葉です。「人は一人では生きていくことはできず、
親や家族、地域の人など多くの人たちに温かく見守られているから安全・安心
に生活ができる」ことを、地域貢献活動を通して生徒たちに実感してほしいと
思っています。地域の人から温かく見守っていただいているからこそ、自分の
できる範囲で地域に恩返しをする。人と人とのつながりを大切にし、人のため
に主体的に行動できる大野中生となってくれることを心から願っています。

参加した生徒の様子
　生徒は地域の活動を楽しみながら参加していまし
た。最初は、ポイント付与がきっかけで参加した生徒
も活動そのものを楽しむようになりました。地域の人
から声をかけられ、自分たちの活動が地域の役に立ち、
喜ばれていることを実感でき、次の活動への意欲につ
ながっています。また、地域の人と顔なじみになるこ
とで、活動時以外にも声をかけてもらうなど、地域が
より身近に感じられている様子がうかがえます。

活動の流れ
●年度の初めに、全校集会で説明を受け、各生徒が保護者の同意
を得た後、「まどぷらパス」に登録

●学校で地域活動一覧表を配布し、活動日が近付いたら案内を配
布。参加を希望する生徒は、職員室前に設置している提出箱に
申込書を提出。

●活動当日は、生徒は自分で活動場所へ行き、生徒が直接地域の
人と打ち合わせや確認を行う。

●活動が始まってから、教師は現場に赴き、生徒たちに声をかける。
●後日、昼食時の校内放送や学校のホームページを通じて、活動
の様子を伝える。その際、活動を見守った教師が感じたことや、
地域の人からいただいた言葉を紹介して、生徒たちの次の活動
意欲へとつなげている。

地域貢献活動レポート

小・中学生のみなさんのボランティア活動を応援します

「地域を愛し、地域とつながり、心を育てる」　大野中学校の取組

大野中学校
主幹教諭　結城和郎

先生の声
生徒に伝えたいこと
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市内の自治組織・ＮＰＯ・ボランティアグループなど多様な団体が行う公益活動を「見える化」し、活動への参
加促進や活性化を図るため、活動を行う団体と参加者がつながる「基盤となる仕組み＝プラットホーム」のことです。
　市民公益活動促進プラットホームでは、次の３つの仕組みを連携して運用することで、「公益活動の好循環」
を生み出します。

　市内で行われている公益活動に関する情報をインターネットを通じて見える化し、
活動団体と活動したい市民をつなぎます。

ボランティアを「探す」「知らせる」
仕組み❶

仕組み❷

仕組み❸

市民公益活動促進プラットホーム総合ポータルサイト

●問い合わせ先
パートナーシップ活動支援センター（ＰＳセンター）

※各コミュニティセンター内
◇南 ☎（596)0686
◇中央 ☎（573)3127
◇東 ☎（504)1428
◇北 ☎（513)0099
※次のコミュニティセンター休館日を除く
毎月第３火曜日（祝日の場合、翌日）、12/28～1/4

団体登録
　パートナーシップ活動支援センターで随時登録を
受け付けています。申請方法など詳しくは、ポータ
ルサイトで確認するか、問い合わせてください。

活動に参加することでポイントが付き、参加のきっかけづくりとやりがいを応援します。
ポイントの活用（例）
◇特産品、ジョーくんグッズ、ごみ袋、大野城市商工会商品券などへの交換
◇活動団体への寄附金への交換　など
※ポイントには有効期限があります。

ポイントを貯めて、商品と交換

　活動団体が一堂に集まり交流を深めます。団体同士がつながることで、新たな関
係性が生まれ共に成長する機会を提供します。

団体がつながる・成長する

▲まずはサイトへアクセス！

ポイント制度「まどかぷらっと」

市民公益活動促進プラットホーム連絡会議

ボランティア団体

まどかぷらっと登録

　ポータルサイトや
専用アプリ（まどぷ
らアプリ）で登録

パートナーシップ活動支援センターで登録

ボランティアを探す
　ポータルサイトやまどぷらアプリで、「日付」
または「活動内容」から検索してください。

ネット・アプリ

直接申請

Google play App Store

ボランティアへ参加したい人

を知っていますか？
市民公益活動促進プラットホーム

ボランティア
の入口

※18歳未満の人の登録は、保護
者の同意確認が必要です。ネッ
ト・アプリで登録せず、問い
合わせてください。

　「地域のためにできることからしてみたい！」というみなさんの熱い気持ちを、地域貢献活動を通して、
カタチにしてみませんか。

学校が実施する地域貢献活動を応援します
　パートナーシップ活動支援センターでは、
若い世代が気軽にボランティアに参加する
きっかけとして、学校で、ボランティアや「ま
どかぷらっと」に関する説明会や体験活動へ
の支援を実施しています。
地域活動を体験することで、地域との関わ
りを深め、思いやりと感謝、勤労、奉仕の精
神を学ぶ良い機会となり、参加した児童・生
徒や学校の先生から共感を得ています。すで
に多くの児童・生徒が「まどかぷらっと」に
登録し、ボランティアに取り組んでいます。
※登録児童・生徒数　計1259人（令和７年
４月時点）

参加の流れ
①「まどぷらパス」を登録
②参加したい活動を調べる
③まどぷらパスを持って活動
に参加（主催者からポイン
トが付与）

④ポイントを交換

登録の条件
公益活動に参加する意思の
ある小学生以上であること
※18歳未満の人の登録には、
保護者の同意が必要です。

大野中学校では、以前は部活動単位で地域活動に参加していましたが、主体性をもち、地域とのつながり
を感じてほしいことから、生徒が居住区の活動に自主的に参加できるような体制づくりをしています。
　今年は、「自分の住む地区の行事に積極的に参加し、自分のできる範囲で地域に貢献する」ことを目標に、
地域と家庭と学校が連携して生徒たちの成長を温かく見守っています。

　「地域を愛し、愛される大野中になろう！」地域貢献活動の時に限らず、日頃
から生徒たちに伝えている言葉です。「人は一人では生きていくことはできず、
親や家族、地域の人など多くの人たちに温かく見守られているから安全・安心
に生活ができる」ことを、地域貢献活動を通して生徒たちに実感してほしいと
思っています。地域の人から温かく見守っていただいているからこそ、自分の
できる範囲で地域に恩返しをする。人と人とのつながりを大切にし、人のため
に主体的に行動できる大野中生となってくれることを心から願っています。

参加した生徒の様子
　生徒は地域の活動を楽しみながら参加していまし
た。最初は、ポイント付与がきっかけで参加した生徒
も活動そのものを楽しむようになりました。地域の人
から声をかけられ、自分たちの活動が地域の役に立ち、
喜ばれていることを実感でき、次の活動への意欲につ
ながっています。また、地域の人と顔なじみになるこ
とで、活動時以外にも声をかけてもらうなど、地域が
より身近に感じられている様子がうかがえます。

活動の流れ
●年度の初めに、全校集会で説明を受け、各生徒が保護者の同意
を得た後、「まどぷらパス」に登録

●学校で地域活動一覧表を配布し、活動日が近付いたら案内を配
布。参加を希望する生徒は、職員室前に設置している提出箱に
申込書を提出。

●活動当日は、生徒は自分で活動場所へ行き、生徒が直接地域の
人と打ち合わせや確認を行う。

●活動が始まってから、教師は現場に赴き、生徒たちに声をかける。
●後日、昼食時の校内放送や学校のホームページを通じて、活動
の様子を伝える。その際、活動を見守った教師が感じたことや、
地域の人からいただいた言葉を紹介して、生徒たちの次の活動
意欲へとつなげている。

地域貢献活動レポート

小・中学生のみなさんのボランティア活動を応援します

「地域を愛し、地域とつながり、心を育てる」　大野中学校の取組

大野中学校
主幹教諭　結城和郎

先生の声
生徒に伝えたいこと
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　コミュニティセンターの中にある「パートナーシップ活動支援センター（ＰＳセンター）」では、まちづくり
の活性化を図るため、市民活動を行う団体や個人、これから活動したいと思う人をサポートしています。

パートナーシップ活動支援センターで行っていること
●市民活動に必要な施設・設備、サービスを提供
◇情報コーナー◇フリースペース◇コミュニティセンターの貸館◇カラー印刷機◇ポスタープリンター◇ラミ
ネーター◇検索用パソコン　など
●「団体どうし」「団体と企業・行政」など、まちづくりに関する中間支援
●市民活動に関する相談支援（活動の周知・仲間集めの方法・活動の始め方や調べ方　など）
◇職員による対応（随時受付）
●活動団体や市民活動などの情報収集・発信
●市民活動を応援する講座の開催
●ボランティア活動のきっかけや活動の場を提供
●団体どうしの交流事業の実施

●施設利用時間　午前９時～午後９時（相談受付　午前９時～午後５時）　　
【休館日　毎月第３火曜日、12月28日～１月４日】

パートナーシップ活動支援センター（通称PSセンター）を
知っていますか

南パートナーシップ活動支援センター

☎（596）0686
南ヶ丘５‐９‐１（南コミュニティセンター内）

☎（573）3127
中央１‐５‐１（中央コミュニティセンター内）

☎（513）0099
御笠川１‐17‐１（北コミュニティセンター内）

☎（504）1428
大池２‐２‐１（東コミュニティセンター内）
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ン
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
、
人
と
人
と
が

つ
な
が
り
、
地
域
が
活
性
化
す
る
こ
と
を

目
的
に
サ
ロ
ン
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◇
地
域
の
人
た
ち
が
楽
し
め
る
場
を
作
り

た
い
。

◇
特
技
や
得
意
分
野
を
活
か
し
て
、
地
域

の
交
流
の
場
を
作
り
た
い
人
　
な
ど
。

　
や
り
た
い
こ
と
は
あ
っ
て
も
ど
の
よ
う

に
始
め
た
ら
い
い
か
分
か
ら
な
い
人
に
、

相
談
や
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
の
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
現
在
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
開
催
中
の
サ
ロ
ン
を
お
手
伝
い
し
て
い

た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
し
て
い

ま
す
。

　
開
催
に
は
要
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

各
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
内
）

◇
南
 

☎（
５
９
６
）０
６
８
６

◇
中
央
 

☎（
５
７
３
）３
１
２
７

◇
東
 

☎（
５
０
４
）１
４
２
８

◇
北
 

☎（
５
１
３
）０
０
９
９

サ
ロ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
登
録
し
て
、
サ
ロ
ン
を
開
催
し
ま
せ
ん
か

サ
ロ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

ホームページ

悪
天
候
や
災
害
発
生
時
な
ど
、

ご
み
の
収
集
を
休
止
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す

北パートナーシップ活動支援センター東パートナーシップ活動支援センター

中央パートナーシップ活動支援センター

●
問
い
合
わ
せ
先

循
環
型
社
会
推
進
課
生
活
環
境
・

最
終
処
分
場
担
当

☎（
５
８
０
）１
８
８
９

　
地
球
温
暖
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、
市

の
施
設
か
ら
出
る
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）

を
減
ら
す
た
め
、「
大
野
城
市
地
方
公
共

団
体
実
行
計
画
（
事
務
事
業
編
）
〜
第
３

次
ま
ど
か
エ
コ
・
オ
フ
ィ
ス
プ
ラ
ン
〜
」

に
基
づ
き
、
節
電
な
ど
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

主
な
取
り
組
み

◇
省
エ
ネ
・
節
電
の
徹
底
（
使
っ
て

い
な
い
機
器
の
電
源
オ
フ
・
空
調

の
管
理
　
な
ど
）

◇
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
推
進

◇
エ
コ
デ
ー
の
実
施（
早
め
の
退
庁（
水

曜
日
）・
消
灯
の
徹
底
）

◇
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
の
実
施

◇
コ
ピ
ー
用
紙
の
使
用
量
削
減

さ
ら
な
る
取
り
組
み
推
進
の
た
め
に

　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
大
野
城
宣
言
に

の
っ
と
り
、
２
０
５
０
年
Ｃ
Ｏ
２
実
質
排
出

ゼ
ロ
を
目
指
し
て「
省
エ
ネ
・
節
電
の
徹
底
」

に
重
点
的
に
取
り
組
み
、
積
極
的
に
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
削
減
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
、
事
業
者
の
皆
さ
ん
協

力
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

循
環
型
社
会
推
進
課
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

推
進
担
当
　
☎（
５
８
０
）１
８
８
６

市
で
は
エ
コ
・
オ
フ
ィ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
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ご
み
の
収
集
は
悪
天
候
時
で
も
基
本
的

に
行
い
ま
す
が
、
特
別
警
報
級
の
台
風
や

地
震
な
ど
、
収
集
作
業
が
危
険
だ
と
判
断

す
る
場
合
は
、
収
集
を
休
止
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。そ
の
と
き
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
作
業
員
の
安
全
確
保
の
た
め
、
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　コミュニティセンターの中にある「パートナーシップ活動支援センター（ＰＳセンター）」では、まちづくり
の活性化を図るため、市民活動を行う団体や個人、これから活動したいと思う人をサポートしています。

パートナーシップ活動支援センターで行っていること
●市民活動に必要な施設・設備、サービスを提供
◇情報コーナー◇フリースペース◇コミュニティセンターの貸館◇カラー印刷機◇ポスタープリンター◇ラミ
ネーター◇検索用パソコン　など
●「団体どうし」「団体と企業・行政」など、まちづくりに関する中間支援
●市民活動に関する相談支援（活動の周知・仲間集めの方法・活動の始め方や調べ方　など）
◇職員による対応（随時受付）
●活動団体や市民活動などの情報収集・発信
●市民活動を応援する講座の開催
●ボランティア活動のきっかけや活動の場を提供
●団体どうしの交流事業の実施

●施設利用時間　午前９時～午後９時（相談受付　午前９時～午後５時）　　
【休館日　毎月第３火曜日、12月28日～１月４日】

パートナーシップ活動支援センター（通称PSセンター）を
知っていますか

南パートナーシップ活動支援センター

☎（596）0686
南ヶ丘５‐９‐１（南コミュニティセンター内）

☎（573）3127
中央１‐５‐１（中央コミュニティセンター内）

☎（513）0099
御笠川１‐17‐１（北コミュニティセンター内）

☎（504）1428
大池２‐２‐１（東コミュニティセンター内）

　
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
地
域
の
人
た
ち
が
気
軽
に
交

流
で
き
る
場
所
の
提
供
や
、
サ
ロ
ン
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
、
人
と
人
と
が

つ
な
が
り
、
地
域
が
活
性
化
す
る
こ
と
を

目
的
に
サ
ロ
ン
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◇
地
域
の
人
た
ち
が
楽
し
め
る
場
を
作
り

た
い
。

◇
特
技
や
得
意
分
野
を
活
か
し
て
、
地
域

の
交
流
の
場
を
作
り
た
い
人
　
な
ど
。

　
や
り
た
い
こ
と
は
あ
っ
て
も
ど
の
よ
う

に
始
め
た
ら
い
い
か
分
か
ら
な
い
人
に
、

相
談
や
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
の
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
現
在
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
開
催
中
の
サ
ロ
ン
を
お
手
伝
い
し
て
い

た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
し
て
い

ま
す
。

　
開
催
に
は
要
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

各
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
内
）

◇
南
 

☎（
５
９
６
）０
６
８
６

◇
中
央
 

☎（
５
７
３
）３
１
２
７

◇
東
 

☎（
５
０
４
）１
４
２
８

◇
北
 

☎（
５
１
３
）０
０
９
９

サ
ロ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
登
録
し
て
、
サ
ロ
ン
を
開
催
し
ま
せ
ん
か

サ
ロ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

ホームページ

悪
天
候
や
災
害
発
生
時
な
ど
、

ご
み
の
収
集
を
休
止
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す

北パートナーシップ活動支援センター東パートナーシップ活動支援センター

中央パートナーシップ活動支援センター

●
問
い
合
わ
せ
先

循
環
型
社
会
推
進
課
生
活
環
境
・

最
終
処
分
場
担
当

☎（
５
８
０
）１
８
８
９

　
地
球
温
暖
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、
市

の
施
設
か
ら
出
る
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）

を
減
ら
す
た
め
、「
大
野
城
市
地
方
公
共

団
体
実
行
計
画
（
事
務
事
業
編
）
〜
第
３

次
ま
ど
か
エ
コ
・
オ
フ
ィ
ス
プ
ラ
ン
〜
」

に
基
づ
き
、
節
電
な
ど
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

主
な
取
り
組
み

◇
省
エ
ネ
・
節
電
の
徹
底
（
使
っ
て

い
な
い
機
器
の
電
源
オ
フ
・
空
調

の
管
理
　
な
ど
）

◇
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
推
進

◇
エ
コ
デ
ー
の
実
施（
早
め
の
退
庁（
水

曜
日
）・
消
灯
の
徹
底
）

◇
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
の
実
施

◇
コ
ピ
ー
用
紙
の
使
用
量
削
減

さ
ら
な
る
取
り
組
み
推
進
の
た
め
に

　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
大
野
城
宣
言
に

の
っ
と
り
、
２
０
５
０
年
Ｃ
Ｏ
２
実
質
排
出

ゼ
ロ
を
目
指
し
て「
省
エ
ネ
・
節
電
の
徹
底
」

に
重
点
的
に
取
り
組
み
、
積
極
的
に
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
削
減
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
、
事
業
者
の
皆
さ
ん
協

力
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

循
環
型
社
会
推
進
課
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

推
進
担
当
　
☎（
５
８
０
）１
８
８
６

市
で
は
エ
コ
・
オ
フ
ィ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
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※は新任の行政区長です。

　
行
政
区
長
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
意

見
や
要
望
な
ど
を
市
に
伝
え
た
り
、
市

か
ら
の
連
絡
な
ど
を
地
域
の
皆
さ
ん
に

知
ら
せ
た
り
し
ま
す
。

市
政
へ
の
意
見
な
ど
は
、
市
や
地
元
の

行
政
区
長
に
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課
共
働
推
進

担
当
　
　  

☎（
５
８
０
）１
８
３
６

今
年
度
の
行
政
区
長
が
決
ま
り
ま
し
た

行政区名 氏名
連絡先（公民館）

住所 電話番号
牛頸
若草
平野台
月の浦
南ケ丘１区
南ケ丘２区
つつじケ丘
上大利
中大利
下大利
東大利
下大利団地
白木原
瓦田
釜蓋
井の口
中
乙金
乙金台
乙金東
大池
上筒井
下筒井
山田
雑餉隈町
栄町
仲島
畑詰

木下哲夫※

立石弘司
中島邦秀※

森　顕
中村博巳
上野節義
久家幸雄
西山　優
森　正次
小池芳貴
堀内康雄
倉掛清隆
田中　稔
村田　寛
永野義人
吉住敏昭
上原健二
諸永政二
藤井春三郎
宮木正則
浦川　潔※

黒木與士朗※

日永田圭子
児嶋敏郎
上野　修
平　ヒロ子
村上義隆※

城戸正信

大字牛頸1357-５
若草２-６-23
平野台１-20-７
月の浦３-24-６
南ケ丘２-19-１
南ケ丘４-17-１
つつじケ丘３-１-30
上大利２-18-１
中央１-２-15
下大利２-10-10
東大利１-12-５
下大利団地４-２
白木原１-５-５
瓦田３-１-１
大城４-９-５
大城１-25-１
川久保１-７-１
乙金２-５-18
乙金台２-17-３
乙金東３-５-43
大池２-２-２
筒井３-８-１
筒井１-７-１
山田４-13-17
雑餉隈町３-３-７
栄町１-１-11
仲畑４-21-１
仲畑２-９-12

（596)3513
（596)0065
（596)3539
（595)7147
（596)3108
（596)3501
（596)0027
(596)4686
（571)4322
（571)6367
（591)8943
（573)8440
（571)4403
（571)4453
（503)0022
（503)5384
（504)0258
（504)1870
（503)9793
（503)8812
（504)1386
（571)4116
（571)4115
（571)4386
（591)6074
（572)8665
（572)1147
（571)0460

地区 氏　名

新開政博
永野元生
野黒美キミ子
谷口悦子
吉川俊幸
渡邊妙子
力武澄子
柳　節子

電話番号

090(1513)5620
080(2696)3146
(591)4107

080(1731)9665
090(8400)3139
090(9579)6561
(571)1488

090(1197)7400

南

東

北

中央

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
人
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。
ま
た
、
介
護
保
険
施

設
な
ど
を
定
期
的
に
巡
回
し
、
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
い
る
人
と
市
や
事
業
所
と
の

「
橋
渡
し
」
を
行
い
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

質
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

◇
車
い
す
へ
の
移
乗
や
食
事
介
助
な
ど
の

介
護
に
当
る
行
為
は
で
き
ま
せ
ん
。

◇
利
用
者
同
士
の
ト
ラ
ブ
ル
の
仲
裁
な
ど

に
は
対
応
で
き
ま
せ
ん
が
、
そ
の
よ

う
な
場
合
は
、
市
に
引
き
継
ぎ
、
改

善
に
向
け
た
手
助
け
を
し
ま
す
。

※
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

介
護
支
援
課
事
業
所
指
定
指
導
担
当

☎（
５
８
０
）１
９
１
６

介
護
サ
ー
ビ
ス
相
談
員

　
総
務
大
臣
か
ら
大
野
城
市
担
当
の
行
政

相
談
委
員
の
委
嘱
が
あ
り
ま
し
た
。
任
期

は
令
和
９
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

　
行
政
相
談
委
員
は
、
地
域
の
身
近
な
相

談
相
手
と
し
て
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す

る
相
談
や
、
行
政
の
仕
組
み
・
手
続
き
に

関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
、
相
談
者
へ
の

助
言
や
関
係
行
政
機
関
へ
の
通
知
な
ど
の

仕
事
を
無
報
酬
で
行
っ
て
い
ま
す
。

●
行
政
相
談
委
員

岩
瀬
利
春
（
再
任
）

松
尾
弘
志
（
新
任
）

大
野
城
市
の
行
政
相
談
所

●
日
時

◇
一
日
行
政
相
談
所
　
10
月
21
日
㈫
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◇
予
約
制
行
政
相
談
所
　
６
月
〜
令
和

８
年
３
月
の
第
３
火
曜
日
（
10
月
、

11
月
を
除
く
）　
午
前
10
時
〜
午
後

３
時
の
う
ち
最
大
１
時
間

※
開
催
月
の
１
日
か
ら
開
催
日
の
１
週
間

前
ま
で
に
予
約
フ
ォ
ー

ム
で
予
約
が
必
要
で
す
。

●
会
場
　
市
役
所
本
館
１
階
ホ
ー
ル

●
問
い
合
わ
せ
先

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
課
ふ
る
さ
と

広
報
担
当
☎（
５
８
０
）１
８
１
４

新
た
に
行
政
相
談
委
員
に

委
嘱
さ
れ
ま
し
た

市ホームページ

　令和７年５月10日、新たに橋本成宣副市長
が就任しました。任期は令和11年５月９日ま
でです。

◇略歴
平成５年に大野城市職員と
なり、平成28年以降は自治
戦略課長、企画政策部長、
総合政策部長を歴任

就任あいさつ
　５月９日の臨時会におきまして選任の同意を
いただき、５月10日付で副市長に就任いたし
ました。改めてその職責の重さ、大きさに身の
引き締まる思いです。
　私は、大野城市職員として三十数年勤務して
まいりました。これからも「ふるさと大野城市」
で、市長を支え、職員と心を一つにして、大野
城市の更なる発展に努めてまいります。
　市民の皆さまのご支援、ご協力を賜りますよ
うお願い申し上げます。

副市長の就任について

　
空
き
家
の
庭
や
空
き
地
の
管
理
を
怠
る

と
、
雑
草
が
繁
茂
し
、
火
災
、
犯
罪
、
害

虫
な
ど
の
発
生
原
因
と
な
り
、
近
隣
住
民

の
迷
惑
に
も
な
り
ま
す
。

　
所
有
者
（
管
理
者
）
は
、
空
き
家
・
空

き
地
の
状
況
を
定
期
的
に
確
認
し
て
、
雑

草
や
ご
み
の
除
去
な
ど
、
清
潔
な
生
活
環

境
を
保
て
る
よ
う
、
適
正
な
管
理
に
努
め

て
く
だ
さ
い
。

老
朽
化
し
て
危
険
な
空
き
家
の
解
体
に
、

最
大
50
万
円
を
補
助
し
ま
す

●
対
象
と
な
る
建
物
　
次
の
要
件
を
全
て

満
た
す
も
の

◇
老
朽
化
し
た
危
険
な
建
物
で
使
用

さ
れ
て
い
な
い
空
き
家
◇
市
の
老
朽

危
険
度
判
定
基
準
の
評
定
１
０
０
点

以
上
の
建
物
◇
木
造
ま
た
は
軽
量
鉄

骨
造
で
居
住
用
の
建
物
◇
所
有
権
以

外
の
他
の
権
利
が
設
定
さ
れ
て
い
な

い
建
物
（
権
利
者
か
ら
承
諾
を
受
け

た
場
合
を
除
く
）◇
賃
貸
借
契
約
が

締
結
さ
れ
て
い
な
い
建
物

●
対
象
者
　
建
物
の
所
有
者
、
相
続
人

※
次
の
人
は
対
象
外

◇
法
人
◇
暴
力
団
お
よ
び
暴
力
団

員
と
密
接
に
関
係
の
あ
る
者
◇
市

税
滞
納
者

●
補
助
金
額
　
除
却
工
事
費
の
２
分
の
１

で
、
50
万
円
が
上
限

※
補
助
額
の
千
円
未
満
は
切
り
捨
て

●
対
象
件
数
　
２
件
程
度

●
そ
の
他
　
申
請
前
に
事
前
相
談
が
必
要

大
野
城
市
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
を
利
用
し

て
み
ま
せ
ん
か

　
市
で
は
、
空
き
家
の
売
却
・
活
用
を
希
望

し
て
い
る
人
と
、
空
き
家
を
利
用
し
た
い
と

考
え
て
い
る
人
と
を
つ
な
ぐ
、
大
野
城
市
空

き
家
バ
ン
ク
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
空
き
家
バ
ン
ク
を
経
由
し
て
売
却
な
ど
を

す
る
際
は
、
契
約
が
適
正
な
も
の
と
な
っ
て

い
る
か
、
市
と
市
が
協
定
を
結
ん
だ
複
数
の

不
動
産
業
者
で
確
認
す
る
た
め
、
安
心
し
て

取
引
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
相
続
登
記
や
、
残
っ
て
い
る
家
財
の
整

理
も
同
時
に
相
談
で
き
る
の
で
、
気
軽
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

生
活
安
全
課

☎（
５
８
０
）１
８
９
７

所
有
す
る
空
き
家
・
空
き
地

適
正
に
管
理
し
て
い
ま
す
か

橋本成宣副市長
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※は新任の行政区長です。

　
行
政
区
長
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
意

見
や
要
望
な
ど
を
市
に
伝
え
た
り
、
市

か
ら
の
連
絡
な
ど
を
地
域
の
皆
さ
ん
に

知
ら
せ
た
り
し
ま
す
。

市
政
へ
の
意
見
な
ど
は
、
市
や
地
元
の

行
政
区
長
に
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課
共
働
推
進

担
当
　
　  

☎（
５
８
０
）１
８
３
６

今
年
度
の
行
政
区
長
が
決
ま
り
ま
し
た

行政区名 氏名
連絡先（公民館）

住所 電話番号
牛頸
若草
平野台
月の浦
南ケ丘１区
南ケ丘２区
つつじケ丘
上大利
中大利
下大利
東大利
下大利団地
白木原
瓦田
釜蓋
井の口
中
乙金
乙金台
乙金東
大池
上筒井
下筒井
山田
雑餉隈町
栄町
仲島
畑詰

木下哲夫※

立石弘司
中島邦秀※

森　顕
中村博巳
上野節義
久家幸雄
西山　優
森　正次
小池芳貴
堀内康雄
倉掛清隆
田中　稔
村田　寛
永野義人
吉住敏昭
上原健二
諸永政二
藤井春三郎
宮木正則
浦川　潔※

黒木與士朗※

日永田圭子
児嶋敏郎
上野　修
平　ヒロ子
村上義隆※

城戸正信

大字牛頸1357-５
若草２-６-23
平野台１-20-７
月の浦３-24-６
南ケ丘２-19-１
南ケ丘４-17-１
つつじケ丘３-１-30
上大利２-18-１
中央１-２-15
下大利２-10-10
東大利１-12-５
下大利団地４-２
白木原１-５-５
瓦田３-１-１
大城４-９-５
大城１-25-１
川久保１-７-１
乙金２-５-18
乙金台２-17-３
乙金東３-５-43
大池２-２-２
筒井３-８-１
筒井１-７-１
山田４-13-17
雑餉隈町３-３-７
栄町１-１-11
仲畑４-21-１
仲畑２-９-12

（596)3513
（596)0065
（596)3539
（595)7147
（596)3108
（596)3501
（596)0027
(596)4686
（571)4322
（571)6367
（591)8943
（573)8440
（571)4403
（571)4453
（503)0022
（503)5384
（504)0258
（504)1870
（503)9793
（503)8812
（504)1386
（571)4116
（571)4115
（571)4386
（591)6074
（572)8665
（572)1147
（571)0460

地区 氏　名

新開政博
永野元生
野黒美キミ子
谷口悦子
吉川俊幸
渡邊妙子
力武澄子
柳　節子

電話番号

090(1513)5620
080(2696)3146
(591)4107

080(1731)9665
090(8400)3139
090(9579)6561
(571)1488

090(1197)7400

南

東

北

中央

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
人
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。
ま
た
、
介
護
保
険
施

設
な
ど
を
定
期
的
に
巡
回
し
、
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
い
る
人
と
市
や
事
業
所
と
の

「
橋
渡
し
」
を
行
い
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

質
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

◇
車
い
す
へ
の
移
乗
や
食
事
介
助
な
ど
の

介
護
に
当
る
行
為
は
で
き
ま
せ
ん
。

◇
利
用
者
同
士
の
ト
ラ
ブ
ル
の
仲
裁
な
ど

に
は
対
応
で
き
ま
せ
ん
が
、
そ
の
よ

う
な
場
合
は
、
市
に
引
き
継
ぎ
、
改

善
に
向
け
た
手
助
け
を
し
ま
す
。

※
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

介
護
支
援
課
事
業
所
指
定
指
導
担
当

☎（
５
８
０
）１
９
１
６

介
護
サ
ー
ビ
ス
相
談
員

　
総
務
大
臣
か
ら
大
野
城
市
担
当
の
行
政

相
談
委
員
の
委
嘱
が
あ
り
ま
し
た
。
任
期

は
令
和
９
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

　
行
政
相
談
委
員
は
、
地
域
の
身
近
な
相

談
相
手
と
し
て
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す

る
相
談
や
、
行
政
の
仕
組
み
・
手
続
き
に

関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
、
相
談
者
へ
の

助
言
や
関
係
行
政
機
関
へ
の
通
知
な
ど
の

仕
事
を
無
報
酬
で
行
っ
て
い
ま
す
。

●
行
政
相
談
委
員

岩
瀬
利
春
（
再
任
）

松
尾
弘
志
（
新
任
）

大
野
城
市
の
行
政
相
談
所

●
日
時

◇
一
日
行
政
相
談
所
　
10
月
21
日
㈫
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◇
予
約
制
行
政
相
談
所
　
６
月
〜
令
和

８
年
３
月
の
第
３
火
曜
日
（
10
月
、

11
月
を
除
く
）　
午
前
10
時
〜
午
後

３
時
の
う
ち
最
大
１
時
間

※
開
催
月
の
１
日
か
ら
開
催
日
の
１
週
間

前
ま
で
に
予
約
フ
ォ
ー

ム
で
予
約
が
必
要
で
す
。

●
会
場
　
市
役
所
本
館
１
階
ホ
ー
ル

●
問
い
合
わ
せ
先

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
課
ふ
る
さ
と

広
報
担
当
☎（
５
８
０
）１
８
１
４

新
た
に
行
政
相
談
委
員
に

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
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　令和７年５月10日、新たに橋本成宣副市長
が就任しました。任期は令和11年５月９日ま
でです。

◇略歴
平成５年に大野城市職員と
なり、平成28年以降は自治
戦略課長、企画政策部長、
総合政策部長を歴任

就任あいさつ
　５月９日の臨時会におきまして選任の同意を
いただき、５月10日付で副市長に就任いたし
ました。改めてその職責の重さ、大きさに身の
引き締まる思いです。
　私は、大野城市職員として三十数年勤務して
まいりました。これからも「ふるさと大野城市」
で、市長を支え、職員と心を一つにして、大野
城市の更なる発展に努めてまいります。
　市民の皆さまのご支援、ご協力を賜りますよ
うお願い申し上げます。

副市長の就任について

　
空
き
家
の
庭
や
空
き
地
の
管
理
を
怠
る

と
、
雑
草
が
繁
茂
し
、
火
災
、
犯
罪
、
害

虫
な
ど
の
発
生
原
因
と
な
り
、
近
隣
住
民

の
迷
惑
に
も
な
り
ま
す
。

　
所
有
者
（
管
理
者
）
は
、
空
き
家
・
空

き
地
の
状
況
を
定
期
的
に
確
認
し
て
、
雑

草
や
ご
み
の
除
去
な
ど
、
清
潔
な
生
活
環

境
を
保
て
る
よ
う
、
適
正
な
管
理
に
努
め

て
く
だ
さ
い
。

老
朽
化
し
て
危
険
な
空
き
家
の
解
体
に
、

最
大
50
万
円
を
補
助
し
ま
す

●
対
象
と
な
る
建
物
　
次
の
要
件
を
全
て

満
た
す
も
の

◇
老
朽
化
し
た
危
険
な
建
物
で
使
用

さ
れ
て
い
な
い
空
き
家
◇
市
の
老
朽

危
険
度
判
定
基
準
の
評
定
１
０
０
点

以
上
の
建
物
◇
木
造
ま
た
は
軽
量
鉄

骨
造
で
居
住
用
の
建
物
◇
所
有
権
以

外
の
他
の
権
利
が
設
定
さ
れ
て
い
な

い
建
物
（
権
利
者
か
ら
承
諾
を
受
け

た
場
合
を
除
く
）◇
賃
貸
借
契
約
が

締
結
さ
れ
て
い
な
い
建
物

●
対
象
者
　
建
物
の
所
有
者
、
相
続
人

※
次
の
人
は
対
象
外

◇
法
人
◇
暴
力
団
お
よ
び
暴
力
団

員
と
密
接
に
関
係
の
あ
る
者
◇
市

税
滞
納
者

●
補
助
金
額
　
除
却
工
事
費
の
２
分
の
１

で
、
50
万
円
が
上
限

※
補
助
額
の
千
円
未
満
は
切
り
捨
て

●
対
象
件
数
　
２
件
程
度

●
そ
の
他
　
申
請
前
に
事
前
相
談
が
必
要

大
野
城
市
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
を
利
用
し

て
み
ま
せ
ん
か

　
市
で
は
、
空
き
家
の
売
却
・
活
用
を
希
望

し
て
い
る
人
と
、
空
き
家
を
利
用
し
た
い
と

考
え
て
い
る
人
と
を
つ
な
ぐ
、
大
野
城
市
空

き
家
バ
ン
ク
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
空
き
家
バ
ン
ク
を
経
由
し
て
売
却
な
ど
を

す
る
際
は
、
契
約
が
適
正
な
も
の
と
な
っ
て

い
る
か
、
市
と
市
が
協
定
を
結
ん
だ
複
数
の

不
動
産
業
者
で
確
認
す
る
た
め
、
安
心
し
て

取
引
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
相
続
登
記
や
、
残
っ
て
い
る
家
財
の
整

理
も
同
時
に
相
談
で
き
る
の
で
、
気
軽
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

生
活
安
全
課

☎（
５
８
０
）１
８
９
７

所
有
す
る
空
き
家
・
空
き
地

適
正
に
管
理
し
て
い
ま
す
か

橋本成宣副市長
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※各相談機関とも年末年始は休みです。（110番を除く）

相談窓口

配偶者などからの
暴力

配偶者暴力相談
支援センター

プラス

ちくし女性
ホットライン

福岡法務局女性の
人権ホットライン

春日警察署
生活安全課

性暴力被害者支援
センター・ふくおか

まどかぴあ男女平等
推進センター
「総合相談」

月～金曜日　午前８時半～午後５時15分
（祝日を除く）

月・水～金曜日　正午～午後７時
土曜日　午前10時～午後５時（祝日を除く）

福岡県配偶者からの
暴力相談電話

月～金曜日　午後５時～午前０時
土・日曜日、祝日　午前９時～午前０時

24時間（ホームページから相談も可）
チャット相談　正午～午後10時
※10カ国語対応、安全な居場所を提供

月～金曜日　午前８時半～午後５時15分
（祝日を除く）

代表　24時間　※緊急の場合は110番

24時間

月～金曜日　午前９時～午後５時
（祝日、第１・３水曜日を除く）
※面談は要予約

ＤＶ相談＋

相談内容 相談機関 電話番号 受付時間

悩みごと

犯罪被害

暴力を止めてほしい、
被害届を出したい

☎（584)0052

☎（513)7335

☎（580)0110

☎（409)8100

☎（586)4035

☎0570(070)810

☎（663)8724

0120(279)889
つなぐ はやく

　
付
き
合
っ
て
い
る
人
や
恋
人
と
の
間
で

起
こ
る
Ｄ
Ｖ（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ

オ
レ
ン
ス
）
の
こ
と
を
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
と
い

い
、
主
に
若
年
層
の
交
際
相
手
か
ら
の
暴

力
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

調
査
に
よ
る
と
、
女
性
の
約
５
人
に
１
人

は
交
際
相
手
か
ら
被
害
を
受
け
た
こ
と
が
あ

る
と
さ
れ
て
お
り
、
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
に
は
、
次

の
よ
う
な
こ
と
が
当
て
は
ま
り
ま
す
。

か
ら
だ
へ
の
暴
力

◇
た
た
く
・
け
る
◇
物
を
投
げ
つ
け
る

◇
髪
の
毛
を
引
っ
張
る

こ
こ
ろ
の
暴
力
　
　

◇
大
声
で
ど
な
る
◇
バ
カ
に
す
る
◇
束

縛
す
る
◇
お
ど
す
◇
無
視
す
る

サ
イ
バ
ー
暴
力
　
　

◇
無
断
で
携
帯
電
話
や
ス
マ
ホ
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
◇
ネ
ッ
ト
へ
書
き
込
む

◇
写
真
を
使
っ
て
お
ど
す

お
金
の
暴
力
　

◇
お
金
を
払
わ
せ
る
◇
お
金
を
借
り
て

返
さ
な
い
◇
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
要
求
す
る

性
的
な
暴
力

◇
無
理
や
り
体
を
触
る
◇
性
行
為
を
強

要
す
る
◇
裸
の
写
真
を
と
る

　
暴
力
は
ど
ん
な
理
由
が
あ
っ
て
も
、
絶

対
に
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
相
手
の
自
由
を

奪
う
こ
と
や
支
配
す
る
こ
と
も
あ
っ
て
は

い
け
ま
せ
ん
。

　
配
偶
者
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
受
け
て
い

る
さ
ま
ざ
ま
な
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）
に
つ
い
て
、

専
門
の
相
談
員
が
一
緒
に
考
え
ま
す
。

　「
こ
れ
っ
て
Ｄ
Ｖ
か
な
？
」「
暴
力
を
振

る
わ
れ
て
い
る
」「
今
す
ぐ
パ
ー
ト
ナ
ー

か
ら
逃
げ
た
い
け
ど
ど
う
し
た
ら
い
い

の
？
」「
自
分
だ
け
で
な
く
子
ど
も
た
ち

の
こ
と
も
心
配
」
な
ど
、
ど
ん
な
相
談
も

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

人
権
男
女
共
同
参
画
課

☎（
５
８
０
）１
８
４
０

し
あ
わ
せ
な
二
人
で
い
る
た
め
に

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
を
知
っ
て
い
ま
す
か

「みまもっち」「ナイトルーティン」

　
令
和
６
年
中
の
県
内
の
性
犯
罪
認
知
件

数
は
４
８
２
件
で
、
前
年
よ
り
１
２
０
件

増
加
し
て
お
り
、
ま
た
、
市
内
の
性
犯
罪

の
認
知
件
数
は
８
件
で
、
前
年
よ
り
５
件

増
加
し
て
い
ま
す
。

　
悪
質
・
卑
劣
な
性
犯
罪
が
皆
さ
ん
の
身

近
で
発
生
し
て
い
ま
す
の
で
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

性
犯
罪
の
発
生
状
況
（
県
内
）

◇
い
つ

　
午
前
０
時
〜
２
時
台
に
被
害
が
最

も
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

◇
ど
こ
で
　

　
道
路
上
で
の
被
害
が
最
も
多
く
発

生
し
、
次
に
中
構
造
住
宅
、
戸
建
住

宅
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
ど
ん
な
人
が

10
〜
20
歳
代
の
被
害
が
全
体
の
約

８
割
を
占
め
て
お
り
、
就
労
者
の
被

害
が
最
も
多
く
、
中
学
生
、
小
学
生

以
下
、高
校
生
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

〇
屋
外
で
の
防
犯
ポ
イ
ン
ト

◇
人
通
り
の
多
い
道
や
明
る
い
道
を

選
ん
で
、
な
る
べ
く
複
数
人
で
行

動
し
ま
し
ょ
う
。

◇
周
囲
を
警
戒
し
ま
し
ょ
う
。
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
使
い
な
が
ら
、
イ
ヤ

ホ
ン
で
音
楽
を
聴
き
な
が
ら
な
ど

の
「
な
が
ら
歩
き
」
は
、
周
囲
へ

の
警
戒
が
弱
ま
る
の
で
と
て
も
危

険
で
す
。

〇
屋
内
で
の
防
犯
ポ
イ
ン
ト

◇
宅
配
な
ど
の
来
訪
者
に
対
し
て
は
、

ド
ア
に
ド
ア
チ
ェ
ー
ン
を
か
け
た

ま
ま
対
応
し
ま
し
ょ
う
。

◇
帰
宅
時
は
、
玄
関
の
カ
ギ
を
開
け

る
前
に
周
囲
を
確
認
し
て
、
家
の

中
に
入
っ
た
後
は
す
ぐ
に
玄
関
の

カ
ギ
を
閉
め
ま
し
ょ
う
。

◇
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
設
備
の
あ
る
マ
ン

シ
ョ
ン
や
高
層
階
で
も
、
玄
関
や

窓
に
カ
ギ
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用
時
の
防
犯
ポ
イ
ン
ト

　
マ
ッ
チ
ン
グ
ア
プ
リ
な
ど
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

知
り
合
っ
た
相
手
か
ら
被
害
に
あ
う
ケ
ー

ス
が
増
加
し
て
い
ま
す

◇
実
際
に
会
う
と
き
は
、
昼
間
や
人
通

り
の
多
い
場
所
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

◇
一
度
流
出
し
た
画
像
は
、
回
収
不

可
能
で
す
。
危
険
性
を
十
分
認
識

し
て
掲
載
し
て
く
だ
さ
い
。

防
犯
ア
プ
リ
「
み
ま
も
っ
ち
」
の
活
用

　
防
犯
ア
プ
リ
「
み
ま
も
っ
ち
」
は
地
域

の
犯
罪
情
報
の
発
信
や
、
防
犯
の
ポ
イ
ン

ト
を
学
ぶ
機
能
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
が

あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。
　

●
問
い
合
わ
せ
先

市
生
活
安
全
課☎（

５
８
０
）１
８
９
７

春
日
警
察
署

☎（
５
８
２
）０
１
１
０

性
犯
罪
に
注
意
！

　
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
の
た
め
の
法
律

（
本
邦
外
出
身
者
に
対
す
る
不
当
な
差
別

的
言
動
の
解
消
に
向
け
た
取
組
の
推
進
に

関
す
る
法
律
）
が
平
成
28
年
に
施
行
さ
れ

9
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
い
ま
だ
特
定

の
民
族
や
国
籍
の
人
々
を
排
斥
す
る
不
当

な
差
別
的
言
動
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
言
動
は
、
人
々
に
不
安
感
や
嫌
悪
感

を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、
人
と
し
て
の
尊

厳
を
傷
つ
け
た
り
、
差
別
意
識
を
生
じ
さ

せ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
一
人
一
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
豊
か
で

安
心
で
き
る
成
熟
し
た
社
会
の
実
現
を
め
ざ

す
上
で
、こ
う
し
た
言
動
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を
知
り
、
ヘ
イ
ト
ス

ピ
ー
チ
を
な
く
し
て
い
く
こ
と
の
必
要
性

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
民
族
や
国
籍
を

超
え
、
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
あ
う
社
会

を
と
も
に
築
き
ま
し
ょ
う
。

　
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に
よ
る
被
害
な
ど
、

人
権
に
関
す
る
問
題
で
お
悩
み
の
人
は
、

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
相
談
先

み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番（
福
岡
法
務
局
）

☎
０
５
７
０（
０
０
３
）１
１
０

●
問
い
合
わ
せ
先

人
権
男
女
共
同
参
画
課

　
　
　
　
☎（
５
８
０
）１
８
４
０

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
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※各相談機関とも年末年始は休みです。（110番を除く）

相談窓口

配偶者などからの
暴力

配偶者暴力相談
支援センター

プラス

ちくし女性
ホットライン

福岡法務局女性の
人権ホットライン

春日警察署
生活安全課

性暴力被害者支援
センター・ふくおか

まどかぴあ男女平等
推進センター
「総合相談」

月～金曜日　午前８時半～午後５時15分
（祝日を除く）

月・水～金曜日　正午～午後７時
土曜日　午前10時～午後５時（祝日を除く）

福岡県配偶者からの
暴力相談電話

月～金曜日　午後５時～午前０時
土・日曜日、祝日　午前９時～午前０時

24時間（ホームページから相談も可）
チャット相談　正午～午後10時
※10カ国語対応、安全な居場所を提供

月～金曜日　午前８時半～午後５時15分
（祝日を除く）

代表　24時間　※緊急の場合は110番

24時間

月～金曜日　午前９時～午後５時
（祝日、第１・３水曜日を除く）
※面談は要予約

ＤＶ相談＋

相談内容 相談機関 電話番号 受付時間

悩みごと

犯罪被害

暴力を止めてほしい、
被害届を出したい

☎（584)0052

☎（513)7335

☎（580)0110

☎（409)8100

☎（586)4035

☎0570(070)810

☎（663)8724

0120(279)889
 つ なぐ　はやく

　
付
き
合
っ
て
い
る
人
や
恋
人
と
の
間
で

起
こ
る
Ｄ
Ｖ（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ

オ
レ
ン
ス
）
の
こ
と
を
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
と
い

い
、
主
に
若
年
層
の
交
際
相
手
か
ら
の
暴

力
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

　
調
査
に
よ
る
と
、
女
性
の
約
５
人
に
１
人

は
交
際
相
手
か
ら
被
害
を
受
け
た
こ
と
が
あ

る
と
さ
れ
て
お
り
、
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
に
は
、
次

の
よ
う
な
こ
と
が
当
て
は
ま
り
ま
す
。

か
ら
だ
へ
の
暴
力
　

◇
た
た
く
・
け
る
◇
物
を
投
げ
つ
け
る

◇
髪
の
毛
を
引
っ
張
る

こ
こ
ろ
の
暴
力
　
　

◇
大
声
で
ど
な
る
◇
バ
カ
に
す
る
◇
束

縛
す
る
◇
お
ど
す
◇
無
視
す
る

サ
イ
バ
ー
暴
力
　
　

◇
無
断
で
携
帯
電
話
や
ス
マ
ホ
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
◇
ネ
ッ
ト
へ
書
き
込
む

◇
写
真
を
使
っ
て
お
ど
す

お
金
の
暴
力
　

◇
お
金
を
払
わ
せ
る
◇
お
金
を
借
り
て

返
さ
な
い
◇
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
要
求
す
る

性
的
な
暴
力
　

◇
無
理
や
り
体
を
触
る
◇
性
行
為
を
強

要
す
る
◇
裸
の
写
真
を
と
る

　
暴
力
は
ど
ん
な
理
由
が
あ
っ
て
も
、
絶

対
に
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
相
手
の
自
由
を

奪
う
こ
と
や
支
配
す
る
こ
と
も
あ
っ
て
は

い
け
ま
せ
ん
。

　
配
偶
者
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
受
け
て
い

る
さ
ま
ざ
ま
な
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）
に
つ
い
て
、

専
門
の
相
談
員
が
一
緒
に
考
え
ま
す
。

　「
こ
れ
っ
て
Ｄ
Ｖ
か
な
？
」「
暴
力
を
振

る
わ
れ
て
い
る
」「
今
す
ぐ
パ
ー
ト
ナ
ー

か
ら
逃
げ
た
い
け
ど
ど
う
し
た
ら
い
い

の
？
」「
自
分
だ
け
で
な
く
子
ど
も
た
ち

の
こ
と
も
心
配
」
な
ど
、
ど
ん
な
相
談
も

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

人
権
男
女
共
同
参
画
課
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）１
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し
あ
わ
せ
な
二
人
で
い
る
た
め
に

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
を
知
っ
て
い
ま
す
か

「みまもっち」「ナイトルーティン」

　
令
和
６
年
中
の
県
内
の
性
犯
罪
認
知
件

数
は
４
８
２
件
で
、
前
年
よ
り
１
２
０
件

増
加
し
て
お
り
、
ま
た
、
市
内
の
性
犯
罪

の
認
知
件
数
は
８
件
で
、
前
年
よ
り
５
件

増
加
し
て
い
ま
す
。

　
悪
質
・
卑
劣
な
性
犯
罪
が
皆
さ
ん
の
身

近
で
発
生
し
て
い
ま
す
の
で
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

性
犯
罪
の
発
生
状
況
（
県
内
）

◇
い
つ

　
午
前
０
時
〜
２
時
台
に
被
害
が
最

も
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

◇
ど
こ
で
　

　
道
路
上
で
の
被
害
が
最
も
多
く
発

生
し
、
次
に
中
構
造
住
宅
、
戸
建
住

宅
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
ど
ん
な
人
が

　
10
〜
20
歳
代
の
被
害
が
全
体
の
約

８
割
を
占
め
て
お
り
、
就
労
者
の
被

害
が
最
も
多
く
、
中
学
生
、
小
学
生

以
下
、高
校
生
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

〇
屋
外
で
の
防
犯
ポ
イ
ン
ト

◇
人
通
り
の
多
い
道
や
明
る
い
道
を

選
ん
で
、
な
る
べ
く
複
数
人
で
行

動
し
ま
し
ょ
う
。

◇
周
囲
を
警
戒
し
ま
し
ょ
う
。
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
使
い
な
が
ら
、
イ
ヤ

ホ
ン
で
音
楽
を
聴
き
な
が
ら
な
ど

の
「
な
が
ら
歩
き
」
は
、
周
囲
へ

の
警
戒
が
弱
ま
る
の
で
と
て
も
危

険
で
す
。

〇
屋
内
で
の
防
犯
ポ
イ
ン
ト

◇
宅
配
な
ど
の
来
訪
者
に
対
し
て
は
、

ド
ア
に
ド
ア
チ
ェ
ー
ン
を
か
け
た

ま
ま
対
応
し
ま
し
ょ
う
。

◇
帰
宅
時
は
、
玄
関
の
カ
ギ
を
開
け

る
前
に
周
囲
を
確
認
し
て
、
家
の

中
に
入
っ
た
後
は
す
ぐ
に
玄
関
の

カ
ギ
を
閉
め
ま
し
ょ
う
。

◇
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
設
備
の
あ
る
マ
ン

シ
ョ
ン
や
高
層
階
で
も
、
玄
関
や

窓
に
カ
ギ
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用
時
の
防
犯
ポ
イ
ン
ト

　
マ
ッ
チ
ン
グ
ア
プ
リ
な
ど
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

知
り
合
っ
た
相
手
か
ら
被
害
に
あ
う
ケ
ー

ス
が
増
加
し
て
い
ま
す

◇
実
際
に
会
う
と
き
は
、
昼
間
や
人
通

り
の
多
い
場
所
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

◇
一
度
流
出
し
た
画
像
は
、
回
収
不

可
能
で
す
。
危
険
性
を
十
分
認
識

し
て
掲
載
し
て
く
だ
さ
い
。

防
犯
ア
プ
リ
「
み
ま
も
っ
ち
」
の
活
用

　
防
犯
ア
プ
リ
「
み
ま
も
っ
ち
」
は
地
域

の
犯
罪
情
報
の
発
信
や
、
防
犯
の
ポ
イ
ン

ト
を
学
ぶ
機
能
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
が

あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。
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市
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活
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性
犯
罪
に
注
意
！

　
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
の
た
め
の
法
律

（
本
邦
外
出
身
者
に
対
す
る
不
当
な
差
別

的
言
動
の
解
消
に
向
け
た
取
組
の
推
進
に

関
す
る
法
律
）
が
平
成
28
年
に
施
行
さ
れ

9
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
い
ま
だ
特
定

の
民
族
や
国
籍
の
人
々
を
排
斥
す
る
不
当

な
差
別
的
言
動
が
続
い
て
い
ま
す
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こ
う

し
た
言
動
は
、
人
々
に
不
安
感
や
嫌
悪
感

を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、
人
と
し
て
の
尊

厳
を
傷
つ
け
た
り
、
差
別
意
識
を
生
じ
さ

せ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
一
人
一
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
豊
か
で

安
心
で
き
る
成
熟
し
た
社
会
の
実
現
を
め
ざ

す
上
で
、こ
う
し
た
言
動
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を
知
り
、
ヘ
イ
ト
ス

ピ
ー
チ
を
な
く
し
て
い
く
こ
と
の
必
要
性

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
民
族
や
国
籍
を

超
え
、
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
あ
う
社
会

を
と
も
に
築
き
ま
し
ょ
う
。

　
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に
よ
る
被
害
な
ど
、

人
権
に
関
す
る
問
題
で
お
悩
み
の
人
は
、

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
相
談
先

み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番（
福
岡
法
務
局
）

☎
０
５
７
０（
０
０
３
）１
１
０

●
問
い
合
わ
せ
先

人
権
男
女
共
同
参
画
課

　
　
　
　
☎（
５
８
０
）１
８
４
０

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
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男
性
と
女
性
が
、
職
場
・
地
域
・
家
庭

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個

性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
「
男
女
共
同
参

画
社
会
」
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
皆
さ

ん
一
人
一
人
の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

内
閣
府
で
は
、「
『
人
材
の
育
成
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
形
成
』
を
軸
と
し
た
取
り
組

み
を
進
め
る
た
め
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
」

を
募
集
し
、
次
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

●
最
優
秀
作
品

◇
誰
で
も
、
ど
こ
で
も
、
自
分
ら
し
く

●
優
秀
作
品

◇
人
が
育
つ
、
絆
が
広
が
る
、
未
来
が

変
わ
る

◇
育
成
し
よ
う
　
貴
重
な
人
材
　
醸
成

し
よ
う
　
共
同
参
画

　
市
は
、平
成
９
年
に
県
内
で
初
め
て「
男

女
共
同
参
画
都
市
宣
言
」
を
行
い
、
平
成

18
年
に
「
男
女
共
同
参
画
条
例
」
を
施
行

す
る
な
ど
、
男
性
と
女
性
が
共
同
参
画
す

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
都
市
を
目
指
し
て
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
週
間
パ
ネ
ル
展
示

●
期
間
　
６
月
23
日
㈪
〜
27
日
㈮

●
会
場
　
ま
ど
か
ぴ
あ
３
階
　
ア
ス
カ
ー

ラ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

●
問
い
合
わ
せ
先

人
権
男
女
共
同
参
画
課

☎（
５
８
０
）１
８
４
０

　
あ
な
た
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
や
恋
人
か
ら

こ
ん
な
こ
と
を
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。

◇
た
た
か
れ
た
り
、
物
を
投
げ
つ
け

ら
れ
た
り
す
る

◇
友
人
関
係
を
細
か
く
干
渉
さ
れ
る

◇
生
活
費
を
渡
し
て
く
れ
な
い

◇
怒
鳴
ら
れ
た
り
、
の
の
し
ら
れ
た

り
す
る

◇「
子
ど
も
に
暴
力
を
ふ
る
う
」と
言
っ

て
脅
す
、
子
ど
も
に
悪
口
を
吹
き

込
む

◇
子
ど
も
の
前
で
暴
力
を
ふ
る
う

◇
性
的
な
写
真
や
動
画
を
撮
っ
た
り
、

そ
れ
を
「
他
の
人
に
見
せ
る
」
と

言
っ
て
脅
す

◇
望
ま
な
い
性
行
為
を
強
要
さ
れ
る

◇
行
動
を
監
視
し
た
り
、
付
き
ま
と
っ

た
り
す
る

　
こ
れ
ら
は
Ｄ
Ｖ（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・

バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
と
呼
ば
れ
、
女
性
に
対

し
て
行
わ
れ
る
こ
と
の
多
い
暴
力
で
す
。

　
市
で
は
、
電
話
相
談
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

を
春
日
市
、
太
宰
府
市
、
那
珂
川
市
、
筑

紫
野
市
と
共
同
で
開
設
し
て
い
ま
す
。
身

体
的
な
暴
力
の
ほ
か
、
精
神
的
な
暴
力
な

ど
に
つ
い
て
の
相
談
、専
門
機
関
の
紹
介
、

各
種
情
報
の
提
供
な
ど
を
専
門
の
ス
タ
ッ

フ
が
行
っ
て
い
ま
す
。

●
日
時
　
◇
月
曜
日
、
水
〜
金
曜
日
　
正

午
〜
午
後
７
時
◇
土
曜
日
　
午
前

10
時
〜
午
後
５
時

※
緊
急
の
場
合
は
、
１
１
０
番
ま
た
は
最

寄
り
の
警
察
署
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
相
談
先

ち
く
し
女
性
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎（
５
１
３
）７
３
３
５

●
問
い
合
わ
せ
先

人
権
男
女
共
同
参
画
課

☎（
５
８
０
）１
８
４
０

１
人
で
悩
ま
ず
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

ち
く
し
女
性
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

男
女
共
同
参
画
週
間

６
月
23
日
㈪
〜
29
日
㈰

　
新
学
期
は
、
初
め
て
自
転
車
通
学
、
通
勤
を
す
る
人
が
増
え
る
た
め
、
自
転
車
事
故
が

多
発
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　
自
転
車
安
全
利
用
五
則
を
確
認
し
、
安
全
な
自
転
車
の
利
用
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

自
転
車
安
全
利
用
五
則

１
　
車
道
が
原
則
、
左
側
を
通
行

歩
道
は
例
外
、
歩
行
者
を
優
先

２
　
交
差
点
で
は
信
号
と
一
時
停
止
を

守
っ
て
、
安
全
確
認

３
　
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

４
　
飲
酒
運
転
は
禁
止

５
　
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

自
転
車
保
険
へ
の
加
入
は
義
務
で
す

　「
福
岡
県
自
転
車
の
安
全
で
適
正
な
利
用

の
促
進
及
び
活
用
の
推
進
に
関
す
る
条
例
」

に
よ
り
、
福
岡
県
内
で
自
転
車
を
利
用
す
る

場
合
、
自
転
車
事
故
に
よ
る
ケ
ガ
な
ど
の
損

害
を
賠
償
す
る
自
転
車
保
険
等
に
加
入
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
万
が
一
事
故
を
起
こ

し
て
し
ま
っ
た
と
き
に
備
え
て
自
転
車
保
険

に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

●
加
入
義
務
対
象
者

◇
自
転
車
利
用
者
（
子
ど
も
が
利
用
す
る

場
合
は
そ
の
保
護
者
）

◇
事
業
者
（
自
転
車
を
事
業
で
利
用
す
る

場
合
）

◇
自
転
車
貸
付
業
者

自
転
車
を
安
全
に
使
い
ま
し
ょ
う

●
問
い
合
わ
せ
先

◇
生
活
安
全
課

☎（
５
８
０
）１
８
９
７

自転車保険の種類 保険の概要
自転車事故に備えた保険
自動車保険の特約で付帯した保険
火災保険の特約で付帯した保険
傷害保険の特約で付帯した保険
全労済、その他共済など
団体の構成員向けの保険
ＰＴＡや学校が窓口の保険

自転車保険
自動車保険の特約
火災保険の特約
傷害保険の特約

会社などの団体保険
ＰＴＡの保険

個人賠償
責任保険

共済

団体保険

ＴＳマーク付帯保険 自転車安全整備士が点検整備した
自転車に付帯した保険

ツーロックも
大事だじょー！
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男
性
と
女
性
が
、
職
場
・
地
域
・
家
庭

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個

性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
「
男
女
共
同
参

画
社
会
」
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
皆
さ

ん
一
人
一
人
の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

内
閣
府
で
は
、「
『
人
材
の
育
成
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
形
成
』
を
軸
と
し
た
取
り
組

み
を
進
め
る
た
め
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
」

を
募
集
し
、
次
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

●
最
優
秀
作
品

◇
誰
で
も
、
ど
こ
で
も
、
自
分
ら
し
く

●
優
秀
作
品

◇
人
が
育
つ
、
絆
が
広
が
る
、
未
来
が

変
わ
る

◇
育
成
し
よ
う
　
貴
重
な
人
材
　
醸
成

し
よ
う
　
共
同
参
画

　
市
は
、平
成
９
年
に
県
内
で
初
め
て「
男

女
共
同
参
画
都
市
宣
言
」
を
行
い
、
平
成

18
年
に
「
男
女
共
同
参
画
条
例
」
を
施
行

す
る
な
ど
、
男
性
と
女
性
が
共
同
参
画
す

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
都
市
を
目
指
し
て
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
週
間
パ
ネ
ル
展
示

●
期
間
　
６
月
23
日
㈪
〜
27
日
㈮

●
会
場
　
ま
ど
か
ぴ
あ
３
階
　
ア
ス
カ
ー

ラ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

●
問
い
合
わ
せ
先

人
権
男
女
共
同
参
画
課

☎（
５
８
０
）１
８
４
０

　
あ
な
た
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
や
恋
人
か
ら

こ
ん
な
こ
と
を
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。

◇
た
た
か
れ
た
り
、
物
を
投
げ
つ
け

ら
れ
た
り
す
る

◇
友
人
関
係
を
細
か
く
干
渉
さ
れ
る

◇
生
活
費
を
渡
し
て
く
れ
な
い

◇
怒
鳴
ら
れ
た
り
、
の
の
し
ら
れ
た

り
す
る

◇「
子
ど
も
に
暴
力
を
ふ
る
う
」と
言
っ

て
脅
す
、
子
ど
も
に
悪
口
を
吹
き

込
む

◇
子
ど
も
の
前
で
暴
力
を
ふ
る
う

◇
性
的
な
写
真
や
動
画
を
撮
っ
た
り
、

そ
れ
を
「
他
の
人
に
見
せ
る
」
と

言
っ
て
脅
す

◇
望
ま
な
い
性
行
為
を
強
要
さ
れ
る

◇
行
動
を
監
視
し
た
り
、
付
き
ま
と
っ

た
り
す
る

　
こ
れ
ら
は
Ｄ
Ｖ（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・

バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
と
呼
ば
れ
、
女
性
に
対

し
て
行
わ
れ
る
こ
と
の
多
い
暴
力
で
す
。

　
市
で
は
、
電
話
相
談
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

を
春
日
市
、
太
宰
府
市
、
那
珂
川
市
、
筑

紫
野
市
と
共
同
で
開
設
し
て
い
ま
す
。
身

体
的
な
暴
力
の
ほ
か
、
精
神
的
な
暴
力
な

ど
に
つ
い
て
の
相
談
、専
門
機
関
の
紹
介
、

各
種
情
報
の
提
供
な
ど
を
専
門
の
ス
タ
ッ

フ
が
行
っ
て
い
ま
す
。

●
日
時
　
◇
月
曜
日
、
水
〜
金
曜
日
　
正

午
〜
午
後
７
時
◇
土
曜
日
　
午
前

10
時
〜
午
後
５
時

※
緊
急
の
場
合
は
、
１
１
０
番
ま
た
は
最

寄
り
の
警
察
署
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
相
談
先

ち
く
し
女
性
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎（
５
１
３
）７
３
３
５

●
問
い
合
わ
せ
先

人
権
男
女
共
同
参
画
課

☎（
５
８
０
）１
８
４
０

１
人
で
悩
ま
ず
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

ち
く
し
女
性
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

男
女
共
同
参
画
週
間

６
月
23
日
㈪
〜
29
日
㈰

　
新
学
期
は
、
初
め
て
自
転
車
通
学
、
通
勤
を
す
る
人
が
増
え
る
た
め
、
自
転
車
事
故
が

多
発
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　
自
転
車
安
全
利
用
五
則
を
確
認
し
、
安
全
な
自
転
車
の
利
用
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

自
転
車
安
全
利
用
五
則

１
　
車
道
が
原
則
、
左
側
を
通
行

歩
道
は
例
外
、
歩
行
者
を
優
先

２
　
交
差
点
で
は
信
号
と
一
時
停
止
を

守
っ
て
、
安
全
確
認

３
　
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

４
　
飲
酒
運
転
は
禁
止

５
　
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

自
転
車
保
険
へ
の
加
入
は
義
務
で
す

　「
福
岡
県
自
転
車
の
安
全
で
適
正
な
利
用

の
促
進
及
び
活
用
の
推
進
に
関
す
る
条
例
」

に
よ
り
、
福
岡
県
内
で
自
転
車
を
利
用
す
る

場
合
、
自
転
車
事
故
に
よ
る
ケ
ガ
な
ど
の
損

害
を
賠
償
す
る
自
転
車
保
険
等
に
加
入
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
万
が
一
事
故
を
起
こ

し
て
し
ま
っ
た
と
き
に
備
え
て
自
転
車
保
険

に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

●
加
入
義
務
対
象
者

◇
自
転
車
利
用
者
（
子
ど
も
が
利
用
す
る

場
合
は
そ
の
保
護
者
）

◇
事
業
者
（
自
転
車
を
事
業
で
利
用
す
る

場
合
）

◇
自
転
車
貸
付
業
者

自
転
車
を
安
全
に
使
い
ま
し
ょ
う

●
問
い
合
わ
せ
先

◇
生
活
安
全
課
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５
８
０
）１
８
９
７

自転車保険の種類 保険の概要
自転車事故に備えた保険
自動車保険の特約で付帯した保険
火災保険の特約で付帯した保険
傷害保険の特約で付帯した保険
全労済、その他共済など
団体の構成員向けの保険
ＰＴＡや学校が窓口の保険

自転車保険
自動車保険の特約
火災保険の特約
傷害保険の特約

会社などの団体保険
ＰＴＡの保険

個人賠償
責任保険

共済

団体保険

ＴＳマーク付帯保険 自転車安全整備士が点検整備した
自転車に付帯した保険
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
設
定
し
て
い

る
電
子
証
明
書
（
暗
証
番
号
）
の
有
効
期

限
は
、
発
行
か
ら
５
回
目
の
誕
生
日
ま
で

で
す
。
引
き
続
き
使
用
す
る
場
合
は
更
新

の
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
が
過
ぎ
た
場

合
は
、
健
康
保
険
証
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
、ｅ
‐

Ｔ
ａ
ｘ
な
ど
の
暗
証
番
号
を
使
用
す
る
サ
ー

ビ
ス
が
利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
自
体
の
有
効
期

限
は
、
カ
ー
ド
の
発
行
か
ら
10
回
目

の
誕
生
日
（
未
成
年
者
は
５
回
目
）

ま
で
で
す
。
電
子
証
明
書
の
有
効
期

限
が
過
ぎ
て
も
、
カ
ー
ド
の
有
効
期

限
内
で
あ
れ
ば
、
本
人
確
認
書
類
と

し
て
利
用
で
き
ま
す
。
未
成
年
者
は

５
回
目
の
誕
生
日
を
迎
え
る
と
、
引

き
続
き
利
用
す
る
場
合
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
自
体
の
再
申
請
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

更
新
期
間
は
？

　
電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
の
３
カ
月
前

か
ら
更
新
の
手
続
き
が
で
き
ま
す
。
有
効

期
限
を
迎
え
る
人
に
、
有
効
期
限
の
２
〜

３
カ
月
前
を
目
途
に
有
効
期
限
通
知
書
が

送
付
さ
れ
ま
す
。
有
効
期
限
通
知
書
は
左

記
イ
メ
ー
ジ
の
封
筒
で
届
き
ま
す
。

●
注
意
事
項

◇
通
知
書
が
届
い
て
も
更
新
期
間
前
に
は

手
続
き
で
き
ま
せ
ん
。

◇
通
知
書
が
届
か
な
く
て
も
、
更
新
期
間

内
で
あ
れ
ば
手
続
き
が
可
能
で
す
。

◇
有
効
期
限
を
過
ぎ
て
も
電
子
証
明
書
の
再

発
行
が
可
能
で
す
。
必
要
な
も
の
や
手
続

き
方
法
も
更
新
手
続
き
と
同
じ
で
す
。

必
要
な
も
の
は
？

　
次
の
も
の
を
持
っ
て
、
本
人
が
市
役
所

ま
た
は
地
域
行
政
セ
ン
タ
ー
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

◇
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

◇
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
暗
証
番
号

◇
有
効
期
限
通
知
書
（
通
知
書
が
な

く
て
も
手
続
き
可
能
で
す
）

※
本
人
が
成
年
被
後
見
人
の
場
合
は
、
次

の
書
類
も
必
要
で
す
。

◇
法
定
代
理
人
の
本
人
確
認
書
類
（
官

公
署
発
行
の
顔
写
真
付
き
の
も
の
）

◇
法
定
代
理
人
で
あ
る
こ
と
を
証
明

す
る
書
類

●
注
意
事
項

◇
法
定
代
理
人
以
外
の
代
理
人
が
手
続

き
す
る
場
合
は
、
有
効
期
限
通
知
書

に
同
封
さ
れ
て
い
る
照
会
書
兼
回
答

書
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
持
っ
て
い

な
い
人
は
、
事
前
に
住
所
地
ま
で
郵

送
し
ま
す
の
で
、
市
役
所
ま
で
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◇
暗
証
番
号
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、

再
設
定
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
他
に
も
う
１
点

本
人
確
認
書
類
を
持
っ
て
き
て
く
だ

さ
い
。

※
手
数
料
は
無
料
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
　
受
付
・
サ
ー

ビ
ス
担
当
☎（
５
８
０
）１
８
４
２

　
キ
キ
ョ
ウ
は
市
の
花
と
し
て
昭
和
50
年

10
月
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
紫
色
の
花
弁

が
大
野
城
市
の
「
大
」
の
字
を
思
わ
せ
、

優
し
さ
の
中
に
凛
と
し
た
品
格
を
持
っ
て

乾
燥
に
も
強
く
、
日
陰
に
耐
え
、
栽
培
し

や
す
い
宿
根
草
で
す
。

　
牛
頸
山
に
自
生
す
る
キ
キ
ョ
ウ
を
育

て
、
そ
の
キ
キ
ョ
ウ
か
ら
採
取
し
た
苗
を

無
料
で
配
布
し
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
に「
市
の
花
」と
し
て
、

広
く
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
機
会
と
な
れ

ば
幸
い
で
す
。

●
配
布
期
間
　
７
月
１
日
㈫・２
日
㈬（
無

く
な
り
次
第
終
了
）

●
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

●
場
所
　
市
役
所
南
玄
関

●
数
量
　
約
７
０
０
ポ
ッ
ト
（
２
日
に
分

け
て
配
布
）

※
先
着
順
・
１
人
１
ポ
ッ
ト

●
問
い
合
わ
せ
先

公
園
街
路
課
公
園
緑
化
担
当

　
　
　
　
☎（
５
８
０
）１
８
6
9

「
市
の
花
　
キ
キ
ョ
ウ
」
の

苗
を
配
布
し
ま
す
。

●
取
得
で
き
る
場
所

◇
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

（
証
明
書
を
発
行
で
き
る
マ
ル
チ
コ

ピ
ー
機
が
設
置
さ
れ
た
店
舗
）

●
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
利
用
で
き
る
時
間

◇
午
前
６
時
半
〜
午
後
11
時

※
保
守
点
検
日
を
除
く

●
コ
ン
ビ
ニ
交
付
手
数
料
　
２
５
０
円

●
コ
ン
ビ
ニ
で
取
得
で
き
る
証
明
書
な
ど

　
◇
住
民
票
の
写
し

◇
印
鑑
登
録
証
明
書

◇
課
税
・
非
課
税
証
明
書
／
所
得
証
明

書
（
現
年
分
の
み
）

●
取
得
に
必
要
な
も
の

◇
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

◇
暗
証
番
号
（
数
字
４
桁
）

※
市
役
所
と
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
は
、
引
き
続
き
、
し
ょ
う
め
い
君
を

利
用
で
き
ま
す
。

●
し
ょ
う
め
い
君
手
数
料

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
用

２
５
０
円

市
民
カ
ー
ド
用
　
　
　
　

３
０
０
円

●
使
い
方
広
が
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

◇
健
康
保
険
証
と
し
て
使
え
る

◇
運
転
免
許
証
と
し
て
使
え
る

◇
ふ
る
さ
と
納
税
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例

申
請
が
で
き
る

◇
民
間
の
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
で
使
え
る

◇
ｅ
‐Ｔ
ａ
ｘ
で
確
定
申
告
が
で
き
る

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得
後
に
行
え

る
健
康
保
険
証
と
公
金
受
取
口
座
の
登

録
・
確
認
・
変
更
な
ど
は
、マ
イ
ナ
ポ
ー

タ
ル
の
サ
イ
ト
か
ら
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

デ
ジ
タ
ル
推
進
課
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

推
進
担
当

☎（
５
８
０
）１
８
0
7

令
和
７
年
度
の
課
税
証
明
書
な
ど
の
取
得
に

コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
利
用
し
ま
せ
ん
か

市オンライン申請マイナポータル

消
費
者
ニ
ュ
ー
ス

号

ホットな相
談
事
例

事
例
①
　
携
帯
電
話
シ
ョ
ッ
プ
で
機
種
変

更
を
し
た
。
変
更
前
は
セ
ッ
ト
の
契
約

で
毎
月
１
万
円
前
後
だ
っ
た
。
機
種
変

更
し
て
２
カ
月
ほ
ど
し
て
か
ら
２
万
円

近
い
請
求
金
額
に
な
っ
て
い
た
。
契
約

内
容
が
分
か
る
書
類
を
持
っ
て
お
ら

ず
、
な
ぜ
高
額
に
な
っ
て
い
る
の
か
分

か
ら
な
い
。

事
例
②
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
声

を
か
け
ら
れ
、携
帯
電
話
を
契
約
し
た
。

そ
の
後
、
業
者
か
ら
店
舗
に
来
て
ほ
し

い
と
言
わ
れ
て
、
近
隣
の
携
帯
電
話

シ
ョ
ッ
プ
へ
何
度
か
行
っ
た
。
１
カ
月

後
、
通
帳
を
見
て
利
用
料
金
が
高
額
な

こ
と
に
気
付
き
、
シ
ョ
ッ
プ
へ
行
っ
て

利
用
明
細
書
を
出
し
て
も
ら
う
と
、
説

明
を
受
け
て
い
な
い
プ
ラ
ン
が
つ
い
て

い
た
。

ア
ド
バ
イ
ス

◆
契
約
内
容
の
中
で
も
、
特
に
料
金
が

発
生
す
る
内
容
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◆
解
約
時
に
か
か
る
料
金
や
、割
引
サ
ー

ビ
ス
の
内
容
も
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◆
契
約
後
に
キ
ャ
ン
セ
ル
・
解
約
し
た

い
と
思
っ
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
携
帯

電
話
会
社
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

◆
不
安
に
思
っ
た
り
、ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ

た
場
合
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
市
消
費
生
活
相
談
（
予
約
不
要
）

平
日
　
午
前
９
時
半
〜
正
午
・
午

後
１
時
〜
４
時
半

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所

新
館
４
階
）☎（
５
８
０
）１
９
６
８

●
消
費
者
庁
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

土
・
日
曜
日
、
祝
日
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
　

☎
１
８
８
（
局
番
な
し
）

●
問
い
合
わ
せ
先

生
活
安
全
課
　
☎（
５
８
０
）１
８
９
７

携
帯
電
話
料
金
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

契
約
内
容
を
よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
う

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
電
子
証
明
書
は

更
新
が
必
要
で
す
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
設
定
し
て
い

る
電
子
証
明
書
（
暗
証
番
号
）
の
有
効
期

限
は
、
発
行
か
ら
５
回
目
の
誕
生
日
ま
で

で
す
。
引
き
続
き
使
用
す
る
場
合
は
更
新

の
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
が
過
ぎ
た
場

合
は
、
健
康
保
険
証
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
、ｅ
‐

Ｔ
ａ
ｘ
な
ど
の
暗
証
番
号
を
使
用
す
る
サ
ー

ビ
ス
が
利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
自
体
の
有
効
期

限
は
、
カ
ー
ド
の
発
行
か
ら
10
回
目

の
誕
生
日
（
未
成
年
者
は
５
回
目
）

ま
で
で
す
。
電
子
証
明
書
の
有
効
期

限
が
過
ぎ
て
も
、
カ
ー
ド
の
有
効
期

限
内
で
あ
れ
ば
、
本
人
確
認
書
類
と

し
て
利
用
で
き
ま
す
。
未
成
年
者
は

５
回
目
の
誕
生
日
を
迎
え
る
と
、
引

き
続
き
利
用
す
る
場
合
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
自
体
の
再
申
請
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

更
新
期
間
は
？

　
電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
の
３
カ
月
前

か
ら
更
新
の
手
続
き
が
で
き
ま
す
。
有
効

期
限
を
迎
え
る
人
に
、
有
効
期
限
の
２
〜

３
カ
月
前
を
目
途
に
有
効
期
限
通
知
書
が

送
付
さ
れ
ま
す
。
有
効
期
限
通
知
書
は
左

記
イ
メ
ー
ジ
の
封
筒
で
届
き
ま
す
。

●
注
意
事
項

◇
通
知
書
が
届
い
て
も
更
新
期
間
前
に
は

手
続
き
で
き
ま
せ
ん
。

◇
通
知
書
が
届
か
な
く
て
も
、
更
新
期
間

内
で
あ
れ
ば
手
続
き
が
可
能
で
す
。

◇
有
効
期
限
を
過
ぎ
て
も
電
子
証
明
書
の
再

発
行
が
可
能
で
す
。
必
要
な
も
の
や
手
続

き
方
法
も
更
新
手
続
き
と
同
じ
で
す
。

必
要
な
も
の
は
？

　
次
の
も
の
を
持
っ
て
、
本
人
が
市
役
所

ま
た
は
地
域
行
政
セ
ン
タ
ー
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

◇
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

◇
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
暗
証
番
号

◇
有
効
期
限
通
知
書
（
通
知
書
が
な

く
て
も
手
続
き
可
能
で
す
）

※
本
人
が
成
年
被
後
見
人
の
場
合
は
、
次

の
書
類
も
必
要
で
す
。

◇
法
定
代
理
人
の
本
人
確
認
書
類
（
官

公
署
発
行
の
顔
写
真
付
き
の
も
の
）

◇
法
定
代
理
人
で
あ
る
こ
と
を
証
明

す
る
書
類

●
注
意
事
項

◇
法
定
代
理
人
以
外
の
代
理
人
が
手
続

き
す
る
場
合
は
、
有
効
期
限
通
知
書

に
同
封
さ
れ
て
い
る
照
会
書
兼
回
答

書
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
持
っ
て
い

な
い
人
は
、
事
前
に
住
所
地
ま
で
郵

送
し
ま
す
の
で
、
市
役
所
ま
で
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◇
暗
証
番
号
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、

再
設
定
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
他
に
も
う
１
点

本
人
確
認
書
類
を
持
っ
て
き
て
く
だ

さ
い
。

※
手
数
料
は
無
料
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
　
受
付
・
サ
ー

ビ
ス
担
当
☎（
５
８
０
）１
８
４
２

　
キ
キ
ョ
ウ
は
市
の
花
と
し
て
昭
和
50
年

10
月
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
紫
色
の
花
弁

が
大
野
城
市
の
「
大
」
の
字
を
思
わ
せ
、

優
し
さ
の
中
に
凛
と
し
た
品
格
を
持
っ
て

乾
燥
に
も
強
く
、
日
陰
に
耐
え
、
栽
培
し

や
す
い
宿
根
草
で
す
。

　
牛
頸
山
に
自
生
す
る
キ
キ
ョ
ウ
を
育

て
、
そ
の
キ
キ
ョ
ウ
か
ら
採
取
し
た
苗
を

無
料
で
配
布
し
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
に「
市
の
花
」と
し
て
、

広
く
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
機
会
と
な
れ

ば
幸
い
で
す
。

●
配
布
期
間
　
７
月
１
日
㈫・２
日
㈬（
無

く
な
り
次
第
終
了
）

●
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

●
場
所
　
市
役
所
南
玄
関

●
数
量
　
約
７
０
０
ポ
ッ
ト
（
２
日
に
分

け
て
配
布
）

※
先
着
順
・
１
人
１
ポ
ッ
ト

●
問
い
合
わ
せ
先

公
園
街
路
課
公
園
緑
化
担
当

　
　
　
　
☎（
５
８
０
）１
８
6
9

「
市
の
花
　
キ
キ
ョ
ウ
」
の

苗
を
配
布
し
ま
す
。

●
取
得
で
き
る
場
所

◇
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

（
証
明
書
を
発
行
で
き
る
マ
ル
チ
コ

ピ
ー
機
が
設
置
さ
れ
た
店
舗
）

●
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
利
用
で
き
る
時
間

◇
午
前
６
時
半
〜
午
後
11
時

※
保
守
点
検
日
を
除
く

●
コ
ン
ビ
ニ
交
付
手
数
料
　
２
５
０
円

●
コ
ン
ビ
ニ
で
取
得
で
き
る
証
明
書
な
ど

　
◇
住
民
票
の
写
し

◇
印
鑑
登
録
証
明
書

◇
課
税
・
非
課
税
証
明
書
／
所
得
証
明

書
（
現
年
分
の
み
）

●
取
得
に
必
要
な
も
の

◇
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

◇
暗
証
番
号
（
数
字
４
桁
）

※
市
役
所
と
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
は
、
引
き
続
き
、
し
ょ
う
め
い
君
を

利
用
で
き
ま
す
。

●
し
ょ
う
め
い
君
手
数
料

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
用

２
５
０
円

市
民
カ
ー
ド
用
　
　
　
　

３
０
０
円

●
使
い
方
広
が
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

◇
健
康
保
険
証
と
し
て
使
え
る

◇
運
転
免
許
証
と
し
て
使
え
る

◇
ふ
る
さ
と
納
税
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例

申
請
が
で
き
る

◇
民
間
の
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
で
使
え
る

◇
ｅ
‐Ｔ
ａ
ｘ
で
確
定
申
告
が
で
き
る

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得
後
に
行
え

る
健
康
保
険
証
と
公
金
受
取
口
座
の
登

録
・
確
認
・
変
更
な
ど
は
、マ
イ
ナ
ポ
ー

タ
ル
の
サ
イ
ト
か
ら
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

デ
ジ
タ
ル
推
進
課
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

推
進
担
当

☎（
５
８
０
）１
８
0
7

令
和
７
年
度
の
課
税
証
明
書
な
ど
の
取
得
に

コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
利
用
し
ま
せ
ん
か

市オンライン申請マイナポータル

消
費
者
ニ
ュ
ー
ス

号

ホットな

2 6 9

相
談
事
例

事
例
①
　
携
帯
電
話
シ
ョ
ッ
プ
で
機
種
変

更
を
し
た
。
変
更
前
は
セ
ッ
ト
の
契
約

で
毎
月
１
万
円
前
後
だ
っ
た
。
機
種
変

更
し
て
２
カ
月
ほ
ど
し
て
か
ら
２
万
円

近
い
請
求
金
額
に
な
っ
て
い
た
。
契
約

内
容
が
分
か
る
書
類
を
持
っ
て
お
ら

ず
、
な
ぜ
高
額
に
な
っ
て
い
る
の
か
分

か
ら
な
い
。

事
例
②
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
声

を
か
け
ら
れ
、携
帯
電
話
を
契
約
し
た
。

そ
の
後
、
業
者
か
ら
店
舗
に
来
て
ほ
し

い
と
言
わ
れ
て
、
近
隣
の
携
帯
電
話

シ
ョ
ッ
プ
へ
何
度
か
行
っ
た
。
１
カ
月

後
、
通
帳
を
見
て
利
用
料
金
が
高
額
な

こ
と
に
気
付
き
、
シ
ョ
ッ
プ
へ
行
っ
て

利
用
明
細
書
を
出
し
て
も
ら
う
と
、
説

明
を
受
け
て
い
な
い
プ
ラ
ン
が
つ
い
て

い
た
。

ア
ド
バ
イ
ス

◆
契
約
内
容
の
中
で
も
、
特
に
料
金
が

発
生
す
る
内
容
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◆
解
約
時
に
か
か
る
料
金
や
、割
引
サ
ー

ビ
ス
の
内
容
も
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◆
契
約
後
に
キ
ャ
ン
セ
ル
・
解
約
し
た

い
と
思
っ
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
携
帯

電
話
会
社
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

◆
不
安
に
思
っ
た
り
、ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ

た
場
合
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
市
消
費
生
活
相
談
（
予
約
不
要
）

平
日
　
午
前
９
時
半
〜
正
午
・
午

後
１
時
〜
４
時
半

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所

新
館
４
階
）☎（
５
８
０
）１
９
６
８

●
消
費
者
庁
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

土
・
日
曜
日
、
祝
日
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
　

☎
１
８
８
（
局
番
な
し
）

●
問
い
合
わ
せ
先

生
活
安
全
課
　
☎（
５
８
０
）１
８
９
７

携
帯
電
話
料
金
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

契
約
内
容
を
よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
う

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
電
子
証
明
書
は

更
新
が
必
要
で
す
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日本脳炎予防接種（通常）

特例接種

20歳未満

平成19年４月１日
以前の生まれ（20
歳未満）で、接種
機会を逃した人

すでに接種
した回数

０回
１回
２回
３回

通常（上の表）の接種方法で４回接種
６日以上の間隔をあけて３回接種
６日以上の間隔をあけて２回接種
６日以上の間隔をあけて１回接種

　日本脳炎は、日本脳炎ウイルスにより発生する病
気で、蚊を介して感染します。突然の高熱、頭痛、
嘔吐などで発病し、意識障がいやまひなどの神経系
の障がいを引き起こす病気で、後遺症を残すことや
死に至ることもあるため予防が大切です。
　国では、健康被害の発生により、平成17年度から
21年度まで、予防接種を積極的には勧めていません
でした。その後、新ワクチンの接種ができるように

なったため、年齢ごとに順次接種を案内しています。
　対象年齢や母子健康手帳で接種歴を確認して、早
めに予防接種を受けましょう。
●必要なもの　母子健康手帳
※接種場所や指定医療機関は市ホー
ムページで確認するか、問い合わ
せてください。
※事前に予約が必要な場合があります。

日本脳炎の予防接種

対象年齢 接種方法

対象者 接種期間 接種方法

６日以上の間隔をあけて（６～28日の間隔が望ましい）２回接種
前回の後、６カ月以上の間隔をあけて（約１年後が望ましい）１回接種
１回接種

生後６カ月以上
７歳６カ月未満
９歳以上13歳未満

１期

2期

初回
追加

３歳
４歳
９歳

標準的な接種年齢

市ホームページ
（実施医療機関）

※接種間隔については、接種医とよく相談してください。
●問い合わせ先　こども家庭センター母子保健担当　　☎（580)1978

　お腹まわりの脂肪は内臓脂肪といわれ、生活習慣病の原因になります。生活
習慣病予防には、日頃の食事や継続した運動がポイントです。
　普段どのような運動をしたら良いかを、健康運動指導士の講話と簡単な運動
で学びます。保健師や管理栄養士による個別相談もできます。

●対象者　高血圧、脂質異常症、糖尿病などの生
活習慣病が気になっている人とその家族

●日時　７月18日㈮　午前10時～正午
●会場　すこやか交流プラザ
●内容　◇普段からできる運動方法についての講
話◇運動体験

●定員　20人（申込多数の場合は、新規または
特定保健指導が必要と判断された人を優先
のうえ抽選）

●申込方法　◇電話◇窓口◇はがき（「脂肪燃焼
教室申し込み」・住所・氏名（ふりがな）・
生年月日・電話番号）

●申込期限　７月４日㈮（必着）
●申し込みと問い合わせ先

健康課健康長寿担当〔〒816‐0932　瓦田４-
２-１　すこやか交流プラザ内〕

　☎（501)2222

これから運動をはじめたい人に

脂肪燃焼教室　お腹まわりスッキリ運動

　
医
師
や
健
康
運
動
指
導
士
の
立
会
い
の

も
と
、
各
種
体
力
を
測
定
し
、
最
適
な
運

動
強
度
・
量
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

●
対
象
者
　
◇
市
民
◇
市
内
の
事
業
所
に

勤
務
す
る
人
（
い
ず
れ
も
40
歳
以

上
の
人
）

●
期
日
　
７
月
17
日
㈭

●
会
場
　
す
こ
や
か
交
流
プ
ラ
ザ

●
内
容
　
◇
心
電
図
モ
ニ
タ
ー
監
視
の
も

と
エ
ル
ゴ
メ
ー
タ
ー
に
よ
る
全
身

持
久
力
測
定
◇
医
師
に
よ
る
診
察
・

安
静
時
心
電
図
・
体
成
分
測
定
◇

体
力
テ
ス
ト
（
ロ
コ
モ
度
テ
ス
ト
・

柔
軟
性
・
握
力
・
平
衡
性
測
定
）

●
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

●
所
要
時
間
　
約
１
時
間
半

●
料
金
　
１
８
０
０
円

●
必
要
な
も
の
　
◇
１
年
以
内
の
特
定
健

診
結
果
票
コ
ピ
ー
（
同
等
の
検
査

で
も
可
）◇
室
内
履
き
シ
ュ
ー
ズ
◇

飲
み
物
◇
運
動
で
き
る
服
装
◇
タ

オ
ル
な
ど

●
そ
の
他
　
実
施
日
の
１
週
間
後
に
結
果

説
明
会
を
行
い
ま
す
。

健
康
度
測
定

自
分
に
適
し
た
運
動
量
を
知
ろ
う

◇自分の体力がどの程度なのか身体の状態を詳しく知ることができ
て良かった。運動を続けようと思う。
◇日頃の生活習慣に意識を向け、生活の中に運動を取り入れようと
思った。

●申込方法　◇電話◇健康増進室窓口（月・水～土曜日
午前９時～午後６時　※祝日は休み）

●申し込みと問い合わせ先
すこやか交流プラザ内健康増進室　☎（501)2322

参加者の感想

　生活習慣病は、早期に生活習慣の改善や治療を行うことで、悪化を防ぐことができます。
　この教室では、生活習慣病を改善したい男性へ、生活習慣病の予防・改善のための講話と、簡単な調理
実習を行い、今後の生活に役立つ知識を学習します。

●対象者　生活習慣病を予防・改善したい男性や
その食事について知りたい男性

●日時　７月30日㈬　午前10時～午後１時
●会場　すこやか交流プラザ
●内容　生活習慣病を予防・改善する食事に関す
る講話および簡単な調理実習（ご飯・主菜・
副菜・汁物）

●定員　８人（申込多数の場合は抽選）
●授業料　500円
●申込方法　◇電話◇窓口◇はがき（「健康栄養
クッキング教室申し込み（料理初心者男性
編）」・住所・氏名（ふりがな）・電話番号を記入）

●申込期限　７月16日㈬　（必着）

●申し込みと問い合わせ先
健康課健康長寿担当〔〒816‐0932　瓦田４-
２-１　すこやか交流プラザ内〕

☎（501)2222

生活習慣を改善したい男性へ

健康栄養クッキング教室　料理初心者男性編
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日本脳炎予防接種（通常）

特例接種

20歳未満

平成19年４月１日
以前の生まれ（20
歳未満）で、接種
機会を逃した人

すでに接種
した回数

０回
１回
２回
３回

通常（上の表）の接種方法で４回接種
６日以上の間隔をあけて３回接種
６日以上の間隔をあけて２回接種
６日以上の間隔をあけて１回接種

　日本脳炎は、日本脳炎ウイルスにより発生する病
気で、蚊を介して感染します。突然の高熱、頭痛、
嘔吐などで発病し、意識障がいやまひなどの神経系
の障がいを引き起こす病気で、後遺症を残すことや
死に至ることもあるため予防が大切です。
　国では、健康被害の発生により、平成17年度から
21年度まで、予防接種を積極的には勧めていません
でした。その後、新ワクチンの接種ができるように

なったため、年齢ごとに順次接種を案内しています。
　対象年齢や母子健康手帳で接種歴を確認して、早
めに予防接種を受けましょう。
●必要なもの　母子健康手帳
※接種場所や指定医療機関は市ホー
ムページで確認するか、問い合わ
せてください。

※事前に予約が必要な場合があります。

日本脳炎の予防接種

対象年齢 接種方法

対象者 接種期間 接種方法

６日以上の間隔をあけて（６～28日の間隔が望ましい）２回接種
前回の後、６カ月以上の間隔をあけて（約１年後が望ましい）１回接種
１回接種

生後６カ月以上
７歳６カ月未満
９歳以上13歳未満

１期

2期

初回
追加

３歳
４歳
９歳

標準的な接種年齢

市ホームページ
（実施医療機関）

※接種間隔については、接種医とよく相談してください。
●問い合わせ先　こども家庭センター母子保健担当　　☎（580)1978

　お腹まわりの脂肪は内臓脂肪といわれ、生活習慣病の原因になります。生活
習慣病予防には、日頃の食事や継続した運動がポイントです。
　普段どのような運動をしたら良いかを、健康運動指導士の講話と簡単な運動
で学びます。保健師や管理栄養士による個別相談もできます。

●対象者　高血圧、脂質異常症、糖尿病などの生
活習慣病が気になっている人とその家族

●日時　７月18日㈮　午前10時～正午
●会場　すこやか交流プラザ
●内容　◇普段からできる運動方法についての講

話◇運動体験
●定員 20人（申込多数の場合は、新規または

特定保健指導が必要と判断された人を優先
のうえ抽選）

●申込方法　◇電話◇窓口◇はがき（「脂肪燃焼
教室申し込み」・住所・氏名（ふりがな）・
生年月日・電話番号）

●申込期限　７月４日㈮（必着）
●申し込みと問い合わせ先
健康課健康長寿担当〔〒816‐0932　瓦田４-
２-１　すこやか交流プラザ内〕

　☎（501)2222

これから運動をはじめたい人に

脂肪燃焼教室　お腹まわりスッキリ運動

　
医
師
や
健
康
運
動
指
導
士
の
立
会
い
の

も
と
、
各
種
体
力
を
測
定
し
、
最
適
な
運

動
強
度
・
量
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

●
対
象
者
　
◇
市
民
◇
市
内
の
事
業
所
に

勤
務
す
る
人
（
い
ず
れ
も
40
歳
以

上
の
人
）

●
期
日
　
７
月
17
日
㈭

●
会
場
　
す
こ
や
か
交
流
プ
ラ
ザ

●
内
容
　
◇
心
電
図
モ
ニ
タ
ー
監
視
の
も

と
エ
ル
ゴ
メ
ー
タ
ー
に
よ
る
全
身

持
久
力
測
定
◇
医
師
に
よ
る
診
察
・

安
静
時
心
電
図
・
体
成
分
測
定
◇

体
力
テ
ス
ト
（
ロ
コ
モ
度
テ
ス
ト
・

柔
軟
性
・
握
力
・
平
衡
性
測
定
）

●
定
員
20
人
（
先
着
順
）

●
所
要
時
間
　
約
１
時
間
半

●
料
金
　
１
８
０
０
円

●
必
要
な
も
の
　
◇
１
年
以
内
の
特
定
健

診
結
果
票
コ
ピ
ー
（
同
等
の
検
査

で
も
可
）◇
室
内
履
き
シ
ュ
ー
ズ
◇

飲
み
物
◇
運
動
で
き
る
服
装
◇
タ

オ
ル
な
ど

●
そ
の
他
　
実
施
日
の
１
週
間
後
に
結
果

説
明
会
を
行
い
ま
す
。

健
康
度
測
定

自
分
に
適
し
た
運
動
量
を
知
ろ
う

◇自分の体力がどの程度なのか身体の状態を詳しく知ることができ
て良かった。運動を続けようと思う。

◇日頃の生活習慣に意識を向け、生活の中に運動を取り入れようと
思った。

●申込方法　◇電話◇健康増進室窓口（月・水～土曜日
午前９時～午後６時　※祝日は休み）

●申し込みと問い合わせ先
すこやか交流プラザ内健康増進室　☎（501)2322

参加者の感想

　生活習慣病は、早期に生活習慣の改善や治療を行うことで、悪化を防ぐことができます。
　この教室では、生活習慣病を改善したい男性へ、生活習慣病の予防・改善のための講話と、簡単な調理
実習を行い、今後の生活に役立つ知識を学習します。

●対象者　生活習慣病を予防・改善したい男性や
その食事について知りたい男性

●日時　７月30日㈬　午前10時～午後１時
●会場　すこやか交流プラザ
●内容　生活習慣病を予防・改善する食事に関す
る講話および簡単な調理実習（ご飯・主菜・
副菜・汁物）

●定員　８人（申込多数の場合は抽選）
●授業料 500円
●申込方法　◇電話◇窓口◇はがき（「健康栄養
クッキング教室申し込み（料理初心者男性
編）」・住所・氏名（ふりがな）・電話番号を記入）

●申込期限　７月16日㈬　（必着）

●申し込みと問い合わせ先
健康課健康長寿担当〔〒816‐0932　瓦田４-
２-１　すこやか交流プラザ内〕

☎（501)2222

生活習慣を改善したい男性へ

健康栄養クッキング教室　料理初心者男性編
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　大野城総合公園キャンプ場は、令和８年４月オープンを目指し、「キャンプゾーン（オートサイト、フリーサ
イト等）」、「広場ゾーン」、「森林活用ゾーン」などを配置したキャンプ場へと全面的にリニューアルします。
　キャンプ場周辺にあるスポーツ施設や「福岡自治研修センター（まなびのやど福岡）」、「ワンヘルスの森」な
どの多様な地域資源との連携を図り、「にぎわいの場」を創出します。

●注意事項　現在工事中のため、令和８年３月までキャンプ場の利用および通行はできません。
●問い合わせ先　スポーツ課　☎（580)1914

「眺望」を最大限に楽しめるサイト
　各テントサイトに段差をつけ、市内から福岡市にかけての
眺望を最大限に活かすとともに、プライベート空間も確保し
ます。

利便性・気軽さを追求したキャンプ場
　車両乗り入れ可能なオートサイトや炊事場・シャワー施設
の整備、近隣商業施設へのアクセスの良さから、キャンプ初
心者やファミリーも気軽に利用できます。

豊かな自然と歴史を感じる散策路
　森林活用ゾーンは自然と歴史を活かし、こどもたちが自然
の中で遊べ、楽しみながら自然環境を学べる場所として整備
します。

大野城総合公園キャンプ場を再整備します

キャンプ場のポイント

キャンプ場
再整備場所

大野城総合公園キャンプ場再整備場所

わたしと本わたしと本 6

「
本
日
は
お
日
柄
も
よ
く
」
原
田
マ
ハ

（
徳
間
書
店
）

「
人
前
で

話
す
こ
と
が

多
い
人
は
読

ん
で
み
て
。
参
考
に
な
る
か
ら
」
と
、

娘
か
ら
紹
介
さ
れ
た
本
で
す
。

　
原
田
マ
ハ
と
い
う
作
家
さ
え
知
ら
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
冒
頭
の
結
婚
式
の

ス
ピ
ー
チ
の
場
面
を
読
ん
で
、「
確
か
に

あ
る
あ
る
。」
と
共
感
し
な
が
ら
読
み
進

め
て
し
ま
い
ま
し
た
。
登
場
人
物
が
言

葉
の
持
つ
力
に
目
覚
め
、
幼
な
じ
み
の

政
界
進
出
の
た
め
に
ス
ピ
ー
チ
ラ
イ
タ

ー
に
転
身
し
、
言
葉
の
師
匠
の
教
え
を

受
け
な
が
ら
成
長
し
て
い
く
物
語
で
す
。

登
場
人
物
の
や
り
取
り
や
苦
難
を
乗
り

越
え
た
末
の
感
動
の
ス
ピ
ー
チ
が
こ
の

作
品
の
面
白
さ
で
す
が
、
話
の
展
開
の

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
出
て
く
る
、
聞
き
た
く

な
る
ス
ピ
ー
チ
の
ポ
イ
ン
ト
が
た
め
に
な

り
ま
す
。
こ
の
本
を
読
ん
で
か
ら
は
、
人

前
で
話
す
と
き
は
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
入
れ

方
、
間
合
い
、
原
稿
の
使
い
方
、
締
め
く

く
り
方
な
ど
を
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ぜ
ひ
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

◇
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課
芸
術
文
化

担
当

☎（
５
８
０
）１
９
９
６

◇
ま
ど
か
ぴ
あ
図
書
館

☎（
５
８
６
）４
０
１
０

大
野
城
市
教
育
長

伊
藤
啓
二

「
魚
の
棲
む
城
」
平
岩
弓
枝

（
新
潮
文
庫
）

　
妻
の
実
家
の
本
棚
に
あ
っ
た
幕
末

の
さ
ま
ざ
ま
な
人
物
の
生
き
ざ
ま
を

紹
介
す
る
本
を
読
ん
だ
こ
と
が
き
っ

か
け
で
、
歴
史
上
の
人
物
を
題
材
に

し
た
歴
史
小
説
に
は
ま
っ
た
時
期
が

あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
本
の
歴
史
上
の
人
物
は
、
今
話

題
の
大
河
ド
ラ
マ
「
べ
ら
ぼ
う
」
に
登

場
す
る
田
沼
意
次
で
す
。
歴
史
の
学
習

な
ど
で
は
、
賄
賂
政
治
で
失
脚
し
た
負

の
側
面
が
強
調
さ
れ
が
ち
の
印
象
で
し

た
が
、
こ
の
本
を
読
む
と
、
江
戸
幕
府

の
経
済
状
況
に
危
機
感
を
感
じ
、
商
業

振
興
に
よ
っ
て
国
を
富
ま
せ
る
方
策
を

実
行
し
た
先
進
的
な
政
治
家
だ
っ
た
と

想
像
さ
れ
ま
す
。
小
説
で
す
か
ら
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し

て
、
人
物
像
を
楽
し
み
な
が
ら
読
ん
で

み
て
く
だ
さ
い
。
田
沼
意
次
の
粋
だ
け

ど
少
し
不
器
用
な
姿
と
、
そ
れ
を
支
え

る
幼
な
じ
み
の
献
身
的
な
姿
が
、
平
岩

弓
枝
の
時
代
小
説
ら
し
く
描
か
れ
た
作

品
で
す
。

本の紹介を通して、皆さんも特別な一冊を見つけてみませんか。

　
水
道
料
金
は
、
２
カ
月
に
１
度
、
検
針

員
が
水
道
メ
ー
タ
ー
（
量
水
器
）
の
検
針

を
行
い
、
使
用
水
量
を
確
認
し
、
そ
の
水

量
に
応
じ
て
算
定
し
て
い
ま
す
。

　
市
水
道
事
業
給
水
条
例
に
基
づ
き
、
次

の
と
お
り
協
力
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
水
道
メ
ー
タ
ー
の
上
に
物
を
置
い
た
り

車
を
と
め
た
り
せ
ず
、
見
や
す
く
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
犬
な
ど
の
ペ
ッ
ト
は
、
検
針
期
間
中
は

水
道
メ
ー
タ
ー
か
ら
離
れ
た
場
所
に

つ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◆
メ
ー
タ
ー
の
検
針
が
で
き
な
か
っ
た
場

合
は
、
通
知
を
投
函
し
ま
す
の
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
寒
波
対
策
で
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内

に
保
温
材
な
ど
を
入
れ
て
い
る
場
合

は
、
取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

井
戸
水
を
使
用
し
て
い
る
人
へ

　
井
戸
水
の
使
用
を
開
始
・
廃
止
す
る
、

ま
た
は
井
戸
水
の
使
用
人
数
に
変
更
が
あ

る
場
合
は
、
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

水
道
検
針
業
務
の
委
託

　
市
上
下
水
道
局
で
は
、
水
道
メ
ー
タ
ー

の
検
針
業
務
を
委
託
し
て
い
ま
す
。
検
針

員
が
訪
問
す
る
際
は
、
受
託
者
証
を
携
帯

し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

料
金
施
設
課
料
金
担
当

☎（
５
８
０
）１
９
２
３

　
水
道
の
使
用
水
量
が
い
つ
も
よ
り
多

い
、
使
用
し
て
い
な
い
と
き
に
も
水
洗
ト

イ
レ
の
水
が
出
る
、
家
の
周
り
で
い
つ
も

同
じ
場
所
が
湿
っ
て
い
る
な
ど
の
異
常
を

感
じ
た
ら
、
ま
ず
、
水
道
メ
ー
タ
ー
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。
水
道
の
蛇
口
を
全
部

閉
め
た
状
態
で
パ
イ
ロ
ッ
ト
（
銀
色
の
円

形
の
も
の
）
が
回
っ
て
い
れ
ば
、
漏
水
の

疑
い
が
あ
り
ま
す
。

　
漏
水
し
て
い
る
場
合
、
水
道
料
金
の
請

求
額
が
増
え
た
り
、
建
物
に
悪
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
大
野
城
市

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
へ
連
絡
を
し

て
く
だ
さ
い
。

※
二
次
元
コ
ー
ド
が
読
み
込
め
な
い
場
合

は
、
問
い
合
わ
せ
先
に
連
絡
を
し
て

く
だ
さ
い
。

※
修
理
費
や
見
積
な
ど
の
費
用
は
、
原
則

自
己
負
担
で
す
。

※
借
家
の
場
合
は
、
家
主
や
管
理
会
社

な
ど
に
連
絡
の
う
え
対
応
し
て
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

料
金
施
設
課
給
排
水
設
備
担
当

☎（
５
８
０
）１
９
２
７

水
道
メ
ー
タ
ー
の

検
針
に
協
力
を

６
月
20
日
㈮
〜
26
日
㈭

漏
水
の

早
期
発
見
の
た
め
に

パイロット

　西の空に沈んでいく細い月を観測しましょ
う。想像していた三日月よりずっと細い月で
びっくりしますよ。

●日時　６月28日㈯　午後７時～８時50分
●会場　北コミュニティセンター　スタードー

ムまどか
●内容　月の観測
※中学生以下は、保護者が同伴してください。
※雨天曇天時は、室内おはなし会となります。

●問い合わせ先
北パートナーシップ活動支援センター（北
コミュニティセンター内）   

☎（513)0099

細い月をみよう

スタードームまどかに行こう
市民星空観望会

大野城市
指定給水装置
工事事業者一覧
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　大野城総合公園キャンプ場は、令和８年４月オープンを目指し、「キャンプゾーン（オートサイト、フリーサ
イト等）」、「広場ゾーン」、「森林活用ゾーン」などを配置したキャンプ場へと全面的にリニューアルします。
　キャンプ場周辺にあるスポーツ施設や「福岡自治研修センター（まなびのやど福岡）」、「ワンヘルスの森」な
どの多様な地域資源との連携を図り、「にぎわいの場」を創出します。

●注意事項　現在工事中のため、令和８年３月までキャンプ場の利用および通行はできません。
●問い合わせ先　スポーツ課　☎（580)1914

「眺望」を最大限に楽しめるサイト
　各テントサイトに段差をつけ、市内から福岡市にかけての
眺望を最大限に活かすとともに、プライベート空間も確保し
ます。

利便性・気軽さを追求したキャンプ場
　車両乗り入れ可能なオートサイトや炊事場・シャワー施設
の整備、近隣商業施設へのアクセスの良さから、キャンプ初
心者やファミリーも気軽に利用できます。

豊かな自然と歴史を感じる散策路
　森林活用ゾーンは自然と歴史を活かし、こどもたちが自然
の中で遊べ、楽しみながら自然環境を学べる場所として整備
します。

大野城総合公園キャンプ場を再整備します

キャンプ場のポイント

キャンプ場
再整備場所

大野城総合公園キャンプ場再整備場所

わたしと本わたしと本 6

「
本
日
は
お
日
柄
も
よ
く
」
原
田
マ
ハ

（
徳
間
書
店
）

　「
人
前
で

話
す
こ
と
が

多
い
人
は
読

ん
で
み
て
。
参
考
に
な
る
か
ら
」
と
、

娘
か
ら
紹
介
さ
れ
た
本
で
す
。

　
原
田
マ
ハ
と
い
う
作
家
さ
え
知
ら
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
冒
頭
の
結
婚
式
の

ス
ピ
ー
チ
の
場
面
を
読
ん
で
、「
確
か
に

あ
る
あ
る
。」
と
共
感
し
な
が
ら
読
み
進

め
て
し
ま
い
ま
し
た
。
登
場
人
物
が
言

葉
の
持
つ
力
に
目
覚
め
、
幼
な
じ
み
の

政
界
進
出
の
た
め
に
ス
ピ
ー
チ
ラ
イ
タ

ー
に
転
身
し
、
言
葉
の
師
匠
の
教
え
を

受
け
な
が
ら
成
長
し
て
い
く
物
語
で
す
。

登
場
人
物
の
や
り
取
り
や
苦
難
を
乗
り

越
え
た
末
の
感
動
の
ス
ピ
ー
チ
が
こ
の

作
品
の
面
白
さ
で
す
が
、
話
の
展
開
の

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
出
て
く
る
、
聞
き
た
く

な
る
ス
ピ
ー
チ
の
ポ
イ
ン
ト
が
た
め
に
な

り
ま
す
。
こ
の
本
を
読
ん
で
か
ら
は
、
人

前
で
話
す
と
き
は
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
入
れ

方
、
間
合
い
、
原
稿
の
使
い
方
、
締
め
く

く
り
方
な
ど
を
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ぜ
ひ
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

◇
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課
芸
術
文
化

担
当
　
　☎（
５
８
０
）１
９
９
６

◇
ま
ど
か
ぴ
あ
図
書
館

☎（
５
８
６
）４
０
１
０

大
野
城
市
教
育
長
　伊
藤 

啓
二

「
魚
の
棲
む
城
」
平
岩
弓
枝

（
新
潮
文
庫
）

　
妻
の
実
家
の
本
棚
に
あ
っ
た
幕
末

の
さ
ま
ざ
ま
な
人
物
の
生
き
ざ
ま
を

紹
介
す
る
本
を
読
ん
だ
こ
と
が
き
っ

か
け
で
、
歴
史
上
の
人
物
を
題
材
に

し
た
歴
史
小
説
に
は
ま
っ
た
時
期
が

あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
本
の
歴
史
上
の
人
物
は
、
今
話

題
の
大
河
ド
ラ
マ
「
べ
ら
ぼ
う
」
に
登

場
す
る
田
沼
意
次
で
す
。
歴
史
の
学
習

な
ど
で
は
、
賄
賂
政
治
で
失
脚
し
た
負

の
側
面
が
強
調
さ
れ
が
ち
の
印
象
で
し

た
が
、
こ
の
本
を
読
む
と
、
江
戸
幕
府

の
経
済
状
況
に
危
機
感
を
感
じ
、
商
業

振
興
に
よ
っ
て
国
を
富
ま
せ
る
方
策
を

実
行
し
た
先
進
的
な
政
治
家
だ
っ
た
と

想
像
さ
れ
ま
す
。
小
説
で
す
か
ら
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し

て
、
人
物
像
を
楽
し
み
な
が
ら
読
ん
で

み
て
く
だ
さ
い
。
田
沼
意
次
の
粋
だ
け

ど
少
し
不
器
用
な
姿
と
、
そ
れ
を
支
え

る
幼
な
じ
み
の
献
身
的
な
姿
が
、
平
岩

弓
枝
の
時
代
小
説
ら
し
く
描
か
れ
た
作

品
で
す
。

本の紹介を通して、皆さんも特別な一冊を見つけてみませんか。

　
水
道
料
金
は
、
２
カ
月
に
１
度
、
検
針

員
が
水
道
メ
ー
タ
ー
（
量
水
器
）
の
検
針

を
行
い
、
使
用
水
量
を
確
認
し
、
そ
の
水

量
に
応
じ
て
算
定
し
て
い
ま
す
。

　
市
水
道
事
業
給
水
条
例
に
基
づ
き
、
次

の
と
お
り
協
力
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
水
道
メ
ー
タ
ー
の
上
に
物
を
置
い
た
り

車
を
と
め
た
り
せ
ず
、
見
や
す
く
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
犬
な
ど
の
ペ
ッ
ト
は
、
検
針
期
間
中
は

水
道
メ
ー
タ
ー
か
ら
離
れ
た
場
所
に

つ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◆
メ
ー
タ
ー
の
検
針
が
で
き
な
か
っ
た
場

合
は
、
通
知
を
投
函
し
ま
す
の
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
寒
波
対
策
で
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内

に
保
温
材
な
ど
を
入
れ
て
い
る
場
合

は
、
取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

井
戸
水
を
使
用
し
て
い
る
人
へ

　
井
戸
水
の
使
用
を
開
始
・
廃
止
す
る
、

ま
た
は
井
戸
水
の
使
用
人
数
に
変
更
が
あ

る
場
合
は
、
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

水
道
検
針
業
務
の
委
託

　
市
上
下
水
道
局
で
は
、
水
道
メ
ー
タ
ー

の
検
針
業
務
を
委
託
し
て
い
ま
す
。
検
針

員
が
訪
問
す
る
際
は
、
受
託
者
証
を
携
帯

し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

料
金
施
設
課
料
金
担
当

☎（
５
８
０
）１
９
２
３

　
水
道
の
使
用
水
量
が
い
つ
も
よ
り
多

い
、
使
用
し
て
い
な
い
と
き
に
も
水
洗
ト

イ
レ
の
水
が
出
る
、
家
の
周
り
で
い
つ
も

同
じ
場
所
が
湿
っ
て
い
る
な
ど
の
異
常
を

感
じ
た
ら
、
ま
ず
、
水
道
メ
ー
タ
ー
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。
水
道
の
蛇
口
を
全
部

閉
め
た
状
態
で
パ
イ
ロ
ッ
ト
（
銀
色
の
円

形
の
も
の
）
が
回
っ
て
い
れ
ば
、
漏
水
の

疑
い
が
あ
り
ま
す
。

　
漏
水
し
て
い
る
場
合
、
水
道
料
金
の
請

求
額
が
増
え
た
り
、
建
物
に
悪
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
大
野
城
市

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
へ
連
絡
を
し

て
く
だ
さ
い
。

※
二
次
元
コ
ー
ド
が
読
み
込
め
な
い
場
合

は
、
問
い
合
わ
せ
先
に
連
絡
を
し
て

く
だ
さ
い
。

※
修
理
費
や
見
積
な
ど
の
費
用
は
、
原
則

自
己
負
担
で
す
。

※
借
家
の
場
合
は
、
家
主
や
管
理
会
社

な
ど
に
連
絡
の
う
え
対
応
し
て
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

料
金
施
設
課
給
排
水
設
備
担
当

☎（
５
８
０
）１
９
２
７

水
道
メ
ー
タ
ー
の

検
針
に
協
力
を

６
月
20
日
㈮
〜
26
日
㈭

漏
水
の

早
期
発
見
の
た
め
に

パイロット

　西の空に沈んでいく細い月を観測しましょ
う。想像していた三日月よりずっと細い月で
びっくりしますよ。

●日時　６月28日㈯　午後７時～８時50分
●会場　北コミュニティセンター　スタードー

ムまどか
●内容　月の観測
※中学生以下は、保護者が同伴してください。
※雨天曇天時は、室内おはなし会となります。

●問い合わせ先　
北パートナーシップ活動支援センター（北
コミュニティセンター内）　   

☎（513)0099

細い月をみよう

スタードームまどかに行こう
市民星空観望会

大野城市
指定給水装置
工事事業者一覧
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　あなたが制作した絵画、彫刻、造形、書、工芸、
写真やあなたの収集品などを展示してみませんか。
●展示場所　心のふるさと館Ｍ２階　大野城コレク

ション（展示ケース）
●使用料　１日当たり980円
※営利目的の場合は、2.5倍になります。
●展示可能日数　最長15日間
●申込方法　総合案内（申請書を提出）
※申請書提出の前に、問い合わせてください。詳し
くはホームページを確認してください。

大野城コレクション使用者募集！

ここふるショップ実行委員会事務局
（心のふるさと館内）
☎（558)5000

　　 cfshop@city.onojo.fukuoka.jp
●営業時間　午前10時～午後６時
（ラストオーダー　午後５時半）

●店休日　月曜日（祝日の場合は翌平日）

●販売期間　７月15日㈫～８月31日㈰
●場所　心のふるさと館１階　ここふるショップ
●販売価格 いちご　　　　　　税込み440円
　　　　　　きなこカフェオレ　税込み440円

ここふるショップ
夏季限定メニュー　かき氷

　心のふるさと館と共働して行う事業「つながる事
業」を募集しています。

●対象者
◇つながる事業を提案する日において20歳以上
（団体の場合はその代表者）
◇暴力団若しくは暴力団員の統制下にある個人ま
たは団体でないもの

●対象事業
◇自主的かつ自発的な運営が行われていて１年以
　上継続しているもの
◇公益性が高く、営利を目的としていない事業
◇宗教活動または政治活動を目的としていないもの
◇暴力団または暴力団員と密接な関係を有してい
ないもの　など

　宇宙の学校Ⓡは、宇宙教育センターとKU-MA（認
定NPO法人子ども・宇宙・未来の会）が連携し、スペー
スドリーム大野城と協力しながら行っている社会教育
支援プログラムです。身近なものを題材にした、簡単
な実験や工作を全３回のスクーリングで行います。

●対象者 全３回のスクーリングに参加可能な小学
１～４年生

※必ず保護者が同伴してください。
●期日・内容
◇８月２日㈯　スクーリング１　紋切・万華鏡
◇12月20日㈯　スクーリング２　ホバークラフト
◇令和８年２月14日㈯　スクーリング３　ストロー
ロケット

※スクーリングの内容は、変更する場合があります。
●時間　各日午後２時～４時（最大延長　午後４時半）
●会場　心のふるさと館Ｍ２階　講座学習室

つながる事業募集

宇宙の学校®大野城
宇宙をテーマに　作ろう！　遊ぼう！　学ぼう！

心のふるさと館〔〒816-0934　曙町３-８-３〕
●休館日　月曜日（祝日の場合は翌平日） ●開館時間　午前９時～午後７時

申し込みと
問い合わせ先

心のふるさと館ミュージアム担当
☎（558)5000 　　（558)2207
cocofuru@city.onojo.fukuoka.jp

心のふるさと館ミュージアム担当
☎（558)5000 　　（558)2207
cocofuru@city.onojo.fukuoka.jp

●定員 30組（先着順）
●参加費 2500円（全３回分合計）
●申込方法　◇ＦＡＸ◇メール◇総合案内窓口（参加
者氏名（保護者および児童）・児童の学年・住所・
電話番号・メールアドレスを記入）

●申込開始　６月18日㈬
●申込締切　７月21日（祝・月）　午後５時

スペースドリーム
大野城（Facebook）

●申請方法　事業の実施を希望する日の３カ月前ま
でに担当者と事前協議のうえ、事業提案書に必
要事項を記入して申請してください。

※申請書は、心のふるさと館ホームページでダウン
ロードまたは総合案内窓口で配布しています。
●利用内容
◇心のふるさと館の施設および備品の使用
◇心のふるさと館による広報
◇事業実施に関する支援　など
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あ
け
て
み
よ
う
！

が
途
切
れ
た
箇
所
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
は

大
正
２
（
１
９
１
３
）
年
に
線
路
の
拡
張

工
事
に
よ
っ
て
土
塁
断
面
が
露
出
し
た

際
、
黒
板
勝
美
、
中
山
平
次
郎
の
両
氏
に

よ
っ
て
初
め
て
土
塁
の
観
察
調
査
が
行
わ

れ
た
場
所
で
、
平
成
25
（
２
０
１
３
）

年
の
再
調
査
を
経
て
土
塁
断
面
を
復
元
し

た
広
場
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
現
地
で
は

土
を
突
き
固
め
て
積
み
上
げ
た
版
築
の
様

子
や
、
そ
の
下
の
軟
弱
な
地
盤
を
補
強
す

る
敷
粗
朶
と
い
っ
た
土
塁
の
構
造
を
観
察

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
先
、Ｊ
Ｒ
水
城
駅
か
ら
西
側
は
線

路
を
迂
回
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

が
、
水
城
築
造
に
関
す
る
伝
説
が
残
る

父
子
嶋
や
当
時
の
外
交
使
節
が
通
っ
た

西
門
跡
な
ど
、
ま

だ
ま
だ
多
く
の
見

所
が
あ
り
ま
す
。

水
城
跡
で
自
然
を

感
じ
な
が
ら
、
歴

史
散
策
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

●
問
い
合
わ
せ
先

心
の
ふ
る
さ
と
館
文
化
財
担
当

☎（
５
５
８
）2
2
0
9

〈
い
に
し
え
の
要
塞
を
歩
く
〉

７
世
紀
の
後
半
、
東
ア
ジ
ア
は
動
乱
の

さ
な
か
に
あ
り
、
倭
国
（
当
時
の
日
本
）

も
ま
た
時
代
の
波
に
翻
弄
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
６
６
３
年
、
友
好
関
係
に
あ
っ
た
百

済
の
危
機
に
救
援
を
送
っ
た
倭
国
は
、
白

村
江
の
戦
い
で
唐
・
新
羅
連
合
軍
に
大
敗

北
を
喫
し
ま
す
。
連
合
軍
の
追
撃
を
恐
れ

た
倭
国
は
、
博
多
湾
沿
岸
に
あ
っ
た
筑
紫

大
宰
を
大
宰
府
に
移
転
し
、
翌
年
に
は
長

さ
１
・
２
㎞
の
長
大
な
土
塁
と
幅
60
ｍ
に

も
な
る
濠
を
備
え
た
水
城
を
築
い
て
敵
の

侵
入
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
大
野
城
、
基
肄

城
を
は
じ
め
と
し
た
要
塞
を
築
い
て
周
囲

の
守
り
と
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
１
３
６
０
年
以
上
の
時
が
流

れ
た
現
在
、
水
城
跡
は
自
然
豊
か
な
緑
地

と
し
て
そ
の
姿
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　
西
鉄
下
大
利
駅
か
ら
高
架
下
の
歩
行
者

道
路
を
南
に
進
ん
だ
先
に
は
、
４
月
に
水

城
外
濠
広
場
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
広

場
は
砂
地
の
外
濠
部
分
と
芝
生
を
張
っ
て

復
元
し
た
土
塁
部
分
に
分
か
れ
て
お
り
、

築
造
当
時
の
水
城
の
ス
ケ
ー
ル
を
間
近
に

感
じ
ら
れ
る
場
所
で
す
。
そ
し
て
外
濠
広

場
か
ら
土
塁
沿
い
の
遊
歩
道
を
歩
い
て
い

く
と
、Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
本
線
を
挟
ん
で
土
塁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　き

い

　
　
し
き
そ

だ

て
て    

こ     

じ
ま

新しくオープンした水城外濠広場
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　あなたが制作した絵画、彫刻、造形、書、工芸、
写真やあなたの収集品などを展示してみませんか。
●展示場所　心のふるさと館Ｍ２階　大野城コレク
ション（展示ケース）

●使用料　１日当たり980円
※営利目的の場合は、2.5倍になります。
●展示可能日数　最長15日間
●申込方法　総合案内（申請書を提出）
※申請書提出の前に、問い合わせてください。詳し
くはホームページを確認してください。

大野城コレクション使用者募集！

ここふるショップ実行委員会事務局
（心のふるさと館内）
☎（558)5000
　　 cfshop@city.onojo.fukuoka.jp
●営業時間　午前10時～午後６時
（ラストオーダー　午後５時半）

●店休日　月曜日（祝日の場合は翌平日）

●販売期間　７月15日㈫～８月31日㈰
●場所　心のふるさと館１階　ここふるショップ
●販売価格 いちご　　　　　　税込み440円
　　　　　　きなこカフェオレ　税込み440円

ここふるショップ
夏季限定メニュー　かき氷

　心のふるさと館と共働して行う事業「つながる事
業」を募集しています。

●対象者
◇つながる事業を提案する日において20歳以上
（団体の場合はその代表者）
◇暴力団若しくは暴力団員の統制下にある個人ま
たは団体でないもの

●対象事業
◇自主的かつ自発的な運営が行われていて１年以
　上継続しているもの
◇公益性が高く、営利を目的としていない事業
◇宗教活動または政治活動を目的としていないもの
◇暴力団または暴力団員と密接な関係を有してい
ないもの　など

　宇宙の学校Ⓡは、宇宙教育センターとKU-MA（認
定NPO法人子ども・宇宙・未来の会）が連携し、スペー
スドリーム大野城と協力しながら行っている社会教育
支援プログラムです。身近なものを題材にした、簡単
な実験や工作を全３回のスクーリングで行います。

●対象者 全３回のスクーリングに参加可能な小学
１～４年生

※必ず保護者が同伴してください。
●期日・内容
◇８月２日㈯　スクーリング１　紋切・万華鏡
◇12月20日㈯　スクーリング２　ホバークラフト
◇令和８年２月14日㈯　スクーリング３　ストロー
ロケット

※スクーリングの内容は、変更する場合があります。
●時間　各日午後２時～４時（最大延長　午後４時半）
●会場　心のふるさと館Ｍ２階　講座学習室

つながる事業募集

宇宙の学校®大野城
宇宙をテーマに　作ろう！　遊ぼう！　学ぼう！

心のふるさと館〔〒816-0934　曙町３-８-３〕
●休館日　月曜日（祝日の場合は翌平日） ●開館時間　午前９時～午後７時

申し込みと
問い合わせ先

心のふるさと館ミュージアム担当
☎（558)5000 　　（558)2207
cocofuru@city.onojo.fukuoka.jp

心のふるさと館ミュージアム担当
☎（558)5000 　　（558)2207
cocofuru@city.onojo.fukuoka.jp

●定員 30組（先着順）
●参加費 2500円（全３回分合計）
●申込方法　◇ＦＡＸ◇メール◇総合案内窓口（参加
者氏名（保護者および児童）・児童の学年・住所・
電話番号・メールアドレスを記入）

●申込開始　６月18日㈬
●申込締切　７月21日（祝・月）　午後５時

スペースドリーム
大野城（Facebook）

●申請方法　事業の実施を希望する日の３カ月前ま
でに担当者と事前協議のうえ、事業提案書に必
要事項を記入して申請してください。

※申請書は、心のふるさと館ホームページでダウン
ロードまたは総合案内窓口で配布しています。
●利用内容
◇心のふるさと館の施設および備品の使用
◇心のふるさと館による広報
◇事業実施に関する支援　など
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〈
い
に
し
え
の
要
塞
を
歩
く
〉

７
世
紀
の
後
半
、
東
ア
ジ
ア
は
動
乱
の

さ
な
か
に
あ
り
、
倭
国
（
当
時
の
日
本
）

も
ま
た
時
代
の
波
に
翻
弄
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
６
６
３
年
、
友
好
関
係
に
あ
っ
た
百

済
の
危
機
に
救
援
を
送
っ
た
倭
国
は
、
白

村
江
の
戦
い
で
唐
・
新
羅
連
合
軍
に
大
敗

北
を
喫
し
ま
す
。
連
合
軍
の
追
撃
を
恐
れ

た
倭
国
は
、
博
多
湾
沿
岸
に
あ
っ
た
筑
紫

大
宰
を
大
宰
府
に
移
転
し
、
翌
年
に
は
長

さ
１
・
２
㎞
の
長
大
な
土
塁
と
幅
60
ｍ
に

も
な
る
濠
を
備
え
た
水
城
を
築
い
て
敵
の

侵
入
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
大
野
城
、
基
肄

城
を
は
じ
め
と
し
た
要
塞
を
築
い
て
周
囲

の
守
り
と
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
１
３
６
０
年
以
上
の
時
が
流

れ
た
現
在
、
水
城
跡
は
自
然
豊
か
な
緑
地

と
し
て
そ
の
姿
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　
西
鉄
下
大
利
駅
か
ら
高
架
下
の
歩
行
者

道
路
を
南
に
進
ん
だ
先
に
は
、
４
月
に
水

城
外
濠
広
場
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
広

場
は
砂
地
の
外
濠
部
分
と
芝
生
を
張
っ
て

復
元
し
た
土
塁
部
分
に
分
か
れ
て
お
り
、

築
造
当
時
の
水
城
の
ス
ケ
ー
ル
を
間
近
に

感
じ
ら
れ
る
場
所
で
す
。
そ
し
て
外
濠
広

場
か
ら
土
塁
沿
い
の
遊
歩
道
を
歩
い
て
い

く
と
、Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
本
線
を
挟
ん
で
土
塁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　き

い

　
　
し
き
そ

だ

て
て    

こ     

じ
ま

新しくオープンした水城外濠広場
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市外可

市外可

市外可

市外可

市外可

市外可

市外可

申込済

申込済

申込済

申込済

　
保
護
者
の
就
労
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
保
育
園
な
ど
を
定
期
的
に
利
用
で
き

る
「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」
を
10
月

か
ら
開
始
し
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
同
年
代
の
子
ど
も
同
士
が

触
れ
合
う
こ
と
で
社
会
性
を
育
み
、
子
ど

も
の
健
や
か
な
成
長
を
促
す
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
保
護
者
に
と
っ

て
は
、
保
育
士
か
ら
子
育
て
に
関
す
る
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
り
、
子
育
て
に
関
す

る
不
安
や
悩
み
を
相
談
し
た
り
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

●
対
象
児
童
　
市
内
に
住
む
生
後
６
カ
月

か
ら
２
歳
ま
で
の
保
育
所
や
幼
稚

園
な
ど
に
通
っ
て
い
な
い
こ
ど
も

（
満
３
歳
に
な
る
前
々
日
ま
で
）

●
実
施
施
設
市
内
保
育
施
設
２
園
を

予
定

●
利
用
時
間
　
児
童
１
人
当
た
り
月
10
時

間
ま
で

●
利
用
料
金
　
１
時
間
当
た
り
３
０
０
円

（
給
食
の
提
供
が
あ
る
場
合
は
、
別

途
給
食
費
が
必
要
に
な
り
ま
す
。）

※
生
活
保
護
世
帯
な
ど
に
は
利
用
料
の
減

免
制
度
が
あ
り
ま
す
。

●
利
用
申
込
に
つ
い
て
対
象
と
な
る
児

童
の
保
護
者
へ
通
知
を
送
付
し
ま

す
（
６
月
下
旬
か
ら
随
時
）。
申
込

方
法
や
詳
細
は
、
通
知
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
支
援
課
保
育
所
・
幼
稚
園

担
当
　
　   

☎（
５
８
０
）１
８
６
４

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
を
開
始
し
ま
す

　
毎
年
、
全
国
各
地
で
た
め
池
や
水
路
で

の
水
難
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
特
に

集
中
豪
雨
の
と
き
は
、
水
量
が
増
え
大
変

危
険
で
す
。

　
日
頃
か
ら
、
た
め
池
な
ど
で
遊
ば
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。こ
ど
も
た
ち
が「
た

め
池
」
な
ど
に
不
用
意
に
近
づ
か
な
い
よ

う
、
声
か
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

建
設
管
理
課
工
務
担
当

☎（
５
８
０
）１
８
８
１

た
め
池
や
水
路
で
の

事
故
に
注
意
を
！

キ ケ ン

　みんなでお誕生日をお祝いしましょう。
●対象者　誕生月を迎える乳幼児とその保護者
※誕生月でなくても参加できます。
●時間　午前11時～（15分程度）

７月のテーマは「乳幼児期における絵本の大切さ」
（講師　子どもの本専門店「エルマー」（代表））です。
●時間　午前11時～11時半

　ふれあい遊び・季節の歌・手遊び・パネルシア
ター・ペープサートなど楽しく遊びましょう。
●時間　◇第１部　午前11時～

◇第２部　午後２時半～（各回15分程度）

※天候不良などで中止する場合があります。
●時間　午前10時～正午（受付　11時半まで）
●必要なもの ◇水着◇水遊び用のパン
ツ　など

※詳しくはホームページを確認してください。

　親子で遊んでたのしく交流しましょう。   
●対象者　市内在住の３～12カ月の赤ちゃんとそ
の保護者

●時間 午前10時半～正午
（受付　午前10時～）

※月に１度のみ参加できます。

　好きな遊びを探しに来ませんか。
●対象者 市内在住の未就学のこどもとその保護者
●時間
◇第１部　午前10時～11時半
◇第２部　午後２時～３時半

　７月は「寒天あそび」をします。みんなで一緒
に遊びましょう。
●時間 午前10時45分～11時45分（受付　午前
10時半～）

●必要なもの　◇着替え◇タオル◇水筒

８月は「スタンプ遊び」をします。遊びに来ませんか。
●対象者　市内在住の１歳～３歳のこどもとその
保護者

※０歳のきょうだいも一緒に参加できます。
※通園中の年少は参加できません。
●日時
◇１歳クラス　４日㈪、12日㈫
◇２,３歳クラス　８日㈮、29日㈮
午前10時45分～11時45分（受付　午前10時半～）
●申込期間　７月１日㈫～７日㈪
※定員割れなどにより二次募集を行
う場合があります。詳しくは、ホー
ムページを確認してください。

れいわ子ども情報センターだより
〒816-0932　大野城市瓦田４丁目２-１

親子サロン（定員50組）
（すこやか交流プラザ１階）　☎（501)3339

子育て応援フロア
（すこやか交流プラザ３階）　☎（573)8219

たんじょうかい 市外可

子育て講習会 市外可

にこにこふれあいタイム 市外可

みずあそび（先着 25組） 市外可

あそびの広場・絵本ライブラリー

あかちゃん広場　

れいわ子ども
情報センター
市ホームページ

８月の申込は
こちら

7月のお出かけ情報

7月 申込済のびのび広場（各回12組）

8月 のびのび広場 申込受付中（各回12組　抽選）

㈫
㈭
㈪
㈪
㈭
㈬

㈰
㈪
㈫
㈬

１日
３日
７日
14日
17日
23日

27日
28日
29日
30日

㈮25日

㈭31日

あそびの広場・絵本ライブラリー
子育て講習会
あかちゃん広場
あかちゃん広場
にこにこふれあいタイム
みずあそび
のびのび広場１歳クラス
みずあそび
みずあそび
のびのび広場2・3歳クラス
のびのび広場１歳クラス
みずあそび
のびのび広場2・3歳クラス
たんじょうかい
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市外可

市外可

市外可

市外可

市外可

市外可

市外可

申込済

申込済

申込済

申込済

　
保
護
者
の
就
労
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
保
育
園
な
ど
を
定
期
的
に
利
用
で
き

る
「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」
を
10
月

か
ら
開
始
し
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
同
年
代
の
子
ど
も
同
士
が

触
れ
合
う
こ
と
で
社
会
性
を
育
み
、
子
ど

も
の
健
や
か
な
成
長
を
促
す
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
保
護
者
に
と
っ

て
は
、
保
育
士
か
ら
子
育
て
に
関
す
る
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
り
、
子
育
て
に
関
す

る
不
安
や
悩
み
を
相
談
し
た
り
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

●
対
象
児
童
　
市
内
に
住
む
生
後
６
カ
月

か
ら
２
歳
ま
で
の
保
育
所
や
幼
稚

園
な
ど
に
通
っ
て
い
な
い
こ
ど
も

（
満
３
歳
に
な
る
前
々
日
ま
で
）

●
実
施
施
設
市
内
保
育
施
設
２
園
を

予
定

●
利
用
時
間
　
児
童
１
人
当
た
り
月
10
時

間
ま
で

●
利
用
料
金
　
１
時
間
当
た
り
３
０
０
円

（
給
食
の
提
供
が
あ
る
場
合
は
、
別

途
給
食
費
が
必
要
に
な
り
ま
す
。）

※
生
活
保
護
世
帯
な
ど
に
は
利
用
料
の
減

免
制
度
が
あ
り
ま
す
。

●
利
用
申
込
に
つ
い
て
対
象
と
な
る
児

童
の
保
護
者
へ
通
知
を
送
付
し
ま

す
（
６
月
下
旬
か
ら
随
時
）。
申
込

方
法
や
詳
細
は
、
通
知
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
支
援
課
保
育
所
・
幼
稚
園

担
当
　
　   

☎（
５
８
０
）１
８
６
４

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
を
開
始
し
ま
す

　
毎
年
、
全
国
各
地
で
た
め
池
や
水
路
で

の
水
難
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
特
に

集
中
豪
雨
の
と
き
は
、
水
量
が
増
え
大
変

危
険
で
す
。

　
日
頃
か
ら
、
た
め
池
な
ど
で
遊
ば
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。こ
ど
も
た
ち
が「
た

め
池
」
な
ど
に
不
用
意
に
近
づ
か
な
い
よ

う
、
声
か
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

建
設
管
理
課
工
務
担
当

☎（
５
８
０
）１
８
８
１

た
め
池
や
水
路
で
の

事
故
に
注
意
を
！

キ ケ ン

　みんなでお誕生日をお祝いしましょう。
●対象者　誕生月を迎える乳幼児とその保護者
※誕生月でなくても参加できます。
●時間　午前11時～（15分程度）

７月のテーマは「乳幼児期における絵本の大切さ」
（講師　子どもの本専門店「エルマー」（代表））です。
●時間　午前11時～11時半

　ふれあい遊び・季節の歌・手遊び・パネルシア
ター・ペープサートなど楽しく遊びましょう。
●時間　◇第１部　午前11時～

◇第２部　午後２時半～（各回15分程度）

※天候不良などで中止する場合があります。
●時間　午前10時～正午（受付　11時半まで）
●必要なもの ◇水着◇水遊び用のパン

ツ　など
※詳しくはホームページを確認してください。

　親子で遊んでたのしく交流しましょう。   
●対象者　市内在住の３～12カ月の赤ちゃんとそ
の保護者

●時間 午前10時半～正午
（受付　午前10時～）

※月に１度のみ参加できます。

　好きな遊びを探しに来ませんか。
●対象者 市内在住の未就学のこどもとその保護者
●時間
◇第１部　午前10時～11時半
◇第２部　午後２時～３時半

　７月は「寒天あそび」をします。みんなで一緒
に遊びましょう。
●時間 午前10時45分～11時45分（受付　午前
10時半～）

●必要なもの　◇着替え◇タオル◇水筒

８月は「スタンプ遊び」をします。遊びに来ませんか。
●対象者　市内在住の１歳～３歳のこどもとその
保護者

※０歳のきょうだいも一緒に参加できます。
※通園中の年少は参加できません。
●日時
◇１歳クラス　４日㈪、12日㈫
◇２,３歳クラス　８日㈮、29日㈮
午前10時45分～11時45分（受付　午前10時半～）
●申込期間　７月１日㈫～７日㈪
※定員割れなどにより二次募集を行
う場合があります。詳しくは、ホー
ムページを確認してください。

れいわ子ども情報センターだより
〒816-0932　大野城市瓦田４丁目２-１

親子サロン（定員50組）
（すこやか交流プラザ１階）　☎（501)3339

子育て応援フロア
（すこやか交流プラザ３階）　☎（573)8219

たんじょうかい 市外可

子育て講習会 市外可

にこにこふれあいタイム 市外可

みずあそび（先着 25組） 市外可

あそびの広場・絵本ライブラリー

あかちゃん広場　

れいわ子ども
情報センター
市ホームページ

８月の申込は
こちら

7月のお出かけ情報

7月 申込済のびのび広場（各回12組）

8月 のびのび広場 申込受付中（各回12組　抽選）

㈫
㈭
㈪
㈪
㈭
㈬

㈰
㈪
㈫
㈬

１日
３日
７日
14日
17日
23日

27日
28日
29日
30日

㈮25日

㈭31日

あそびの広場・絵本ライブラリー
子育て講習会
あかちゃん広場
あかちゃん広場
にこにこふれあいタイム
みずあそび
のびのび広場１歳クラス
みずあそび
みずあそび
のびのび広場2・3歳クラス
のびのび広場１歳クラス
みずあそび
のびのび広場2・3歳クラス
たんじょうかい
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お知らせコーナー
第
43
回
お
お
の
山
城
大
文
字

ま
つ
り
記
念
タ
オ
ル
デ
ザ
イ
ン

決
定

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
９
月
27
日
㈯・28
日
㈰
に
第
43
回
お

お
の
山
城
大
文
字
ま
つ
り
を
行
い
ま
す
。

厳
正
な
審
査
の
結
果
、タ
オ
ル
の
デ
ザ

イ
ン
を
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

入
選
山
﨑
聖
来
さ
ん〔
埼
玉
県
在
住
〕

佳
作
　
◇
林
　
日
々
輝
さ
ん〔
市
内
在
住
〕

◇
上
田
菜
月
さ
ん〔
市
内
在
住
〕

ま
つ
り
運
営
に
対
す
る
協
賛
の
お
礼

と
し
て
、ま
つ
り
記
念
タ
オ
ル
を
配って

い
ま
す（
協
賛
一
口
　
４
０
０
円
）。

　
皆
さ
ん
の
協
賛
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
お
お
の
山
城
大
文

字
ま
つ
り
委
員
会
事
務
局（
（
一

社
）大
野
城
市
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
協

議
会
内
）　
☎（
５
７
４
）６
６
７
７

　（
５
５
８
）１
３
０
４

献
血
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

（
市
商
工
会
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
血
液
は
長
期
保
存
が
で
き
な
い
た

め
、
一
人
で
も
多
く
の
献
血
者
が
必

要
で
す
。協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
　
７
月
４
日
㈮
　
午
前
10
時
〜

午
後
0
時
半・午
後
1
時
半
〜
4
時

会
場
　
ま
ど
か
ぴ
あ

問
い
合
わ
せ
先
　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
課

福
祉
政
策
担
当
　
☎（
５
８
０
）１

８
５
１

運
送
事
業
者
等
支
援
金
を
交

付
し
ま
す

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
原
油
価
格
の
高
騰
に
よ
り
影
響
を

受
け
て
い
る
運
送
事
業
者
な
ど
に
対

し
、車
両
数
に
応
じ
た
支
援
金
を
交

付
し
ま
す
。

対
象
者
　
次
の
全
て
の
要
件
に
当
て

は
ま
る
法
人
ま
た
は
個
人
事
業
主

◇
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
、
一
般

乗
合
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
、

一
般
貸
切
旅
客
自
動
車
運
送
事

業
、
一
般
乗
用
旅
客
自
動
車
運

送
事
業
、自
動
車
運
転
代
行
業

の
い
ず
れ
か
ま
た
は
複
数
を
営
ん

で
い
る
。

◇
市
内
に
本
社
、支
社
、営
業
所
等

が
あ
り
、運
送
事
業
に
必
要
な
許

可
ま
た
は
認
可
を
全
て
有
し
て

い
る
。

◇
申
請
後
も
市
内
で
運
送
事
業
を

継
続
す
る
意
思
が
あ
る
。

対
象
車
両
　
次
の
要
件
を
全
て
満
た

す
も
の

◇
運
送
事
業
の
た
め
に
所
有
ま
た

は
リ
ー
ス
契
約
し
て
い
る（
二
輪
、

特
殊
、被
け
ん
引
車
を
除
く
）。

◇
車
検
証
の「
使
用
の
本
拠
」が
市

内
で
あ
る
。

◇
車
検
証
の
区
分
が「
事
業
用
」で

あ
る（
運
転
代
行
業
を
除
く
）。

◇
電
気
の
み
を
動
力
源
と
し
な
い

内
燃
機
関
を
有
し
て
い
る
。

支
援
金
額

１
台
当
た
り
２
〜
４
万

円（
車
両
区
分
に
よって
異
な
り
ま

す
。）

申
請
方
法
　
必
要
書
類
を
郵
送

申
請
期
限
９
月
30
日
㈫（
消
印
有
効
）

※
詳
し
い
内
容
や
必
要
書
類
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

申
請
と
問
い
合
わ
せ
先
　
運
送
事
業

等
支
援
事
業
専
用
窓
口〔
〒
８
１

６‐８
５
１
０
　
大
野
城
市
曙
町
２‐

２‐１
　
市
役
所
産
業
振
興
課
内
〕

☎（
5
8
0
）1
8
7
9

（
受
付
時
間
　
午
前
９
時
〜
正
午・

午
後
１
時
〜
４
時
）

相
続・登
記・遺
言・任
意
後
見

等
の
無
料
相
談
会（
要
予
約
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

日
時
　
６
月
20
日
㈮
　
午
前
９
時
〜

正
午

会
場
　
中
央
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

２
階
　
談
話
室

内
容

◇
相
続
◇
登
記
◇
遺
言
◇

任
意
後
見
◇
家
族
信
託
◇
外
国

人
ビ
ザ
◇
相
続
土
地
国
庫
帰
属
◇

遺
言
書
必
要
度
診
断
　
な
ど

定
員
　
５
組
程
度

相
談
員
　
中
村
圭一さ
ん（
司
法
書

士・行
政
書
士
）

申
込
方
法
　
電
話

申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
先
　
司
法

書
士・行
政
書
士
Ｋ
１
オ
フ
ィ
ス
　

☎（
９
８
６
）１
５
０
０

　
　

行
政
書
士
に
よ
る
相
続・遺
言・

成
年
後
見
等
に
つ
い
て
の
無
料

相
談
会（
予
約
不
要
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

日
時
　
６
月
26
日
㈭
　
午
後
１
時
〜

４
時

会
場
　
ま
ど
か
ぴ
あ
　
３
０
２
会
議
室

内
容
　
◇
相
続
◇
遺
言
◇
成
年
後
見

な
ど

問
い
合
わ
せ
先
（
公
社
）コ
ス
モ
ス

成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
福

岡
県
支
部
　
江
上
　
☎（
６
４
１
）

２
５
０
１

相
続・遺
言・生
前
贈
与
等
に
関

す
る
無
料
相
談
会（
要
予
約
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

日
時
　
６
月
28
日
㈯
　
午
後
１
時
〜

４
時
半

会
場
　
ま
ど
か
ぴ
あ
　
３
０
２
会
議
室

内
容
　
◇
相
続
◇
遺
言
◇
生
前
贈
与

◇
名
義
変
更
　
な
ど

相
談
員
　
行
政
書
士

申
込
方
法
　
電
話

申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
先
　
き
き
ょ

う
の
会
　
中
村
　
☎（
９
２
６
）７

１
０
２

筑
紫
地
区
人
権（
悩
み
ご
と
）相
談

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

期
日・会
場
　
◇
７
月
１
日
㈫
　
春

日
市
役
所
◇
７
月
３
日
㈭
　
大
野

城
市
役
所
新
館
２
階
　
こ
ど
も
家

庭
セ
ン
タ
ー
横
相
談
室
◇
７
月
８

日
㈫
　
博
多
南
駅
ビ
ル
◇
７
月
９

日
㈬
　
筑
紫
野
市
役
所
◇
７
月
11

日
㈮
　
太
宰
府
市
役
所

時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

内
容
　
◇
い
じ
め
◇
差
別
◇
暴
力
◇

虐
待
◇
名
誉
き
損
◇
近
隣
の
も
め

ご
と
◇
家
庭
内
の
も
め
ご
と
◇
セ

ク
ハラ・ス
ト
ー
カ
ー
　
な
ど

相
談
員
　
人
権
擁
護
委
員

※
福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局
で
は
、職

員
が
毎
日（
土・日
曜
日
、祝
日
を

除
く
）、人
権
擁
護
委
員
が
月・水・

金
曜
日
に
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

全
国
共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
　

☎
０
５
７
０（
０
０
３
）１
１
０

問
い
合
わ
せ
先
　
福
岡
法
務
局
筑
紫
支

局
総
務
課
　
☎（
９
２
２
）２
８
８
１

市
民
後
見
人
養
成
研
修
会

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

対
象
者

次
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
人

◇
18
歳
以
上
で
県
内
在
住
◇
今
年

度
中
に
全
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
受
講
で

き
る
◇
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
に

登
録
し
、法
人
後
見
ま
た
は
日
常
生

活
自
立
支
援
事
業
に
従
事
で
き
る

日
時
　
◇
第
１
回
　
７
月
19
日
㈯
〜

９
月
20
日
㈯
◇
第
２
回
　
10
月
25

日
㈯
〜
12
月
20
日
㈯

※
一
部
を
除
き
、土
曜
日
開
催
で
８
日

間
実
施
。詳
し
い
日
程・時
間
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

会
場
　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム「
Ｚｏ

ｏｍ
」に
よ
る
開
催

※
６
日
目
の
み
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

で
の
集
合
研
修

内
容
　
成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
法

律
や
制
度
、実
務
の
講
義

定
員
　
各
25
人（
先
着
順
）

※
市
か
ら
は
各
回
合
わ
せ
て
５
人
ま
で

申
込
方
法
電
話

申
込
締
切
　
◇
第
１
回
　
６
月
30
日

㈪
◇
第
２
回
　
10
月
６
日
㈪
　

申
し
込
み
先
　
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎（
5
7
2
）7
7
0
0

問
い
合
わ
せ
先
　
福
岡
県
社
会
福
祉

協
議
会
　
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
　

☎（
５
８
４
）７
４
１
１

ガ
ス
溶
接
技
能
講
習

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

日
時
　
９
月
７
日
㈰・14
日
㈰（
２
日

間
）　
午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時
半

会
場
　
福
岡
地
区
職
業
訓
練
協
会

〔
福
岡
市
東
区
千
早
〕

内
容
　
労
働
安
全
衛
生
法
第
76
条
に

基
づ
く
講
習

定
員
20
人（
先
着
順
）

受
講
料
　
８
０
０
０
円（
材
料
代
、消

費
税
を
含
む
）、テ
キ
ス
ト
代
　
別

途
８
０
０
円

申
込
開
始
　
７
月
２
日
㈬
　
午
前
９
時

申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
先
　
職
業

訓
練
法
人
福
岡
地
区
職
業
訓
練
協

会
　
☎（
６
７
１
）６
８
３
１
　
　

（
６
７
２
）２
１
３
３

お
お
の
じ
ょ
う
緑
の
ト
ラ
ス
ト

運
動

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

平
日
森
林
整
備
活
動

日
時
　
６
月
18
日
㈬
　
午
前
９
時
半
〜

11
時
半（
雨
天
中
止
）

会
場
　
牛
頸
共
生
の
森〔
龍
華
霊
園

よ
り
１
０
０ｍ
先
左
側
〕

内
容
　
自
然
保
護
活
動（
下
草
刈
り
）

必
要
な
も
の
　
◇
帽
子
◇
タ
オ
ル
◇

飲
み
物

服
装
　
動
き
や
す
く
汚
れ
て
も
良
い
服

問
い
合
わ
せ
先
　（
公
財
）お
お
の

じ
ょ
う
緑
の
ト
ラ
ス
ト
協
会
　
☎

（
５
５
８
）１
７
５
０

映
画
上
映
会「
大
き
な
家
」

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

日
時

７
月
13
日
㈰
　
午
後
１
時
開

演（
午
後
０
時
半
開
場
）

会
場

筑
紫
野
市
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
さ
ん
あ
い
ホ
ー
ル

内
容
◇
児
童
養
護
施
設
で
暮
ら
す

子
ど
も
た
ち
の
日
常
を
描
い
た
映

画
上
映
◇
養
育
里
親
を
招
い
て
の

ト
ー
ク
セッ
ション

※
予
約
制

申
込
方
法
◇
電
話
◇
メ
ー
ル（
氏
名
、

参
加
人
数
、電
話
番
号（
任
意
）、映

画
希
望
な
ど
を
記
入
）◇
キ
ー
ア

セッ
ト
福
岡
県
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
先
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
キ
ー
ア
セ
ッ
ト
　
福
岡
県
里

親
支
援
セ
ン
タ
ー
ウェル
ツ
リ
ー
　

☎（
４
０
６
）８
６
３
４

kiiasetto.fukuoka@
kiias

etto.or.jp

夏
休
み
特
別
企
画

大
野
城
ま
る
っ
と
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

市
内
で
活
躍
す
る
作
家
や
事
業
所

が
企
画
し
た
、夏
休
み
の
特
別
な

ワ
ー
ク
ショッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。子

ど
も
対
象
の
ワ
ー
ク
ショッ
プ
か
ら
大

人
向
け
ま
で
、合
計
17
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
の
予
約
、問
い
合

わ
せ
は
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
主
催
者
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

期
間

7
月
16
日
㈬
〜
8
月
30
日
㈯

内
容
　
◇
ロ
ー
ズ
ウォ
ー
タ
ー
蒸
留
体

験
◇
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
ク
ッ
キ
ー
◇

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
◇
シ
ニ
ア
い
き
い
き

体
操
◇
バ
リ
ス
タ
体
験
◇
出
張
写

真
館
◇
浴
衣
着
付
け
◇
モ
ー
ル

ア
ー
ト
◇
婚
活
相
談
◇
カ
ラ
ー
セ
ラ

ピ
ー
ア
ー
ト
　
な
ど

※
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、7
月
1
日
発
行
フ

リ
ー
ペー
パ
ー「onojo

」ま
た
は
、市

に
ぎ
わ
い
づ
く
り
協
議
会
ホ
ー
ム

ペー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
対
象
年
齢
、開
催
日
、参
加
費
は
、プ

ログ
ラ
ムに
よって
異
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

（
一
社
）市
に
ぎ
わ

い
づ
く
り
協
議
会
　
☎（
5
5
8
）

1
3
0
3

※
会
場
で
の
無
料
相
談
の
後
に
、
書

類
作
成
や
ト
ラ
ブ
ル
解
決
な
ど
に

移
る
と
費
用
が
発
生
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
主
催
者
に
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

相
談

お
知
ら
せ

※
受
講
料
の
記
述
の
な
い
講
習
・

教
室
は
無
料

講
習
・
講
座

※
費
用
の
記
述
の
な
い
イ
ベン
ト
は

無
料

イ
ベ
ン
ト

市にぎわい
づくり協議会
ホームページ

市ホームページ

県社会福祉協議会
ホームページ

キーアセット
ホームページ
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お知らせコーナー
第
43
回
お
お
の
山
城
大
文
字

ま
つ
り
記
念
タ
オ
ル
デ
ザ
イ
ン

決
定

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
９
月
27
日
㈯・28
日
㈰
に
第
43
回
お

お
の
山
城
大
文
字
ま
つ
り
を
行
い
ま
す
。

厳
正
な
審
査
の
結
果
、タ
オ
ル
の
デ
ザ

イ
ン
を
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

入
選
山
﨑
聖
来
さ
ん〔
埼
玉
県
在
住
〕

佳
作
　
◇
林
　
日
々
輝
さ
ん〔
市
内
在
住
〕

◇
上
田
菜
月
さ
ん〔
市
内
在
住
〕

ま
つ
り
運
営
に
対
す
る
協
賛
の
お
礼

と
し
て
、ま
つ
り
記
念
タ
オ
ル
を
配って

い
ま
す（
協
賛
一
口
　
４
０
０
円
）。

　
皆
さ
ん
の
協
賛
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
お
お
の
山
城
大
文

字
ま
つ
り
委
員
会
事
務
局（
（
一

社
）大
野
城
市
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
協

議
会
内
）　
☎（
５
７
４
）６
６
７
７

　（
５
５
８
）１
３
０
４

献
血
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

（
市
商
工
会
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
血
液
は
長
期
保
存
が
で
き
な
い
た

め
、
一
人
で
も
多
く
の
献
血
者
が
必

要
で
す
。協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
　
７
月
４
日
㈮
　
午
前
10
時
〜

午
後
0
時
半・午
後
1
時
半
〜
4
時

会
場
　
ま
ど
か
ぴ
あ

問
い
合
わ
せ
先
　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
課

福
祉
政
策
担
当
　
☎（
５
８
０
）１

８
５
１

運
送
事
業
者
等
支
援
金
を
交

付
し
ま
す

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
原
油
価
格
の
高
騰
に
よ
り
影
響
を

受
け
て
い
る
運
送
事
業
者
な
ど
に
対

し
、車
両
数
に
応
じ
た
支
援
金
を
交

付
し
ま
す
。

対
象
者
　
次
の
全
て
の
要
件
に
当
て

は
ま
る
法
人
ま
た
は
個
人
事
業
主

◇
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
、
一
般

乗
合
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
、

一
般
貸
切
旅
客
自
動
車
運
送
事

業
、
一
般
乗
用
旅
客
自
動
車
運

送
事
業
、自
動
車
運
転
代
行
業

の
い
ず
れ
か
ま
た
は
複
数
を
営
ん

で
い
る
。

◇
市
内
に
本
社
、支
社
、営
業
所
等

が
あ
り
、運
送
事
業
に
必
要
な
許

可
ま
た
は
認
可
を
全
て
有
し
て

い
る
。

◇
申
請
後
も
市
内
で
運
送
事
業
を

継
続
す
る
意
思
が
あ
る
。

対
象
車
両
　
次
の
要
件
を
全
て
満
た

す
も
の

◇
運
送
事
業
の
た
め
に
所
有
ま
た

は
リ
ー
ス
契
約
し
て
い
る（
二
輪
、

特
殊
、被
け
ん
引
車
を
除
く
）。

◇
車
検
証
の「
使
用
の
本
拠
」が
市

内
で
あ
る
。

◇
車
検
証
の
区
分
が「
事
業
用
」で

あ
る（
運
転
代
行
業
を
除
く
）。

◇
電
気
の
み
を
動
力
源
と
し
な
い

内
燃
機
関
を
有
し
て
い
る
。

支
援
金
額

１
台
当
た
り
２
〜
４
万

円（
車
両
区
分
に
よって
異
な
り
ま

す
。）

申
請
方
法
　
必
要
書
類
を
郵
送

申
請
期
限
９
月
30
日
㈫（
消
印
有
効
）

※
詳
し
い
内
容
や
必
要
書
類
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

申
請
と
問
い
合
わ
せ
先
　
運
送
事
業

等
支
援
事
業
専
用
窓
口〔
〒
８
１

６‐８
５
１
０
　
大
野
城
市
曙
町
２‐

２‐１
　
市
役
所
産
業
振
興
課
内
〕

☎（
5
8
0
）1
8
7
9

（
受
付
時
間
　
午
前
９
時
〜
正
午・

午
後
１
時
〜
４
時
）

相
続・登
記・遺
言・任
意
後
見

等
の
無
料
相
談
会（
要
予
約
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

日
時
　
６
月
20
日
㈮
　
午
前
９
時
〜

正
午

会
場
　
中
央
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

２
階
　
談
話
室

内
容

◇
相
続
◇
登
記
◇
遺
言
◇

任
意
後
見
◇
家
族
信
託
◇
外
国

人
ビ
ザ
◇
相
続
土
地
国
庫
帰
属
◇

遺
言
書
必
要
度
診
断
　
な
ど

定
員
　
５
組
程
度

相
談
員
　
中
村
圭一さ
ん（
司
法
書

士・行
政
書
士
）

申
込
方
法
　
電
話

申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
先
　
司
法

書
士・行
政
書
士
Ｋ
１
オ
フ
ィ
ス
　

☎（
９
８
６
）１
５
０
０

　
　

行
政
書
士
に
よ
る
相
続・遺
言・

成
年
後
見
等
に
つ
い
て
の
無
料

相
談
会（
予
約
不
要
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

日
時
　
６
月
26
日
㈭
　
午
後
１
時
〜

４
時

会
場
　
ま
ど
か
ぴ
あ
　
３
０
２
会
議
室

内
容
　
◇
相
続
◇
遺
言
◇
成
年
後
見

な
ど

問
い
合
わ
せ
先
（
公
社
）コ
ス
モ
ス

成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
福

岡
県
支
部
　
江
上
　
☎（
６
４
１
）

２
５
０
１

相
続・遺
言・生
前
贈
与
等
に
関

す
る
無
料
相
談
会（
要
予
約
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

日
時
　
６
月
28
日
㈯
　
午
後
１
時
〜

４
時
半

会
場
　
ま
ど
か
ぴ
あ
　
３
０
２
会
議
室

内
容
　
◇
相
続
◇
遺
言
◇
生
前
贈
与

◇
名
義
変
更
　
な
ど

相
談
員
　
行
政
書
士

申
込
方
法
　
電
話

申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
先
　
き
き
ょ

う
の
会
　
中
村
　
☎（
９
２
６
）７

１
０
２

筑
紫
地
区
人
権（
悩
み
ご
と
）相
談

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

期
日・会
場
　
◇
７
月
１
日
㈫
　
春

日
市
役
所
◇
７
月
３
日
㈭
　
大
野

城
市
役
所
新
館
２
階
　
こ
ど
も
家

庭
セ
ン
タ
ー
横
相
談
室
◇
７
月
８

日
㈫
　
博
多
南
駅
ビ
ル
◇
７
月
９

日
㈬
　
筑
紫
野
市
役
所
◇
７
月
11

日
㈮
　
太
宰
府
市
役
所

時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

内
容
　
◇
い
じ
め
◇
差
別
◇
暴
力
◇

虐
待
◇
名
誉
き
損
◇
近
隣
の
も
め

ご
と
◇
家
庭
内
の
も
め
ご
と
◇
セ

ク
ハラ・ス
ト
ー
カ
ー
　
な
ど

相
談
員
　
人
権
擁
護
委
員

※
福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局
で
は
、職

員
が
毎
日（
土・日
曜
日
、祝
日
を

除
く
）、人
権
擁
護
委
員
が
月・水・

金
曜
日
に
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

全
国
共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
　

☎
０
５
７
０（
０
０
３
）１
１
０

問
い
合
わ
せ
先
　
福
岡
法
務
局
筑
紫
支

局
総
務
課
　
☎（
９
２
２
）２
８
８
１

市
民
後
見
人
養
成
研
修
会

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

対
象
者

次
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
人

◇
18
歳
以
上
で
県
内
在
住
◇
今
年

度
中
に
全
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
受
講
で

き
る
◇
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
に

登
録
し
、法
人
後
見
ま
た
は
日
常
生

活
自
立
支
援
事
業
に
従
事
で
き
る

日
時
　
◇
第
１
回
　
７
月
19
日
㈯
〜

９
月
20
日
㈯
◇
第
２
回
　
10
月
25

日
㈯
〜
12
月
20
日
㈯

※
一
部
を
除
き
、土
曜
日
開
催
で
８
日

間
実
施
。詳
し
い
日
程・時
間
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

会
場
　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム「
Ｚｏ

ｏｍ
」に
よ
る
開
催

※
６
日
目
の
み
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

で
の
集
合
研
修

内
容
　
成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
法

律
や
制
度
、実
務
の
講
義

定
員
　
各
25
人（
先
着
順
）

※
市
か
ら
は
各
回
合
わ
せ
て
５
人
ま
で

申
込
方
法
電
話

申
込
締
切
　
◇
第
１
回
　
６
月
30
日

㈪
◇
第
２
回
　
10
月
６
日
㈪
　

申
し
込
み
先
　
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎（
5
7
2
）7
7
0
0

問
い
合
わ
せ
先
　
福
岡
県
社
会
福
祉

協
議
会
　
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
　

☎（
５
８
４
）７
４
１
１

ガ
ス
溶
接
技
能
講
習

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

日
時
　
９
月
７
日
㈰・14
日
㈰（
２
日

間
）　
午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時
半

会
場
　
福
岡
地
区
職
業
訓
練
協
会

〔
福
岡
市
東
区
千
早
〕

内
容
　
労
働
安
全
衛
生
法
第
76
条
に

基
づ
く
講
習

定
員
20
人（
先
着
順
）

受
講
料
　
８
０
０
０
円（
材
料
代
、消

費
税
を
含
む
）、テ
キ
ス
ト
代
　
別

途
８
０
０
円

申
込
開
始
　
７
月
２
日
㈬
　
午
前
９
時

申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
先
　
職
業

訓
練
法
人
福
岡
地
区
職
業
訓
練
協

会
　
☎（
６
７
１
）６
８
３
１
　
　

（
６
７
２
）２
１
３
３

お
お
の
じ
ょ
う
緑
の
ト
ラ
ス
ト

運
動

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

平
日
森
林
整
備
活
動

日
時
　
６
月
18
日
㈬
　
午
前
９
時
半
〜

11
時
半（
雨
天
中
止
）

会
場
　
牛
頸
共
生
の
森〔
龍
華
霊
園

よ
り
１
０
０ｍ
先
左
側
〕

内
容
　
自
然
保
護
活
動（
下
草
刈
り
）

必
要
な
も
の
　
◇
帽
子
◇
タ
オ
ル
◇

飲
み
物

服
装
　
動
き
や
す
く
汚
れ
て
も
良
い
服

問
い
合
わ
せ
先
　（
公
財
）お
お
の

じ
ょ
う
緑
の
ト
ラ
ス
ト
協
会
　
☎

（
５
５
８
）１
７
５
０

映
画
上
映
会「
大
き
な
家
」

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

日
時

７
月
13
日
㈰
　
午
後
１
時
開

演（
午
後
０
時
半
開
場
）

会
場

筑
紫
野
市
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
さ
ん
あ
い
ホ
ー
ル

内
容
◇
児
童
養
護
施
設
で
暮
ら
す

子
ど
も
た
ち
の
日
常
を
描
い
た
映

画
上
映
◇
養
育
里
親
を
招
い
て
の

ト
ー
ク
セッ
ション

※
予
約
制

申
込
方
法
◇
電
話
◇
メ
ー
ル（
氏
名
、

参
加
人
数
、電
話
番
号（
任
意
）、映

画
希
望
な
ど
を
記
入
）◇
キ
ー
ア

セッ
ト
福
岡
県
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
先
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
キ
ー
ア
セ
ッ
ト
　
福
岡
県
里

親
支
援
セ
ン
タ
ー
ウェル
ツ
リ
ー
　

☎（
４
０
６
）８
６
３
４

kiiasetto.fukuoka@
kiias

etto.or.jp

夏
休
み
特
別
企
画

大
野
城
ま
る
っ
と
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

市
内
で
活
躍
す
る
作
家
や
事
業
所

が
企
画
し
た
、夏
休
み
の
特
別
な

ワ
ー
ク
ショッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。子

ど
も
対
象
の
ワ
ー
ク
ショッ
プ
か
ら
大

人
向
け
ま
で
、合
計
17
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
の
予
約
、問
い
合

わ
せ
は
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
主
催
者
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

期
間

7
月
16
日
㈬
〜
8
月
30
日
㈯

内
容
　
◇
ロ
ー
ズ
ウォ
ー
タ
ー
蒸
留
体

験
◇
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
ク
ッ
キ
ー
◇

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
◇
シ
ニ
ア
い
き
い
き

体
操
◇
バ
リ
ス
タ
体
験
◇
出
張
写

真
館
◇
浴
衣
着
付
け
◇
モ
ー
ル

ア
ー
ト
◇
婚
活
相
談
◇
カ
ラ
ー
セ
ラ

ピ
ー
ア
ー
ト
　
な
ど

※
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、7
月
1
日
発
行
フ

リ
ー
ペー
パ
ー「onojo

」ま
た
は
、市

に
ぎ
わ
い
づ
く
り
協
議
会
ホ
ー
ム

ペー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
対
象
年
齢
、開
催
日
、参
加
費
は
、プ

ログ
ラ
ムに
よって
異
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

（
一
社
）市
に
ぎ
わ

い
づ
く
り
協
議
会
　
☎（
5
5
8
）

1
3
0
3

※
会
場
で
の
無
料
相
談
の
後
に
、
書

類
作
成
や
ト
ラ
ブ
ル
解
決
な
ど
に

移
る
と
費
用
が
発
生
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
主
催
者
に
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

相
談

お
知
ら
せ

※
受
講
料
の
記
述
の
な
い
講
習
・

教
室
は
無
料

講
習
・
講
座

※
費
用
の
記
述
の
な
い
イ
ベン
ト
は

無
料

イ
ベ
ン
ト

市にぎわい
づくり協議会
ホームページ

市ホームページ

県社会福祉協議会
ホームページ

キーアセット
ホームページ

2025年６月15日号 242025年６月15日号25 大野城市役所  〒816-8510 大野城市曙町2-2-1  コールセンター・（代）☎（501）2211  （501）2394 ☎　   市外局番の記載のない場合は全て（092）です。
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大
文
字

医療機関を受診すべきか迷ったときは
救急医療情報センター　☎（471）0099 または ☎＃7119
小児救急医療電話相談　☎＃8000

休日当番医 【診療時間】  午前９時～午後５時

◆急患の場合に限ります。
◆当番医は変更されることがあるため事前に病院へ確
認してください。掲載していない休日当番医と夜間当
番医についても、次のいずれかで確かめてください。

市ホームページ→
消防署　☎（584）1191
　市役所　☎（501）2211

■大野城市役所

市役所・地域行政センターのご案内

■地域行政センター（コミュニティセンター内）
【開館時間】午前９時～午後９時
【休館日】毎月第3火曜日(祝日の場合はその次の平日)、

年末年始(12月28日～１月４日）
南地域行政センター ☎（596）0917 中央地域行政センター ☎（573）3151
東地域行政センター ☎（504）1433 北地域行政センター ☎（513）0226

https://www.city.onojo.fukuoka.jp/
広報は市ホームページでも見ることができます。

【開庁時間】平日午前８時半～午後５時、週末窓口サービス第２・４土曜日午前９
時半～午後０時半
【閉庁日】土・日曜日、祝日、年末年始（12月29日～１月３日）
【コールセンター】毎日午前８時～午後９時
☎（501）2211／    （501）2394　　 cc@city.onojo.fukuoka.jp

水道漏水修理業者
市指定業者が当番で対応します。共同住宅の親メーターよりも建物側での漏水は、共同住宅の管理者に相談してください。
◆下大利団地（UR都市機構）：㈱西日本住宅サービス　☎（865）4961　休日・12月29日～１月３日・時間外は日本総合住生活㈱　☎（861）2525
◆月の浦県営住宅：福岡県住宅供給公社　☎（713）1683　休日・12月29日～１月３日・時間外は県営住宅緊急通報受信センター　☎（751）9686
◆公道での漏水：上下水道工務課水道・浄水担当　☎（580）1925　休日・12月29日～１月３日・時間外は市役所コールセンター　☎（501）2211

大野城市宅内漏水修理当番業者 受付時間　午前８時半～午後５時☎（595）1486

駐車場は台数に限りがありますので、できる限り公共交通機関を利用してください。

※○申は申し込みが必要です。申済

申済

は発行日時点で申込受付終了。

筑紫地区小児救急診療体制

※上記診療時間内でも状況により、小児科医ではない救急診療 
　部の医師が診療する場合があります。
※受け付けは全て午後９時までですが、病院の状況によっては
　早めに終了する場合があります。
※対象年齢については、事前に病院へ問い合わせてください。

月・水・金曜日

火・木・土曜日

上記曜日の祝日
日曜日

上記曜日の祝日

午後５時～９時半

午後５時～９時半

午前９時～午後９時半

午前９時～午後９時半
福岡大学
筑紫病院

福岡
徳洲会
病院

筑紫野市俗明院
１-１-１
☎（921）1011

春日市須玖北
４-５
☎（573）6622

診療時間曜日 住所・電話番号医療機関

18㈬ まどかぴあ休館日

25㈬ 3歳児健診〔れいわこども情報センター〕

19㈭ まどかパーク、赤坂・旭ヶ丘テニスコート休館日

17㈫ 各コミュニティセンター休館日

ここふる体験工房「折り染めうちわ作り」〔心のふるさと館〕

21㈯ ここふるワークショップ「七夕かざりを作ろう！」〔心のふるさと館〕（～6/22㈰）
園庭開放〔大野南保育所〕

23㈪ 粗大ごみ申込締切（７月収集分）
心のふるさと館休館日

24㈫ 母親教室〔れいわこども情報センター〕
環境整備サポーター事業（水城跡）〔集合　水城ゆめ広場〕

16㈪ 心のふるさと館休館日
15㈰ ここふるワークショップ「七夕かざりを作ろう！」〔心のふるさと館〕

22㈰

29㈰

20㈮

26㈭
27㈮

納期限（市県民税１期・国民健康保険税１期・介護保険料１期・
後期高齢者医療保険料随時・保育料・上下水道料金・市営住宅）
心のふるさと館休館日

30㈪

園庭開放〔筒井保育所〕
週末窓口サービス〔大野城市役所〕
しょうわキッズデイ〔心のふるさと館〕（～6/29㈰）
市民星空観望会「細い月をみよう」〔北コミュニティセンター〕

28㈯

梅
雨
の
時
期
に
な
る
と
、
街
の

あ
ち
こ
ち
で
あ
じ
さ
い
が
き
れ
い

に
咲
い
て
い
る
の
を
見
か
け
ま
す
。

よ
く
見
る
と
、
色
も
形
も
本
当

に
さ
ま
ざ
ま
で
、そ
れ
ぞ
れ
に
違
っ

た
魅
力
が
あって
面
白
い
で
す
。

私
が
花
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
昨
年
の
春
、
友
人

に
誘
わ
れ
て
訪
れ
た
花
園
が
きっか

け
で
し
た
。
そ
の
と
き
、
花
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
り
、
ひ
と

つ
ひ
と
つ
が
異
な
る
表
情
を
見
せ

て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
そ

れ
以
来
、
道
ば
た
の
小
さ
な
花
や
、

家
の
軒
先
に
飾
ら
れ
た
花
に
も
自

然
と
目
が
向
く
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
何
気
な
く
通
り
過

ぎ
て
い
た
景
色
の
中
に
、
こ
ん
な

に
も
色
と
り
ど
り
の
花
が
咲
い
て

い
た
の
だ
と
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

　
歳
を
重
ね
る
う
ち
に
、
自
分
の

好
き
な
も
の
だ
け
に
目
を
向
け
が

ち
に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
は
世

界
は
ど
ん
ど
ん
狭
く
な
って
し
ま

う
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
新
し
い
こ

と
に
挑
戦
し
、
ま
だ
見
ぬ
美
し
い

も
の
に
触
れ
る
こ
と
で
、
心
が
豊

か
に
な
る
こ
と
を
改
め
て
実
感
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
視
野

を
広
げ
、
新
し
い
発
見
を
楽
し

み
な
が
ら
過
ご
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。  

　
　
　
　
　  

◯N

受診医療機関の相談は、福岡県救急医療電話相談 ☎#7119
に連絡してください。

歯科休日急患診療
【診療時間】  午前９時～午後１時
ちくし休日急患歯科診療所〔春日市〕　☎（571）0118
※日曜日、祝日、お盆、年末年始の歯科休診に対応しています。
※診療先は変更となる場合がありますので、事前に連絡をして
　受診してください。

内：目野内科クリニック〔那珂川市〕

内・外：自衛隊福岡病院〔春日市〕

外：中村整形外科医院〔春日市〕

☎（951）3377

☎（581）0431

☎（575）5050

15日（日）

内：帆足医院〔筑紫野市〕

内・外：福岡大学筑紫病院〔筑紫野市〕

外：たかやま肛門・胃腸・外科クリニック〔筑紫野市〕

☎（922）2746

☎（921）1011

☎（925）7822

22日（日）

内：クリニックみらい〔筑紫野市〕

内：丸山病院〔太宰府市〕

外：上野脳神経外科クリニック〔筑紫野市〕

外：諸岡整形外科病院〔那珂川市〕

☎（926）1100

☎（922）9001

☎（927）3555

☎（952）8888

29日（日）

交通人身事故
死者数
傷者数
自転車

高齢者（65歳以上）
飲酒運転

刑法犯認知件数※
火災発生

26
0
38
7
8
0
78
0

2
－1
11
1
0
－1
12
－2

95
0

121
30
27
0

206
0

4月中 令和7年累計昨年同月比 ※刑法犯認知件数につ
いては、福岡県警察本
部の情報提供を基に
しています。

交通事故・刑法犯認知件数・火災発生件数（市内分）交通事故・刑法犯認知件数・火災発生件数（市内分）

放
送
大
学
　
10
月
入
学
生
募
集

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
放
送
大
学
は
、Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
授
業

を
行
う
、国
が
つ
く
っ
た
通
信
制
の
大

学
で
す
。10
代
か
ら
1
0
0
歳
代
の
幅

広
い
世
代
の
学
生
が
、さ
ま
ざ
ま
な
目

的
で
学
ん
で
い
ま
す
。

　
心
理
学
、福
祉
、経
済
な
ど
幅
広
い

分
野
の
科
目
３
０
０
以
上
を
、１
科
目

か
ら
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

募
集
期
間

◇
第
１
回
募
集
　
６

月
10
日
㈫
〜
８
月
29
日
㈮
◇
第
２

回
募
集
　
８
月
30
日
㈯
〜
９
月
11

日
㈭

資
料
請
求
と
問
い
合
わ
せ
先
　
放
送

大
学
福
岡
学
習
セ
ン
タ
ー
　
☎（
５

８
５
）３
０
３
３

第
43
回
お
お
の
山
城
大
文
字

ま
つ
り（
９
月
27
日
㈯・28
日
㈰
）

Ｃ
Ｍ
動
画
募
集

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
の
大
型
ス
ク
リ
ー

ン
で
、企
業
や
団
体
の
Ｐ
Ｒ
動
画
を
流

し
ま
せ
ん
か
。

30
秒
程
度
の
Ｃ
Ｍ
を
、１
日
数
回

放
映
し
ま
す
。（
２
日
間
）

料
金
　
1
団
体
　
2
万
円

申
込
期
限
　
7
月
18
日
㈮

※
詳
し
く
は
、市
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
協

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
（
一
社
）市
に
ぎ
わ

い
づ
く
り
協
議
会
　
☎（
5
5
8
）

1
3
0
3

onojonigiwai@onojo-nigiwa
i.net

大
野
城
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
長

杯
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会（
マ
マ

さ
ん
の
部
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

対
象
者

市
内
在
住
も
し
く
は
大
野

城
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
登
録

チ
ー
ム

※
独
身
者
は
コ
ー
ト
内
３
人
ま
で
と

し
、前
衛
は
１
人
ま
で
と
す
る
。

日
時
　
７
月
13
日
㈰
　
午
前
９
時
〜

会
場

◇
東
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◇
南
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
◇
北

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
◇
御
笠
の

森
小
学
校

参
加
費
　
◇
市
内
　
３
０
０
０
円

◇
市
外
　
４
０
０
０
円

※
傷
害
保
険
は
各
自
で
加
入

申
込
方
法
　
◇
メ
ー
ル
◇
Ｆ
Ａ
Ｘ（
協

会
指
定
の
申
込
用
紙
）

申
込
期
限
　
６
月
27
日
㈮

申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
先
　
大
会

事
務
局
　
小
嶋
愛
子
　
　
０
９
０

（
５
０
２
６
）９
５
０
４
／
　（
５
０

１
）４
６
６
２

fukuoka.ova2022@gmail.com

夏
休
み

ジ
ュニ
ア
ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

対
象
者

市
内
在
住
の
小
学
生

※
小
学
３
年
生
以
下
は
、保
護
者
の

送
迎
が
必
要

期
日
◇
Ａ
コ
ー
ス
　
７
月
30
日
㈬・31

日
㈭（
２
日
間
）◇
Ｂ
コ
ー
ス
　
８

月
６
日
㈬・７
日
㈭（
２
日
間
）

時
間
　
午
後
４
時
〜
５
時
半

会
場
　
フ
ラ
ワ
ー
ボ
ウ
ル〔
福
岡
市

博
多
区
銀
天
町
〕

参
加
費
　
２
日
間
で
５
０
０
円（
シュー

ズ
代
は
無
料
）

※
傷
害
保
険
は
各
自
で
加
入

定
員
　
各
コ
ー
ス
30
人（
先
着
順
）

申
込
方
法
　
電
話

申
込
期
限
　
７
月
29
日
㈫

申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
先
　
市
ボ

ウ
リ
ン
グ
協
会
事
務
局（
フ
ラ
ワ
ー

ボ
ウ
ル
内
）　
川
副
　
☎（
５
８

１
）０
１
２
２（
午
前
10
時
〜
午
後

６
時
）

ス
ポ
ー
ツ
募
集

※
費
用
の
記
述
の
な
い
事
業
は
無
料

募
集

市にぎわい
づくり協議会
ホームページ
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医療機関を受診すべきか迷ったときは
救急医療情報センター　☎（471）0099 または ☎＃7119
小児救急医療電話相談　☎＃8000

休日当番医 【診療時間】  午前９時～午後５時

◆急患の場合に限ります。
◆当番医は変更されることがあるため事前に病院へ確
認してください。掲載していない休日当番医と夜間当
番医についても、次のいずれかで確かめてください。

市ホームページ→
消防署　☎（584）1191

　市役所　☎（501）2211

■大野城市役所

市役所・地域行政センターのご案内

■地域行政センター（コミュニティセンター内）
【開館時間】午前９時～午後９時
【休館日】毎月第3火曜日(祝日の場合はその次の平日)、

年末年始(12月28日～１月４日）
南地域行政センター ☎（596）0917 中央地域行政センター ☎（573）3151
東地域行政センター ☎（504）1433 北地域行政センター ☎（513）0226

https://www.city.onojo.fukuoka.jp/
広報は市ホームページでも見ることができます。

【開庁時間】平日午前８時半～午後５時、週末窓口サービス第２・４土曜日午前９
時半～午後０時半
【閉庁日】土・日曜日、祝日、年末年始（12月29日～１月３日）
【コールセンター】毎日午前８時～午後９時
☎（501）2211／    （501）2394　　 cc@city.onojo.fukuoka.jp

水道漏水修理業者
市指定業者が当番で対応します。共同住宅の親メーターよりも建物側での漏水は、共同住宅の管理者に相談してください。
◆下大利団地（UR都市機構）：㈱西日本住宅サービス　☎（865）4961　休日・12月29日～１月３日・時間外は日本総合住生活㈱　☎（861）2525
◆月の浦県営住宅：福岡県住宅供給公社　☎（713）1683　休日・12月29日～１月３日・時間外は県営住宅緊急通報受信センター　☎（751）9686
◆公道での漏水：上下水道工務課水道・浄水担当　☎（580）1925　休日・12月29日～１月３日・時間外は市役所コールセンター　☎（501）2211

大野城市宅内漏水修理当番業者 受付時間　午前８時半～午後５時☎（595）1486

駐車場は台数に限りがありますので、できる限り公共交通機関を利用してください。

※○申は申し込みが必要です。申済

申済

は発行日時点で申込受付終了。

筑紫地区小児救急診療体制

※上記診療時間内でも状況により、小児科医ではない救急診療 
　部の医師が診療する場合があります。
※受け付けは全て午後９時までですが、病院の状況によっては
　早めに終了する場合があります。
※対象年齢については、事前に病院へ問い合わせてください。

月・水・金曜日

火・木・土曜日

上記曜日の祝日
日曜日

上記曜日の祝日

午後５時～９時半

午後５時～９時半

午前９時～午後９時半

午前９時～午後９時半
福岡大学
筑紫病院

福岡
徳洲会
病院

筑紫野市俗明院
１-１-１
☎（921）1011

春日市須玖北
４-５
☎（573）6622

診療時間曜日 住所・電話番号医療機関

18㈬ まどかぴあ休館日

25㈬ 3歳児健診〔れいわこども情報センター〕

19㈭ まどかパーク、赤坂・旭ヶ丘テニスコート休館日

17㈫ 各コミュニティセンター休館日

ここふる体験工房「折り染めうちわ作り」〔心のふるさと館〕

21㈯ ここふるワークショップ「七夕かざりを作ろう！」〔心のふるさと館〕（～6/22㈰）
園庭開放〔大野南保育所〕

23㈪ 粗大ごみ申込締切（７月収集分）
心のふるさと館休館日

24㈫ 母親教室〔れいわこども情報センター〕
環境整備サポーター事業（水城跡）〔集合　水城ゆめ広場〕

16㈪ 心のふるさと館休館日
15㈰ ここふるワークショップ「七夕かざりを作ろう！」〔心のふるさと館〕

22㈰

29㈰

20㈮

26㈭
27㈮

納期限（市県民税１期・国民健康保険税１期・介護保険料１期・
後期高齢者医療保険料随時・保育料・上下水道料金・市営住宅）
心のふるさと館休館日

30㈪

園庭開放〔筒井保育所〕
週末窓口サービス〔大野城市役所〕
しょうわキッズデイ〔心のふるさと館〕（～6/29㈰）
市民星空観望会「細い月をみよう」〔北コミュニティセンター〕

28㈯
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昨
年
の
春
、
友
人

に
誘
わ
れ
て
訪
れ
た
花
園
が
きっか

け
で
し
た
。
そ
の
と
き
、
花
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
り
、
ひ
と

つ
ひ
と
つ
が
異
な
る
表
情
を
見
せ

て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
そ

れ
以
来
、
道
ば
た
の
小
さ
な
花
や
、

家
の
軒
先
に
飾
ら
れ
た
花
に
も
自

然
と
目
が
向
く
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
何
気
な
く
通
り
過

ぎ
て
い
た
景
色
の
中
に
、
こ
ん
な

に
も
色
と
り
ど
り
の
花
が
咲
い
て

い
た
の
だ
と
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

　
歳
を
重
ね
る
う
ち
に
、
自
分
の

好
き
な
も
の
だ
け
に
目
を
向
け
が

ち
に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
は
世

界
は
ど
ん
ど
ん
狭
く
な
って
し
ま

う
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
新
し
い
こ

と
に
挑
戦
し
、
ま
だ
見
ぬ
美
し
い

も
の
に
触
れ
る
こ
と
で
、
心
が
豊

か
に
な
る
こ
と
を
改
め
て
実
感
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
視
野

を
広
げ
、
新
し
い
発
見
を
楽
し

み
な
が
ら
過
ご
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。  

　
　
　
　
　  

◯N

受診医療機関の相談は、福岡県救急医療電話相談 ☎#7119
に連絡してください。

歯科休日急患診療
【診療時間】  午前９時～午後１時
ちくし休日急患歯科診療所〔春日市〕　☎（571）0118
※日曜日、祝日、お盆、年末年始の歯科休診に対応しています。
※診療先は変更となる場合がありますので、事前に連絡をして
　受診してください。

内：目野内科クリニック〔那珂川市〕

内・外：自衛隊福岡病院〔春日市〕

外：中村整形外科医院〔春日市〕

☎（951）3377

☎（581）0431

☎（575）5050

15日（日）

内：帆足医院〔筑紫野市〕

内・外：福岡大学筑紫病院〔筑紫野市〕

外：たかやま肛門・胃腸・外科クリニック〔筑紫野市〕

☎（922）2746

☎（921）1011

☎（925）7822

22日（日）

内：クリニックみらい〔筑紫野市〕

内：丸山病院〔太宰府市〕

外：上野脳神経外科クリニック〔筑紫野市〕

外：諸岡整形外科病院〔那珂川市〕

☎（926）1100

☎（922）9001

☎（927）3555

☎（952）8888

29日（日）

交通人身事故
死者数
傷者数
自転車

高齢者（65歳以上）
飲酒運転

刑法犯認知件数※
火災発生

26
0
38
7
8
0
78
0

2
－1
11
1
0

－1
12
－2

95
0

121
30
27
0

206
0

4月中 令和7年累計昨年同月比 ※刑法犯認知件数につ
いては、福岡県警察本
部の情報提供を基に
しています。

交通事故・刑法犯認知件数・火災発生件数（市内分）交通事故・刑法犯認知件数・火災発生件数（市内分）

放
送
大
学
　
10
月
入
学
生
募
集

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
放
送
大
学
は
、Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
授
業

を
行
う
、国
が
つ
く
っ
た
通
信
制
の
大

学
で
す
。10
代
か
ら
1
0
0
歳
代
の
幅

広
い
世
代
の
学
生
が
、さ
ま
ざ
ま
な
目

的
で
学
ん
で
い
ま
す
。

　
心
理
学
、福
祉
、経
済
な
ど
幅
広
い

分
野
の
科
目
３
０
０
以
上
を
、１
科
目

か
ら
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

募
集
期
間

◇
第
１
回
募
集
　
６

月
10
日
㈫
〜
８
月
29
日
㈮
◇
第
２

回
募
集
　
８
月
30
日
㈯
〜
９
月
11

日
㈭

資
料
請
求
と
問
い
合
わ
せ
先
　
放
送

大
学
福
岡
学
習
セ
ン
タ
ー
　
☎（
５

８
５
）３
０
３
３

第
43
回
お
お
の
山
城
大
文
字

ま
つ
り（
９
月
27
日
㈯・28
日
㈰
）

Ｃ
Ｍ
動
画
募
集

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
の
大
型
ス
ク
リ
ー

ン
で
、企
業
や
団
体
の
Ｐ
Ｒ
動
画
を
流

し
ま
せ
ん
か
。

30
秒
程
度
の
Ｃ
Ｍ
を
、１
日
数
回

放
映
し
ま
す
。（
２
日
間
）

料
金
　
1
団
体
　
2
万
円

申
込
期
限
　
7
月
18
日
㈮

※
詳
し
く
は
、市
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
協

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
（
一
社
）市
に
ぎ
わ

い
づ
く
り
協
議
会
　
☎（
5
5
8
）

1
3
0
3

onojonigiwai@onojo-nigiwa
i.net

大
野
城
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
長

杯
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会（
マ
マ

さ
ん
の
部
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

対
象
者

市
内
在
住
も
し
く
は
大
野

城
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
登
録

チ
ー
ム

※
独
身
者
は
コ
ー
ト
内
３
人
ま
で
と

し
、前
衛
は
１
人
ま
で
と
す
る
。

日
時
　
７
月
13
日
㈰
　
午
前
９
時
〜

会
場

◇
東
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◇
南
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
◇
北

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
◇
御
笠
の

森
小
学
校

参
加
費
　
◇
市
内
　
３
０
０
０
円

◇
市
外
　
４
０
０
０
円

※
傷
害
保
険
は
各
自
で
加
入

申
込
方
法
　
◇
メ
ー
ル
◇
Ｆ
Ａ
Ｘ（
協

会
指
定
の
申
込
用
紙
）

申
込
期
限
　
６
月
27
日
㈮

申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
先
　
大
会

事
務
局
　
小
嶋
愛
子
　
　
０
９
０

（
５
０
２
６
）９
５
０
４
／
　（
５
０

１
）４
６
６
２

fukuoka.ova2022@gmail.com

夏
休
み

ジ
ュニ
ア
ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

対
象
者

市
内
在
住
の
小
学
生

※
小
学
３
年
生
以
下
は
、保
護
者
の

送
迎
が
必
要

期
日
◇
Ａ
コ
ー
ス
　
７
月
30
日
㈬・31

日
㈭（
２
日
間
）◇
Ｂ
コ
ー
ス
　
８

月
６
日
㈬・７
日
㈭（
２
日
間
）

時
間
　
午
後
４
時
〜
５
時
半

会
場
　
フ
ラ
ワ
ー
ボ
ウ
ル〔
福
岡
市

博
多
区
銀
天
町
〕

参
加
費
　
２
日
間
で
５
０
０
円（
シュー

ズ
代
は
無
料
）

※
傷
害
保
険
は
各
自
で
加
入

定
員
　
各
コ
ー
ス
30
人（
先
着
順
）

申
込
方
法
　
電
話

申
込
期
限
　
７
月
29
日
㈫

申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
先
　
市
ボ

ウ
リ
ン
グ
協
会
事
務
局（
フ
ラ
ワ
ー

ボ
ウ
ル
内
）　
川
副
　
☎（
５
８

１
）０
１
２
２（
午
前
10
時
〜
午
後

６
時
）

ス
ポ
ー
ツ
募
集

※
費
用
の
記
述
の
な
い
事
業
は
無
料

募
集

市にぎわい
づくり協議会
ホームページ
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QR code for
English page

外国人向けに広報 「大野城」 の情報をホームページに掲載しています。
Useful information for foreign residents selected from the city magazine “ONOJO”is available on Onojo City’s web site.

未来をひらく
にぎわいとやすらぎの
コミュニティ都市

大野城市

TOPICS 大野城市の話題あれこれTOPICS 大野城市の話題あれこれ

　５つのソーシャルメディアでも情報発信を行っています。ごみ
収集日の通知や道路・公園の不具合の通報機能などLINEには便
利な機能もあります。ぜひ、見てみてください。

市のソーシャルメディア

ライン
LINE

フェイスブック
Facebook

エックス（旧ツイッター）
X

インスタグラム
Instagram

ユーチューブ
YouTube

広報「大野城」を
多言語で読めます。

カタログ
ポケット

「dボタン広報誌」でも
大野城市の情報を発信しています

❶テレビのチャンネルを
KBC（1ch）にあわせます。

❷リモコンの「dボタン」を
押します。
❸「dボタン広報誌」を選び、
「決定ボタン」を押します。
※使っているリモコンによりボタンの
　位置は異なります。

広
報
大
野
城

N
o.1357　

2025年（
令
和
７
年
）６
月
15日

発
行

発
行
日
／
毎
月
１
日・15日

発
行
／
大
野
城
市
　
　
　
編
集
／
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
課

印
刷
／
久
野
印
刷
株
式
会
社

〒
816-8510 福

岡
県
大
野
城
市
曙
町
2-2-1

TEL092（
501）2211　

　
FAX

092（
501）2394

掲載している内容は、６月３日㈫時点のものです。

【表紙写真】　パワー全開！（大野中学校　第79回体育祭　５月20日㈫）

●主な内容

今年度の行政区長が決まりました ８

こども誰でも通園制度を開始します 22

集中豪雨に備えて ２・３

交流の翼事業に参加した14人の中高生が３月26
日㈬から29日㈰まで大韓民国の文化や歴史に直接
触れるため、公州大学校歴史博物館や水原工業高
等学校を訪問しました。
　報告会では、特別史跡大野城跡と同じ古代の山
城である世界遺産の公山城を見学した事や、現地
の高校生と韓国語や英語、翻訳機を駆使して交流
した様子をスライドや動画を使って発表しました。
　約４カ月間の研修で学んだ、日本との習慣や考
え方の違いを理解し、少し成長した姿を披露しま
した。

5
25

日
大韓民国での交流体験を発表
大野城市中学生・高校生交流の翼
事業報告会 福岡県、春日市、那珂川市と共催で「福岡県総

合防災訓練」を実施し、消防本部や消防団、警察、
自衛隊、地域住民など、約1200人が参加しました。
　大雨や地震を想定し、ヘリコプターによる孤立
者や土砂災害に巻き込まれた要救助者の救出・搬
送訓練など、本格的な訓練が行われました。
　災害はいつ、どこで起こるか分かりません。市
民の皆さん一人一人が日ごろから防災への意識を
高め、避難場所や備蓄品の確認など、できる準備
をしておくことが大切です。
　いざというときのために、日ごろの備えを心が
けましょう。

5
25

日
「備える人」が命をつなぐ
福岡県総合防災訓練

　戸建て注文住宅の施工販売を行う株式会社アイ工
務店から、企業版ふるさと納税により子育て・教育
事業への寄附を受け、感謝状を贈呈しました。
　同社は、乙金の大型展示場「アイパーク」など、
市内に２つの展示場を構えており、この度、本市の
子育て・教育事業へ賛同され、寄附をいただくこと
となりました。
　坂井社長は、「こどもが、安全に外で遊ぶことがで
きる環境の整備に活用して欲しい。」と話し、井本市

長は、「市を代表して感謝します。更なる子育て・教
育環境の充実のために活用させていただきます。」と
述べました。

5
26

月
企業版ふるさと納税感謝状贈呈式
株式会社アイ工務店

大
野
城城
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